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は
じ
め
に

　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
二
十
八
日
、
高
倉
天
皇
の
中
宮
平

徳
子
の
御
着
帯
が
行
わ
れ
、
つ
い
に
そ
の
懐
妊
が
天
下
に
公
布
さ
れ

た（
１
）。『

平
家
物
語（

２
）』

で
は
、
巻
第
三
に
そ
の
叙
述
が
あ
る
。

　
　

�

去
程
に
入
道
相
国
の
御
む
す
め
、
建
礼
門
院
、
其
比
は
未
中
宮

と
聞
え
さ
せ
給
し
が
、
御
悩
と
て
、
雲
の
う
へ
天
が
下
の
歎
き

に
て
ぞ
有
け
る
。（
中
略
）
さ
れ
ど
も
御
悩
た
ゞ
に
も
わ
た
ら
せ

給
は
ず
、
御
懐
妊
と
ぞ
聞
え
し
。
主
上
今
年
十
八
、
中
宮
は
廿

二
に
な
ら
せ
給
ふ
。
し
か
れ
共
い
ま
だ
皇
子
も
姫
宮
も
出
き
さ

せ
給
は
ず
。
も
し
皇
子
に
て
わ
た
ら
せ
給
は
ば
、
い
か
に
目
出

た
か
ら
ん
と
て
、
平
家
の
人
〻
は
、
た
ゞ
今
皇
子
御
誕
生
の
あ

る
様
に
い
さ
み
悦
び
あ
は
れ
け
り
。
他
家
の
人
〻
も
、「
平
氏
の

繁
昌
お
り
を
え
た
り
、
皇
子
御
誕
生
疑
な
し
」
と
ぞ
申
あ
は
れ

け
る
。
御
懐
妊
定
ま
ら
せ
給
し
か
ば
、
有
験
の
高
僧
・
貴
僧
に

仰
せ
て
、
大
法
・
秘
法
を
修
し
、
星
宿
仏
菩
薩
に
つ
け
て
、
皇

子
御
誕
生
と
祈
誓
せ
ら
る
。
六
月
一
日
、
中
宮
御
着
帯
あ
り
け

り
。
仁
和
寺
の
御
室
守
覚
法
親
王
御
参
内
あ
ッ
て
、
孔
雀
経
の

法
を
も
ッ
て
御
加
持
あ
り
。
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
お
な
じ

う
参
ら
せ
給
て
、
変
成
男
子
の
法
を
修
せ
ら
る
。

�

（
巻
第
三　

赦
文　

上
一
三
七
〜
一
三
八
頁
）

　

安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
に
は
帥
局
が
第
一
皇
女
功
子
を
、
治
承

元
年
（
一
一
七
七
）
に
は
小
督
局
が
第
二
皇
女
範
子
を
生
ん
で
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
中
宮
徳
子
に
は
未
だ
所
生
の
皇
子
女
は
な
い
。
政

治
的
に
も
平
清
盛
を
中
心
と
す
る
平
家
一
門
は
難
し
い
立
場
に
立
た

さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
一
刻
も
早
い
皇
子
誕
生
が
祈
念
さ

れ
る
中
で
の
懐
妊
で
あ
る
。
平
家
の
人
々
は
徳
子
の
皇
子
出
産
を
期

待
し
た
が
、
懐
妊
中
の
徳
子
は
た
び
た
び
物
怪
に
悩
ま
さ
れ
た
。
中

宮
の
実
父
清
盛
は
さ
ま
ざ
ま
な
仏
事
・
神
事
を
営
ん
で
無
事
の
皇
子

出
産
を
祈
願
し
、
夫
た
る
高
倉
天
皇
や
入
内
時
に
猶
子
と
し
て
徳
子

を
後
見
し
た
後
白
河
上
皇
も
中
宮
御
所
に
御
幸
を
重
ね
、
自
ら
護
身

法
な
ど
を
修
さ
れ
た
。

　

天
皇
の
外
祖
父
と
な
る
こ
と
が
権
力
掌
握
に
不
可
欠
と
な
っ
た
摂

関
政
治
期
以
降
、
后
妃
の
出
産
は
ま
さ
し
く
一
家
の
命
運
を
か
け
た

一
大
事
で
あ
っ
た
。
平
家
が
そ
の
栄
華
を
磐
石
な
も
の
と
す
る
た
め

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
徳
子
の
御
産　

─
変
成
男
子
の
法
を
め
ぐ
っ
て
─

大
谷
久
美
子

�

に
は
、
徳
子
に
帝
が
ね
と
な
る
皇
子
を
生
ん
で
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
状
況
下
で
修
さ
れ
た
修
法
の
ひ
と
つ
が
「
変
成
男
子
の
法
」

で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
腹
に
宿
っ
た
胎
児
を
女
か
ら
男
に
変
え
る

為
の
修
法
で
あ
る
。
本
来
は
、
女
身
は
障
り
が
多
く
成
仏
が
困
難
な

た
め
男
身
に
変
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
修
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
腹
の
子
が
皇
女
で
は
皇
位
を
継
ぐ
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
確
実
に
皇
子
が
誕
生
す
る
よ
う
に
と
修
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
で
「
天
台
座
主
」
に
よ
っ
て
修
さ
れ

た
と
い
う
「
変
成
男
子
の
法
」
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

一　

諸
本
・
諸
注
・
先
行
研
究
の
確
認

　

ま
ず
、
覚
一
本
（
高
野
本
）
の
い
う
「
変
生
男
子
の
法
」
が
『
平

家
物
語
』
諸
本
で
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い（

３
）。

１
．
語
り
本
系

　
ａ
．
屋
代
本

　
　

�

天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
被
修
変
成
男
子
法
、

�

（『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
』）

　

ｂ
．
百
二
十
句
本

　
　

�

天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
お
な
じ
う
参
ら
せ
給
ひ
て
、
変
成
男

子
の
法
を
修
せ
ら
る
。

�

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』
上
）

　
ｃ
．
中
院
本

　
　

�

ざ
す
の
み
や
七
ぶ
つ
や
く
し
の
ほ
う
、
な
ら
び
に
へ
ん
じ
や
う

な
ん
し
の
ほ
う
を
し
う
せ
ら
れ
け
り

�

（『
平
家
物
語
（
中
院
本
）
と
研
究
（
一
）』）

　

ｄ
．
大
山
寺
本

　
　

�

座
主
の
宮
七
仏
薬
師
法
并
変
成
男
子
の
法
を
修
せ
ら
れ
け
り

�

（『
大
山
寺
本
平
家
物
語
』）

　
ｅ
．
両
足
院
本

　
　

�

仁
和
寺
ノ
御
室
守
覚
法
親
王
ニ
参
セ
給
テ
変
成
男
子
ノ
法
ヲ
ゾ

被
修
ケ
ル�

（『
両
足
院
本
平
家
物
語
』）

　

ｆ
．
覚
一
本
（
龍
谷
大
学
本
）

　
　

�

天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
お
な
じ
う
参
ら
せ
給
て
、
変
成
男
子

の
法
を
修
せ
ら
る
。�

（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
）

　
ｇ
．
葉
子
十
行
本

　
　

�

天
台
座
主
覚
快
法
親
王
、
寺
の
長
吏
円
慶
法
親
王
、
同
じ
う
参

ら
せ
給
ひ
て
、
変
成
男
子
の
法
を
修
せ
ら
る
。

�

（『
平
家
物
語
全
注
釈
』
上
）

　

ｈ
．
平
松
家
本

　
　

�

天
台
座
主
覚
快
法
親
王
同
参
給
テ
変
成
男
子
ノ
法
被
修

�

（『
平
松
家
本
平
家
物
語
』）



�

２
．
読
み
本
系

　

ｉ
．
延
慶
本

　
　

�

該
当
本
文
な
し�

（『
延
慶
本
平
家
物
語
』
本
文
篇 

上
）

　
ｊ
．
長
門
本

　
　

�

該
当
本
文
な
し

�

（『
長
門
本
平
家
物
語
の
総
合
研
究
』
第
一
巻 

校
注
篇
上
）

　

ｋ
．
源
平
盛
衰
記

　
　

�

該
当
本
文
な
し�
（『
新
定
源
平
盛
衰
記
』
第
二
巻
）

　

ｌ
．
四
部
合
戦
状
本

　
　

�

該
当
本
文
な
し�

（『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』）

　
ｍ
．
南
都
本

　
　

�

該
当
本
文
な
し�

（『
南
都
本
南
都
異
本
平
家
物
語
』）

　

以
上
、
列
挙
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
が

変
成
男
子
の
法
を
修
し
た
と
い
う
の
は
、
語
り
本
系
や
そ
れ
に
近
い

諸
本
に
見
ら
れ
る
本
文
で
あ
り
、
読
み
本
系
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
「
変
成
男
子
の
法
」
に
関
す
る
考
察
を
目

的
と
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
行
わ
な
い
。

　

こ
の
「
変
成
男
子
の
法
」
に
関
し
て
は
、
冨
倉
徳
次
郎
が
注
し
た

『
平
家
物
語
全
注
釈
』
に
、

　
　

�

他
力
に
よ
り
胎
内
の
女
子
を
変
じ
て
男
子
と
な
す
修
法
。『
阿
娑

縛
抄
』
薬
師
篇
に
、「
本
願
経
に
云
ふ
、
女
を
転
じ
て
男
に
成
す

文　

問
、
即
生
れ
て
男
身
と
成
る
べ
き
耶
、
答
、
七
仏
経
に
云

ふ
、
即
、
現
身
に
於
い
て
、
女
を
転
じ
て
男
に
成
す
文
」
と
見

え
る
。�

（『
平
家
物
語
全
注
釈
』
上
三
九
〇
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
以
来
、「
七
仏
薬
師
法
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
変
成
男
子
の
法
」
を
「
七
仏
薬
師
法
」

と
し
て
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
中
院
本
や
大
山
寺
本
で
は
、

「
七
仏
薬
師
法
」
と
「
変
成
男
子
の
法
」
が
並
記
さ
れ
て
お
り
、
少

な
く
と
も
こ
れ
ら
の
伝
本
で
は
「
七
仏
薬
師
法
」
と
「
変
成
男
子
の

法
」
は
別
の
修
法
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
変
成
男
子
の
法
」
を
「
七
仏
薬
師
法
」
と
す
る
指
摘
に
は
、

再
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

「
変
成
男
子
の
法
」
を
「
七
仏
薬
師
法
」
と
す
る
指
摘
は
、
前
掲

の
赦
文
の
段
の
後
に
位
置
す
る
御
産
の
段
で
、

　
　

�

仁
和
寺
御
室
は
孔
雀
経
の
法
、
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
は
七
仏

薬
師
の
法
、
寺
の
長
吏
円
慶
法
親
王
は
金
剛
童
子
の
法
、
其
外

五
大
虚
空
蔵
、
六
観
音
、
一
字
金
輪
、
五
壇
の
法
、
六
字
加
輪
、

八
字
文
殊
、
普
賢
延
命
に
い
た
る
ま
で
、
残
る
処
な
う
修
せ
ら

れ
け
り
。�

（
巻
三　

御
産　

上
一
四
六
頁
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
。
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
が
「
孔

雀
経
の
法
」
を
修
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が
赦
文
の
段
と
共
通

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
段
で
「
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
」
が
修
し

�

た
と
さ
れ
る
「
七
仏
薬
師
の
法
」
と
、
赦
文
の
段
で
「
天
台
座
主
覚

快
法
親
王
」
が
修
し
た
と
さ
れ
る
「
変
成
男
子
の
法
」
を
結
び
つ
け
、

同
一
の
修
法
と
し
て
考
え
た
も
の
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
変
成
男
子
の
法
」
を
特
定
の
修
法
と
断
定
す
る
こ
と
を
避

け
、

　
　

�

女
子
は
五
障
が
あ
っ
て
成
仏
が
困
難
と
さ
れ
た
た
め
、
胎
内
の

女
子
を
変
じ
て
男
子
と
す
る
呪
法
。

�

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
一
三
八
頁
）

あ
る
い
は
単
に
、

　
　

�

胎
内
の
子
を
変
じ
て
男
子
と
す
る
と
い
う
呪
法
。

�

（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』
上
二
〇
八
頁
）

と
す
る
注
釈
書
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
冨
倉
氏
の
指
摘
が
そ
の
ま

ま
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
え
、

　
　

�

胎
内
の
女
子
を
男
子
に
変
え
る
法
。
こ
こ
で
は
七
仏
薬
師
に
よ

る
か
。

�

（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
平
家
物
語
』
①
一
六
八
頁
）

と
、
断
定
を
避
け
つ
つ
も
、「
変
成
男
子
の
法
」
を
「
七
仏
薬
師
法
」

と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、「
変
成
男
子
の
法
」
に
関
す
る
検
討
は
こ

れ
以
上
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
槇
佐
知
子
氏
の
研
究

が
あ
る
。
氏
は
こ
の
「
変
成
男
子
の
法
」
を
、
平
安
時
代
初
期
の
鍼

博
士
丹
波
康
頼
が
著
し
た
医
学
書
『
医
心
方
』
に
記
さ
れ
た
、
胎
内

の
子
を
男
子
に
変
ず
る
た
め
の
呪
い
と
比
較
さ
れ
、

　
　

�

し
た
が
っ
て
『
平
家
物
語
』
の
変
成
男
子
の
法
や
出
産
儀
礼
は
、

『
医
心
方
』
も
し
く
は
『
医
心
方
』
引
用
書
の
理
論
や
処
方
を
ふ

ま
え
て
書
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
し
、『
医
心
方
』
が
著
さ
れ

て
か
ら
二
世
紀
以
上
を
経
て
出
産
儀
礼
と
し
て
朝
廷
に
定
着
し

て
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�

（
中
略
）

　
　

�

『
平
家
物
語
』
の
作
者
が
「
変
成
男
子
」
の
具
体
的
な
処
方
を
挙

げ
て
い
な
い
の
は
、
当
時
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
乱
用
さ
れ
ぬ
よ
う
に
と
の
配
慮
に
よ
る
か
も
し
れ

な
い（

４
）。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
医
学
書
で
あ
る
『
医

心
方
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
呪
い
を
、
修
法
に
よ
る
霊
験
を
期
待
さ

れ
た
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
が
果
た
し
て
用
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
が
生
じ
る
。「
変
成
男
子
の
法
」
は
、
延
暦
寺
僧
に
よ
っ

て
何
ら
か
の
修
法
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、『
平
家
物
語
』
に
書
か
れ
た
中
宮
御
産
を
め
ぐ
る
修
法
を
見

る
と
、
冒
頭
に
挙
げ
た
赦
文
の
段
に
「
孔
雀
経
の
法
」
や
「
七
仏
薬

師
の
法
」、
前
掲
の
御
産
の
段
に
も
「
金
剛
童
子
の
法
」
や
「
五
壇
の

法
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
徳
子
御
産
を
め
ぐ
っ
て
記
さ
れ
た
修
法

の
う
ち
、「
〜
の
法
」
と
書
か
れ
る
も
の
は
、
特
定
の
本
尊
を
中
心
と



�

し
た
壇
を
構
え
る
修
法
を
指
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ

の
「
変
成
男
子
の
法
」
も
何
ら
か
の
本
尊
を
中
心
と
し
た
壇
を
構
え

る
修
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二　

后
妃
出
産
に
際
す
る
修
法
の
検
討

　

『
平
家
物
語
』
の
時
代
に
近
い
天
台
宗
の
資
料
と
し
て
『
諸
法
要

略
抄（

５
）
』
が
あ
る
。
本
書
は
奥
書
に
よ
る
と
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

に
延
暦
寺
僧
承
澄
が
著
し
た
も
の
で
、
天
台
宗
に
お
け
る
修
法
の
方

法
や
霊
験
を
説
明
し
、
そ
の
修
法
例
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

冨
倉
氏
が
指
摘
し
た
「
七
仏
薬
師
法
」
は
同
書
の
巻
頭
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。「
山
座
主
修
之
。
但
有
非
座
主
修
之
例
」（『
諸
法
要
略
抄
』

一
九
四
頁
）
と
あ
り
、
例
外
を
除
い
て
、「
山
座
主
」
つ
ま
り
天
台
座

主
が
修
す
る
修
法
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　

�

又
云
。
或
有
女
人
。
臨
当
産
時
。
受
於
極
苦
。
若
能
至
心
称
名

礼
讃
恭
敬
供
養
七
仏
如
来
。
衆
苦
皆
除
。
所
生
之
子
。
顔
貌
端

正
。
見
者
歓
喜
。
文�

（
同
一
九
五
頁
）

　

女
性
の
出
産
に
お
け
る
霊
験
を
産
褥
の
苦
し
み
を
除
き
、
容
貌
の

優
れ
た
子
が
生
ま
れ
る
と
同
書
が
説
く
よ
う
に
、
七
仏
薬
師
法
も
出

産
に
効
果
の
あ
る
修
法
で
あ
る
。
平
徳
子
の
御
産
に
際
し
て
も
、
天

台
座
主
覚
快
法
親
王
に
よ
っ
て
七
仏
薬
師
法
が
修
さ
れ
た
こ
と
が『
山

槐
記
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十
月
二
十
五
日
条
か
ら
確
認
さ
れ

る
。

　

后
妃
の
出
産
に
際
し
て
七
仏
薬
師
法
を
修
し
た
と
い
う
例
は
、
早

く
は
白
河
天
皇
中
宮
源
賢
子
が
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
に
堀
河
天

皇
を
生
ん
だ
際
の
、

　
　

�

同
日
（
大
谷
注
・
承
暦
三
年
五
月
二
十
七
日
）、
有
綱
記
云
、
今

暁
又
被
始
七
仏
薬
師
御
修
法
、
且
被
始
孔
雀
経
法
律
師
義
範
修

之
、�

（『
御
産
部
類
記（

６
）』

御
産
間
雑
事
諸
例　

下
四
二
四
頁
）

と
い
う
記
録
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
、
鳥
羽
天
皇
中
宮
藤
原
璋
子

が
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
に
崇
徳
天
皇
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
）

に
通
仁
親
王
、
同
二
年
に
君
仁
親
王
、
大
治
元
年
（
一
一
二
六
）
に

統
子
内
親
王
、
同
二
年
に
後
白
河
天
皇
、
同
四
年
に
本
仁
親
王
を
出

産
し
た
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
天
台
座
主
仁
実
に
よ
っ
て
修
さ
れ
て
お
り（

７
）、

ま
た
、
皇
后
藤
原
得
子
が
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
に
近
衛
天
皇
を

出
産
し
た
際
に
も
天
台
座
主
行
玄
に
よ
っ
て
修
さ
れ
て
い
る
。
資
料

的
問
題
も
あ
っ
て
明
言
は
憚
ら
れ
る
が
、
白
河
朝
以
後
、
鳥
羽
朝
ま

で
に
は
后
妃
の
出
産
に
際
し
て
天
台
座
主
に
よ
っ
て
七
仏
薬
師
法
が

修
さ
れ
る
こ
と
が
恒
例
化
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
こ
の
「
七
仏
薬
師
法
」
は
、『
諸
法
要
略
抄
』
に
、

　
　

�

天
暦
十
年
五
月
十
一
日
。
依
九
條
右
丞
相
請
。
為
一
品
宮
内
親

王
御
産
。
於
坊
城
殿
。
慈
恵
大
僧
正
初
修
之
。
此
濫
觴
也
。
息

災
即
壇
也
。
伴
僧
六
口
。�

（『
諸
法
要
略
抄
』
一
九
五
頁
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
天
暦
十
年
（
九
五
六
）、
時
の
右
大
臣
藤
原
師

�

輔
室
康
子
内
親
王
の
公
季
出
産
時
に
大
僧
正
良
源
に
よ
っ
て
修
さ
れ

た
の
が
、
御
産
に
際
し
て
用
い
ら
れ
た
初
例
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
こ
で
改
め
て
徳
子
の
御
産
に
関
連
し
て
『
平
家
物
語
』
が
語
る

と
こ
ろ
を
見
て
み
る
と
、

　
　

�

白
河
院
御
在
位
の
御
時
、
京
極
大
殿
の
御
む
す
め
、
后
に
立
た

せ
給
て
、
兼
子
の
中
宮
と
て
、
御
最
愛
有
け
り
。
主
上
此
御
腹

に
、
皇
子
御
誕
生
あ
ら
ま
ほ
し
う
お
ぼ
し
め
し
、
其
比
有
験
の

僧
と
聞
え
し
三
井
寺
の
頼
豪
阿
闍
梨
を
召
し
て
、「
汝
此
后
の
腹

に
、
皇
子
御
誕
生
祈
申
せ
。
御
願
成
就
せ
ば
、
勧
賞
は
こ
ふ
に

よ
る
べ
し
」
と
ぞ
仰
け
る
。「
や
す
う
候
」
と
て
、
三
井
寺
に
帰

り
、
百
日
肝
胆
を
摧
て
祈
申
け
れ
ば
、
中
宮
や
が
て
百
日
の
う

ち
に
御
懐
妊
あ
ッ
て
、
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
、
御
産
平
安
、

皇
子
御
誕
生
有
け
り
。（
中
略
）

　
　

�　

去
程
に
承
暦
元
年
八
月
六
日
、
皇
子
御
年
四
歳
に
て
遂
に
か

く
れ
さ
せ
給
ぬ
。
敦
文
の
親
王
是
也
。
主
上
な
の
め
な
ら
ず
御

歎
あ
り
け
り
。
山
門
に
又
、
西
京
の
座
主
良
信
大
僧
正
、
其
比

は
円
融
房
の
僧
都
と
て
、
有
験
の
僧
と
聞
え
し
を
内
裏
ヘ
召
し

て
、「
こ
は
い
か
ゞ
せ
ん
ず
る
」
と
仰
け
れ
ば
、「
い
つ
も
我
山

の
力
に
て
こ
そ
、
か
様
の
御
願
は
成
就
す
る
事
で
候
へ
。
九
条

右
丞
相
、
慈
恵
大
僧
正
に
契
申
さ
せ
給
し
に
よ
ッ
て
こ
そ
、
冷

泉
院
の
皇
子
御
誕
生
は
候
し
か
。
や
す
い
程
の
御
事
候
」
と
て
、

比
叡
山
に
帰
り
の
ぼ
り
、
山
王
大
師
に
、
百
日
肝
胆
を
摧
て
祈

申
け
れ
ば
、
中
宮
や
が
て
百
日
の
内
に
御
懐
妊
あ
ッ
て
、
承
暦

三
年
七
月
九
日
、
御
産
平
安
、
皇
子
御
誕
生
有
け
り
。
堀
河
天

皇
是
也
。�

（
巻
第
三　

頼
豪　

上
一
五
三
〜
一
五
五
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
白
河
天
皇
中
宮
賢
子
出
産
の
例
に
併
せ
て
村

上
天
皇
中
宮
安
子
の
出
産
の
例
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、「
い
つ
も
我
山

の
力
」
に
よ
っ
て
中
宮
御
産
に
お
け
る
皇
子
誕
生
が
成
就
し
て
き
た

こ
と
を
強
調
し
、
今
回
の
徳
子
御
産
で
も
延
暦
寺
僧
に
よ
る
「
皇
子

御
誕
生
」
の
祈
り
に
よ
っ
て
皇
子
が
誕
生
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
徳
子
の
御
産
は
、
実
際
に
も
「
承
暦
三
年
堀
河
院
御
降
誕
之
時
」

（『
山
槐
記（

８
）』

治
承
二
年
九
月
十
七
日
条
な
ど
）
が
前
例
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
が（

９
）、

物
語
も
ま
た
、
こ
の
賢
子
出
産
の
例
を
持
ち
出
し
、

そ
の
話
の
中
に
さ
ら
に
安
子
出
産
の
例
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
中
宮
御
産
と
延
暦
寺
僧
に
よ
る
祈
祷
の
関
わ
り
の
深
さ
を

印
象
づ
け
、
そ
の
霊
験
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
頼
豪
の
段
は
、
怨
霊
の
恐
ろ
し
さ
を
語
る
こ
と
を
主
題
と
す

る
段
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
『
平
家
物
語
』
が
中
宮
御
産
に

お
け
る
延
暦
寺
僧
修
法
の
前
例
と
し
て
、
白
河
天
皇
中
宮
賢
子
の
堀

河
天
皇
出
産
な
ら
び
に
村
上
天
皇
中
宮
安
子
の
冷
泉
天
皇
出
産
に
お

け
る
修
法
例
を
重
ん
じ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
徳

子
御
産
の
修
法
に
関
す
る
検
討
に
は
、
冷
泉
天
皇
を
生
ん
だ
安
子
、

堀
河
天
皇
を
生
ん
だ
賢
子
、
両
中
宮
の
修
法
例
が
重
要
に
な
る
と
見

ら
れ
る
。



�

　

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
中
宮
平
徳
子
の
御
産
に
際
し
て
営
ま
れ

た
仏
事
や
神
事
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
、
稿
末
に
付
し
た
〈
表
Ⅰ
〉

で
あ
る
。
記
録
上
、「
変
成
男
子
の
法
」
と
い
う
修
法
は
見
え
ず
、
こ

の
呼
び
方
は
当
時
の
正
式
な
呼
称
で
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
実

際
、
史
料
に
見
え
る
「
変
成
男
子
の
法
」
の
用
例
は
、

　
　

�

廿
一
日
、
辛
巳
、（
中
略
）
今
日
午
刻
皇
女
降
誕
、〈
母
儀
典
薬

頭
郷
成
朝
臣
養
女
、
懐
妊
皇
胤
之
後
、
依
勅
定
成
権
大
納
言
実

秀
卿
養
女
、
不
知
実
姓
、
或
説
、
故
基
親
卿
女
云
々
、〉
第
一
宮

也
、
頗
雖
無
念
、
且
以
為
珍
重
、
或
人
曰
、
皇
子
誕
生
事
有
種
々

御
祈
祷
等
、
殊
前
大
僧
正
覚
基
修
変
成
男
子
法
、
深
以
祈
請
、

然
而
無
其
験
、
頗
無
念
事
也
、

�

（『
薩
戒
記（

（（
（

』
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
十
月
二
十
一
日
条
）

と
い
う
、
称
光
天
皇
の
宮
人
が
皇
女
を
出
産
し
た
際
の
記
録
に
見
ら

れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
修
さ
れ
た
「
変
成
男
子
法
」
は
、

　
　

�

廿
一
日
、
内
裏
別
当
今
日
御
産
、
皇
女
云
々
、
御
産
所
裏
辻
大

納
言
亭
、
則
彼
卿
為
猶
子
云
々
、（
中
略
）
御
産
御
祈
寺
覚
基
僧

正
申
也
、
不
動
小
法
云
々
、
其
外
護
摩
以
下
連
々
沙
汰
云
々
、

�

（『
満
済
准
后
日
記（

（（
（

』
同
日
条
）

と
い
う
記
述
か
ら
、「
不
動
小
法
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
修
法
の
甲
斐
な
く
誕
生
し
た
の
は
皇
女
で
あ
り
、
周
囲

を
大
変
残
念
が
ら
せ
た
と
い
う
。
こ
の
修
法
を
行
っ
た
「
前
大
僧
正

覚
基
」
は
、
今
回
問
題
と
す
る
天
台
宗
山
門
派
の
延
暦
寺
僧
で
は
な

く
、
実
祥
院
と
号
し
た
三
井
寺
僧（

（（
（

、
つ
ま
り
天
台
宗
寺
門
派
の
僧
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
「
変
成
男
子
法
」
と
呼
ば
れ
た
「
不
動
小
法
」
は
「
不
動
」

の
名
を
冠
す
る
こ
と
か
ら
、
本
尊
は
不
動
明
王
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
不
動
明
王
を
本
尊
と
す
る
修
法
は
、
健
治
元
年
（
一

二
七
五
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
阿
娑
縛
抄（

（（
（

』
に
、

　
　

�

歳
末
御
修
法
所
行
不
動
法
也
。
依
二
息
災
一
用
二
白
色
衣
一
。
是
故

実
也
。
若
五
壇
修
法
之
時
。
用
二
青
黒
色
衣
一
。（
中
略
）
山
門
近

代
多
修
二
降
伏
一
。
是
失
二
故
実
一
之
所
レ
致
歟
。
云
々

�

（『
阿
娑
縛
抄
』
五　

一
六
一
九
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
延
暦
寺
僧
は
多
く
怨
霊
な
ど

の
調
伏
の
た
め
に
修
し
て
い
た
と
い
う（

（（
（

。

　

徳
子
御
産
に
際
し
て
も
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
九
月
一
日
に

延
暦
寺
僧
俊
尭
が
、
同
九
月
二
十
日
に
醍
醐
寺
僧
覚
成
が
そ
れ
ぞ
れ

不
動
法
を
修
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
壇
は
『
阿
娑
縛
抄
』
の
記
述
か

ら
怨
霊
調
伏
と
母
体
息
災
を
祈
願
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
と
く
に
延

暦
寺
僧
に
よ
っ
て
修
さ
れ
た
不
動
法
は
、
変
成
男
子
の
た
め
と
は
考

え
に
く
い
。

　

こ
の
「
不
動
小
法
」
の
本
尊
不
動
明
王
は
、
真
言
僧
覚
禅
に
よ
っ

て
編
ま
れ
た
『
覚
禅
抄（

（（
（

』
に
は
、

　
　
　
　
○
不
動
烏
主
沙
摩
同
体
事

　
　
　

小
野
厚
造
紙
云
。
烏
蒭
沙
摩
ハ
不
動
也
。

�

　
　

�

（
中
略
）○
時
ニ
不
動
明
王
承
二
仏
ノ
教
命
ヲ一
。
召
二
彼
天
ヲ一
。
見
ヲ下
其

像
作
ヲ中
如
ノレ
此
事
ヲ上
即
化
二
受
触
金
剛
ヲ一
。
即
是
不
浄
金
剛　

令
二
彼

取
一レ
之
。
爾
ノ
時
不
浄
金
剛
。
須
臾
ニ
悉
散
所
有
諸
穢
ヲ一
。
令
二
尽
ス

無
一レ
余
。
便
チ
執
レ
彼
来
─二
至
ス
於
仏
所
ニ一
。
云
　々
大
日
経
疏
第
九
巻

文
全
同
也
。�

（『
覚
禅
抄
』
五　

一
七
三
六
頁
）

と
あ
り
、
烏
樞
沙
摩
明
王（

（（
（

と
同
体
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
最
初

に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
小
野
厚
造
紙
」
は
真
言
宗
小
野
流
を
開
い
た

仁
海
の
著
で
あ
り
、
平
安
時
代
中
期
に
は
こ
の
両
明
王
の
同
体
説
が

僧
の
間
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

烏
樞
沙
摩
明
王
を
本
尊
と
す
る
烏
樞
沙
摩
法
も
ま
た
、
徳
子
御
産

に
際
し
て
修
さ
れ
て
い
る
。『
山
槐
記
』
に
よ
る
と
、
九
月
二
十
日
か

ら
延
暦
寺
僧
円
雲
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　

烏う

樞す

沙さ

摩ま

法 

─
天
台
僧
に
よ
る
変
成
男
子
の
法
─

　

烏
樞
沙
摩
法
の
本
尊
烏
樞
沙
摩
明
王
は
、
目
は
赤
色
、
身
は
静
黒

色
で
、
体
か
ら
炎
を
立
ち
上
が
ら
せ
た
憤
怒
の
形
相
の
明
王
で
あ
る
。

四
臂
の
う
ち
、
右
上
手
に
は
剣
を
、
右
下
手
に
は
羂
索
を
、
左
上
手

に
は
打
車
棒
を
、
左
下
手
に
は
器
杖
を
持
つ（

（（
（

。
こ
の
明
王
は
、

　
　

�

若
見
死
尸
婦
人
産
処
六
畜
生
血
宍
流
処
。
見
如
是
等
種
々
穢
時
。

即
作
此
印
誦
解
穢
呪
。
即
得
清
浄
所
行
呪
法
悉
有
効
験
。

�

（『
諸
法
要
略
抄
』
二
一
一
頁
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
の
御
産
を
含
め
、
主
に
血
に
関
す
る
穢

れ
を
清
浄
化
す
る
と
い
う
の
が
そ
の
霊
験
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
穢
れ

に
際
し
た
と
き
烏
樞
沙
摩
法
を
修
せ
ば
悉
く
穢
れ
が
祓
わ
れ
る
と
説

か
れ
て
い
る
。

　

修
法
の
際
は
、
本
尊
一
鋪
の
前
に
経
と
加
持
の
瓶
水
が
置
か
れ
、

そ
の
正
面
の
赤
色
座
具
の
上
に
は
菖
蒲
座
具
が
敷
か
れ
る
。
脇
机
二

脚
、
燈
台
三
本
、
礼
盤
一
脚
、
そ
の
他
五
宝
・
五
薬
・
五
香
・
五
穀

な
ど
が
用
意
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
修
法
に
は
菴
羅
葉
を
用
い
る（

（（
（

。
ま

た
、
徳
子
御
産
の
た
め
に
円
雲
が
こ
の
法
を
修
し
た
際
に
は
、

　
　

�

廿
三
日
癸
未　

天
晴
、
法
眼
円
雲
呪
水
一
瓶
〈
大
瓶
子
、
以
折

紙
裹
口
、
居
折
敷
、〉
於
中
宮
云
々
、
申
云
、
当
法
所
成
物
也
、

相
加
御
湯
之
浴
御
、
若
頂
灑
之
、
兼
加
御
膳
可
令
服
、
可
令
服

御
者
自
去
廿
日
烏
瑟
沙
摩
法
也
、
以
件
水
令
煎
供
御
粥
云
々
、

�

（『
山
槐
記
』
治
承
二
年
九
月
二
十
三
日
条
）

と
あ
る
よ
う
に
、
烏
樞
沙
摩
法
を
成
就
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
し
て

「
呪
水
」
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
呪
水
」
は
、
湯
浴
の
際
に
用

い
た
り
、
頭
上
か
ら
濯
ぐ
ほ
か
、
食
事
と
と
も
に
服
す
な
ど
し
て
、

同
法
の
霊
験
を
受
け
る
べ
き
人
物
が
服
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ら
し

い
。

　

こ
の
烏
樞
沙
摩
法
は
、
天
台
宗
の
「
口
伝
」（『
諸
法
要
略
抄
』
二

一
〇
頁
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
修
法
例
を
見
て
み
る
と
、

　
　

�

伝
聞
。
慈
恵
大
僧
正
。
依
九
條
右
丞
相
請
。
為
変
生
男
子
始
修



�

之
云
々
。
冷
泉
院
御
誕
生
之
時
歟
。

　
　

阿
弥
陀
座
主
静
真
。
為
伊
予
守
知
章
産
婦
祈
修
之
。

　
　

�
円
融
房
座
主
良
真
。
白
河
院
中
宮
御
懐
妊
之
時
修
之
。
七
日
満
。

御
産
平
安
。
皇
子
堀
河
院
誕
生
云
々
。

　
　

南
勝
房
座
主
仁
豪
。
崇
徳
院
御
降
誕
之
時
修
之
。

　
　
　

院
昭
。
行
厳
。
永
意
。
源
暹
。
皆
代
々
御
産
修
之
。

　
　

相
実
法
印
。
代
々
御
産
修
之
。

　
　

�　

�

保
延
。
近
衛
院
御
誕
生　

仁
平
。
中
宮
御
産　

平
治
。
皇
后
宮
御
産
等

也
。�
（『
諸
法
要
略
抄
』
二
一
〇
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
修
法
例
は
全
て
が
御
産
に
関
す

る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
藤
原
知
章
の
妻
に
対
し
て
修
さ
れ
た
例
を

除
い
て
、
后
妃
の
御
産
に
際
す
る
修
法
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
阿
娑
縛
抄
』
に
も
、

　
　
　

∴
第
一
可
レ
修
二
此
法
一
事

　
　

常
為
二
産
生
一
修
レ
之
。�

（『
阿
娑
縛
抄
』
五　

一
九
九
八
頁
）

と
あ
り
、
御
産
の
際
に
ま
ず
修
さ
れ
る
べ
き
修
法
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
　

�

○
伝
ヘ
聞
ク
慈
恵
大
僧
正
為
二
変
成
男
子
一
始
令
レ
修
レ
之
給
。
云
々
、

〈
未
レ
見
二
日
記
一
。〉
其
後
中
絶
了
。
而
阿
弥
陀
房
供
奉
〈
静
真
〉

為
二
伊
予
守
知
章
之
婦
産
祈
一
被
レ
修
レ
之
。
七
日
之
内
産
生
。
霊

験
揚
焉
。
云
々

　
　

�　
　
○
円
融
房
ノ
御
（
物
）
語
双
厳
已
講
所
二
記
置
一
也
。
云
々

　
　

�

○
又
白
川
院
中
宮
御
懐
妊
之
時
。
被
尋
─二
仰
円
融
房
一
。〈
良
真

于
レ
時
座
主
。〉
座
主
云
。
可
レ
有
何
御
祈
乎
。
座
主
申
云
。
可
レ

被
レ
修
二
烏
瑟
沙
摩
法
ヲ一
。
云
々 

又
仰
云
。
尤
可
レ
然
。
但
従
二
誰

人
一
習
─二
伝
之
一
乎
。
座
主
申
云
。
長
宴
僧
都
ニ
受
─二
習
之
。
于
レ
時

被
レ
尋
─二
仰
長
宴
僧
都
一
云
。
件
ノ
法
実
ニ
授
二
良
真
ニ一
乎
。
又
有
験

許
教
レ
之
乎
。
云
々 

僧
都
申
云
。
実
授
レ
之
乎
。
何
無
二
其
験
一

乎
。
云
々 

如
レ
此
三
度
。
勅
問
ノ
之
後
座
主
奉
レ
修
レ
之
。
七
日
満

御
産
平
安
。
皇
子
〈
堀
河
院
〉
誕
生
。
云
々
〈
第
五
日
御
産
云
々
〉

　
　

��

○
南
勝
房
権
僧
正
仁
豪
修
レ
之
。〈
禾
云
。
崇
徳
院
御
降
誕
時
。〉

　
　

（
後
略
）�

（『
阿
娑
縛
抄
』
五　

一
九
九
八
〜
一
九
九
九
頁
）

　

同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
法
は
藤
原
師
輔
が
「
変
成
男
子
」
の
た
め

に
天
台
座
主
良
源
に
修
さ
せ
、
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
無
事
に
冷
泉

院
が
誕
生
し
た
の
を
濫
觴
と
す
る
と
い
う
。
そ
の
後
は
一
時
中
絶
し

た
よ
う
だ
が
、
藤
原
知
章
が
静
真
に
修
さ
せ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
霊
験
が
明
ら
か
で
あ
る
と
確
信
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
白
河
天

皇
が
天
台
座
主
良
真
に
修
さ
せ
、
堀
河
天
皇
が
誕
生
し
た
例
が
大
き

く
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
延
暦
寺
内
で
の
受
習
関
係
に
つ
い
て
言

及
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
河
天
皇
の
こ
ろ
に
は
、
未
だ
烏
樞
沙
摩
法

は
延
暦
寺
僧
な
ら
ば
誰
も
が
修
せ
る
よ
う
な
修
法
で
は
な
く
、
一
部

の
僧
に
密
か
に
「
口
伝
」
と
し
て
受
習
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
事

情
が
伺
わ
れ
よ
う
。
そ
の
後
、
こ
の
法
の
霊
験
が
知
れ
、
后
妃
出
産

の
際
に
修
さ
れ
る
例
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
崇
徳
院
の
誕
生
以
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下
、『
諸
法
要
略
抄
』
と
同
様
、
后
妃
の
皇
子
出
産
に
際
し
て
修
さ
れ

た
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
烏
樞
沙
摩
法
は
、
鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
御
産
御
祈
目

録
』
に
お
い
て
も
、
元
永
二
年
（
一
一
一
九
）
の
崇
徳
院
誕
生
に
お

け
る
天
台
座
主
仁
豪
の
修
法
、
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
の
覚
性
法

親
王
誕
生
に
お
け
る
源
暹
の
修
法
の
例
が
見
ら
れ
る
。
徳
子
よ
り
後

の
時
代
に
も
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
の
順
徳
院
誕
生
に
お
け
る

円
長
の
修
法
の
例
、
寛
喜
三
年
（
一
二
二
九
）
の
四
条
院
誕
生
に
お

け
る
成
源
の
修
法
の
例
が
見
受
け
ら
れ
、『
諸
法
要
略
抄
』
執
筆
年
代

に
至
る
ま
で
綿
々
と
天
台
座
主
お
よ
び
延
暦
寺
僧
の
烏
樞
沙
摩
法
に

よ
る
変
成
男
子
が
祈
願
さ
れ
、
成
就
さ
れ
て
き
た
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
伺
え
る（

（（
（

。
承
澄
が
『
諸
法
要
略
抄
』
や
『
阿
娑
縛
抄
』
に

こ
れ
ほ
ど
帝
位
に
就
い
た
皇
子
誕
生
の
例
を
列
挙
す
る
か
ら
に
は
、

当
時
の
延
暦
寺
僧
は
烏
樞
沙
摩
法
の
霊
験
、
つ
ま
り
、
烏
樞
沙
摩
法

に
よ
る
「
変
成
男
子
」
の
効
果
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

延
暦
寺
僧
承
澄
の
手
に
な
る
『
諸
法
要
略
抄
』、『
阿
娑
縛
抄
』
が

挙
げ
る
「
冷
泉
院
御
誕
生
之
時
」
お
よ
び
「
皇
子
堀
河
院
誕
生
」
の

修
法
例
が
、『
平
家
物
語
』
が
徳
子
御
産
を
語
る
際
に
持
ち
出
し
た

「
冷
泉
院
の
皇
子
御
誕
生
」
お
よ
び
「
堀
河
院
」
の
誕
生
の
例
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
両
例
が
と
も
に
「
天
台
座
主
」
に
よ
っ

て
「
変
成
男
子
」
の
た
め
に
修
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、『
平
家
物
語
』
が
想
定
し
た
「
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
」
に
よ

る
「
変
成
男
子
の
法
」
は
、
こ
の
烏
樞
沙
摩
法
に
他
な
る
ま
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
平
徳
子
の
御
産
の
た
め
に
修
さ
れ
た
「
烏
樞
沙

摩
法
」
は
、
天
台
僧
円
雲
に
よ
っ
て
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
九
月

二
十
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
修
法
を
行
っ
た
円
雲
は
承
安
二
年

（
一
一
七
二
）
法
眼
に
叙
さ
れ
、
の
ち
法
印
に
昇
叙
、
寿
永
元
年
（
一

一
八
二
）
に
入
滅
し
た
際
に
は
「
知
法
無
止
者
也
、
天
台
法
灯
也
」

（『
吉
記（

（（
（

』
寿
永
元
年
三
月
十
九
日
条
）
と
言
わ
れ
た
高
名
な
僧
で
あ
っ

た
が
、
天
台
座
主
は
経
て
い
な
い
。

　
「
変
成
男
子
の
法
」
を
「
天
台
座
主
」
が
行
っ
た
と
す
る
点
は
『
平

家
物
語
』
の
虚
構
と
い
え
る
が
、
物
語
に
お
い
て
は
、
安
子
・
賢
子

の
例
と
同
様
、
徳
子
も
「
天
台
座
主
」
が
修
し
た
「
変
生
男
子
の
法
」

の
霊
験
に
よ
っ
て
天
皇
と
な
る
皇
子
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
と
語
る

こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
延
暦
寺
僧
の
間
で
は
、

こ
の
二
人
の
中
宮
は
い
ず
れ
も
「
天
台
座
主
」
に
よ
る
「
烏
樞
沙
摩

法
」
の
霊
験
に
よ
っ
て
男
皇
子
を
得
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
両
中
宮
の
姿
を
よ
り
忠
実
に
重
ね
る
た
め
に
、
徳
子
御

産
に
お
い
て
も
、
天
台
僧
円
雲
で
は
な
く
「
天
台
座
主
覚
快
法
親
王
」

に
よ
っ
て
修
さ
れ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
初
め
て
の
平
氏
出
身
の
中
宮
と
な
っ
た
徳
子
に
、
冷
泉
天
皇
を

産
ん
で
九
条
流
藤
原
氏
の
繁
栄
を
築
い
た
藤
原
安
子
、
ま
た
、
同
じ

く
堀
河
天
皇
を
産
ん
で
村
上
源
氏
を
繁
栄
に
導
い
た
源
賢
子
の
姿
を

よ
り
忠
実
に
重
ね
合
わ
せ
、
徳
子
の
腹
か
ら
皇
子
が
誕
生
し
、
平
家
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の
繁
栄
が
さ
ら
に
磐
石
な
も
の
と
な
る
予
兆
を
付
加
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
そ
の
希
望
が
破
綻
し
た
と
き
の
落
差
を
明
確
に
す
る
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

御
産
の
段
を
含
む
『
平
家
物
語
』
巻
第
三
の
時
点
で
は
、
ま
だ
大

き
く
傾
き
つ
つ
あ
る
平
家
の
運
命
は
語
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
清
盛

を
中
心
と
し
た
平
家
の
人
々
は
、
刻
々
と
深
刻
化
す
る
反
平
家
の
気

運
の
中
で
、
再
度
そ
の
政
権
を
立
て
直
す
為
に
も
天
皇
の
外
戚
と
な

る
こ
と
を
希
求
し
た
。
そ
し
て
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）、
よ
う
や

く
徳
子
は
懐
妊
し
、
難
産
の
末
つ
い
に
男
皇
子
を
産
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。

　

物
語
は
、
こ
の
徳
子
御
産
を
語
る
際
に
、「
天
台
座
主
」
に
よ
る

「
変
成
男
子
の
法
」
の
霊
験
と
い
う
要
素
を
付
加
し
た
。
こ
の
「
変
成

男
子
の
法
」
は
、『
平
家
物
語
』
に
挙
げ
ら
れ
た
藤
原
安
子
、
源
賢
子

の
例
と
、『
諸
法
要
略
抄
』
や
『
阿
娑
縛
抄
』
に
挙
げ
ら
れ
た
「
変
成

男
子
」
の
た
め
の
修
法
例
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
烏
樞
沙
摩
法
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、当
時
の
延
暦
寺
僧
に
よ
っ

て
も
っ
と
も
「
変
成
男
子
」
の
霊
験
を
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
が
烏
樞

沙
摩
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
徳
子
御
産
に
お

い
て
も
、
延
暦
寺
僧
円
雲
に
よ
っ
て
烏
樞
沙
摩
法
が
修
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
、『
山
槐
記
』
お
よ
び
『
御
産
御
祈
目
録
』
か
ら
裏
付
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、『
平
家
物
語
』
巻
第
三
の
御
産
の
段
に
お
け
る
「
変
成

男
子
の
法
」
は
、
烏
樞
沙
摩
明
王
を
本
尊
と
し
て
修
す
る
「
烏
樞
沙

摩
法
」
を
指
す
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。『
平
家
物
語
』
語
り
本
系
諸
本

に
の
み
「
変
成
男
子
の
法
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
関
す
る
問
題
な
ど
、

検
討
課
題
は
残
る
が
、
本
稿
は
天
台
宗
延
暦
寺
に
お
け
る
「
変
成
男

子
の
法
」
が
烏
樞
沙
摩
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に

留
め
た
い
。
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７日 法皇御幸 護身法［法皇］、聖観音・十一面・大威徳・
北斗供

山

８日 御産次第草案作成 山
10日 供養泥塔一万五千基、等身不動像供養、

冥道供、閻魔天供尊勝、延命、聖天供
千度御祓、祭文
作成、御神楽［賀
茂上下社］（御八
講・仁王経供養）

山

11日 法皇御幸 護身法［法皇］、化城喩品 山
14日 最勝太子供、施餓鬼供、等身不動尊像

供養
御神楽［六波羅
御所厳島別宮］
泰山府君祭［河
合・耳敏川・東
鳴瀧・西鳴瀧・
松崎・石陰・大
井川］

山

15日 百座仁王講、五大力像供養、仁王経 山
16日 五壇法、尊星王護摩、五大尊像供養 山
17日 御神楽［八条亭

厳島別宮］
山

19日 大般若経転読 御神楽［宮御所・
新日吉社］

山

21日 愛染明王像供養、薬師法、冥道供 御祈［松尾・平野・
住吉］祭文作成

山

22日 御物怪不快 山
25日 孔雀経法、七仏薬師法、不空羂索法、

御修法二壇
神楽、御祈［北野・
貴船］

山　御

27日 法皇密御幸 法華経［法皇］、聖観音・千手・馬頭・
十一面・准胝・如意輪法等身六観音・
五大尊像供養、黄牛加持

山　玉

28日 御物怪不快 等身不動大威徳像供養 山
29日 仁王会［祇園・

稲荷］、東方祭
山

11月１日 御物怪如常 百座仁王講［春
日］、平野祭使

毎日御戒を止む 山

２日 千度御祓 山
３日 孔雀経・七仏薬師法延引 山
７日 随求陀羅尼供 山　御
８日 泰山府君祭［河

合・耳敏川・東
鳴瀧・西鳴瀧・
松崎・石陰・大
井川］

山

９日 孔雀経・七仏薬師法延引 山
10日 八女田楽［常光

院総社］
山

12日 御産 仏寺七十四所奉幣、不断誦経、仏供養、
金輪法、薬師法、千手法、不動法、六
字法、七仏薬師法

神社四十一所奉
幣
行啓立願［石清
水・平野・日吉］

非常赦 山

史料略称一覧　　
『山』＝『山槐記』（藤原忠親）、『玉』＝『玉葉』（九条兼実）、
『御』＝『御産御祈目録』建礼門院条
なお、毎日御祓・毎日御戒・毎日放光仏供養は、毎日行われることを前提として表に記入
しなかった。
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〈表Ⅰ〉　治承二年　平徳子の御産に関する仏事・神事
日付 中宮関連 仏事 神事 備考 史料
６月１日 御着帯日決定 山
17日 厳島神社奉幣 厳島神社奉幣は先

例なし
山

19日 千手供 御祈始 山　玉
26日 薬師法 千度御祓 山
27日 六角堂如意輪観音供養 山
28日 御着帯 訶梨底母供、十五童子供、薬師法、北

斗法、薬師供、聖観音供二壇、千手法、、
十一面供、陀羅尼供、不動供、大威徳供、
愛染王供、六字供、訶梨底母供、星供
二壇、七星如意輪供、不動供、北斗供

泰山府君祭三座
大神宮・石清水・
賀茂上下・松尾
平野・稲荷・春日・
祇園など御祓

山　御

閏６月11日 御物怪不快 山
19日 金剛童子供 山　御
23日 千度御祓 山
27日 御物怪不快 山

７月13日 御産御調度を作り
始む

山

16日 初度御戒 山
26日 忠親を中宮権大夫

に補す
玉

28日 六波羅行啓 山
８月２日 金剛童子供、七仏薬師像の造立を始む 御産雑事定 山
５日 仁王講 山
16日 内裏退出 大般若経、六字法 山　御
18日 毎日放光仏易産陀羅尼供養を始む

毎日御戒を始む、六字法
賀茂千度詣を始
む

山

19日 二十二壇御修法 玉
21日 御神楽［貴船］ 山
24日 御産御祈勅使［伊

勢］
山

９月１日 愛染王法、千手法、不動法、大般若経 山　御
２日 般若心経3132巻供養 山
５日 千手供、不動法 山
10日 薬師経、千手経 熊野御使発遣 山
12日 尊勝供 御
13日 物怪 薬師法、尊勝供、八斎戒 千度御祓 山
14日 密々入内 山
17日 十社奉幣 山
20日 五壇法（不動・降三世・軍荼利・大威徳・

金剛夜叉）、一字金輪、仏眼法、烏樞
沙摩法、金剛童子法

熊野参宮 12日以後20日以前、
准胝法

山　御

25日 泰山府君祭 山
10月１日 法華経、最勝王経、観音経、寿命経 山
３日 八字文殊、准胝仏母 山
４日 御八講、仁王講、大般若経、自在王経、

観音経、如意輪法、経供養（法華経・
薬師・観音・千手・金剛・般若等）般
若心経、尊勝陀羅尼

御神楽、御祈［石
清水］

山
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注（
１�

） 『
平
家
物
語
』
で
は
、
六
月
一
日
御
着
帯
と
さ
れ
る
が
、『
山
槐
記
』
に

よ
る
と
六
月
一
日
は
徳
子
の
御
着
帯
日
が
決
定
さ
れ
た
日
で
あ
る
。
実
際

に
は
、
六
月
二
十
八
日
に
御
着
帯
が
行
わ
れ
た
。

（
２�

） 『
平
家
物
語
』
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
新
日
本
古
典
文
学

大
系
（
底
本
高
野
本
）
に
よ
り
、
以
下
、
書
名
を
省
き
、
巻
名
・
章
段

名
・
上
下
の
別
と
頁
数
の
み
表
記
す
る
。

（
３�

）
本
論
中
の
引
用
文
に
付
け
た
傍
線
は
全
て
わ
た
く
し
に
付
し
た
も
の
で

あ
る
。
以
下
同
じ
。

（
４�

）
槇
佐
知
子
「
平
家
物
語
の
変
成
男
子
の
法
、
及
び
出
産
儀
礼
と
『
医
心

方
』
の
比
較
研
究
」、『
儀
礼
文
化
』
第
十
三
号
、
儀
礼
文
化
学
会
、
一
九

八
九
年
九
月
。

（
５�

）『
諸
法
要
略
抄
』
の
引
用
は
続
群
書
類
従
第
二
十
五
輯
下
（
釈
教
部
）

に
よ
り
、
以
下
、
書
名
と
頁
数
の
み
表
記
す
る
。
な
お
、〈　

〉
は
割
注

を
表
す
も
の
と
し
、
引
用
本
文
に
傍
書
な
ど
が
あ
る
際
は
適
宜
表
記
を
改

め
る
。
以
下
同
じ
。

（
６�

）『
御
産
部
類
記
』
の
引
用
は
図
書
寮
叢
刊
に
よ
り
、
上
下
の
別
と
頁
数

を
表
記
す
る
。

（
７�

）
そ
れ
ぞ
れ
『
御
産
御
祈
目
録
』
各
条
に
よ
る
。

（
８�

）『
山
槐
記
』
の
引
用
は
本
文
は
増
補
史
料
大
成
に
よ
り
、
以
下
、
書
名

と
該
当
条
の
年
月
日
の
み
を
表
記
す
る
。

（
９�

）
徳
子
の
御
産
以
前
に
も
、
堀
河
天
皇
誕
生
の
例
を
重
視
す
る
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
る
。『
康
和
元
年
御
産
部
類
記
』
に
よ
る
と
、
康
和
元
年
（
一

〇
九
九
）
堀
河
天
皇
皇
女
悰
子
内
親
王
が
誕
生
し
た
時
に
も
、
堀
河
天
皇

誕
生
の
例
が
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
堀
河
天
皇
の
例
は
徳
子
御
産
に
際

し
て
特
別
に
重
ん
じ
ら
れ
た
例
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
最
も
一
般

的
な
前
例
と
し
て
重
視
さ
れ
た
御
産
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
10�

）『
薩
戒
記
』
の
引
用
は
大
日
本
古
記
録
に
よ
り
、
書
名
と
該
当
条
の
年

月
日
の
み
を
表
記
す
る
。

（
11�

）『
満
済
准
后
日
記
』
の
引
用
は
続
群
書
類
従
補
遺
第
一
上
に
よ
り
、
書

名
と
該
当
条
の
年
月
日
の
み
を
表
記
す
る
。

（
12�

）『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三
年
五
月
十
二
日
条
に
よ
る
。

（
13�

）『
阿
娑
縛
抄
』
の
引
用
は
大
日
本
仏
教
全
書
（
阿
娑
縛
抄
全
七
巻
、
図

像
一
巻
）
に
よ
り
、
以
下
書
名
、
巻
数
、
頁
数
の
み
を
表
記
す
る
。

（
14�

）
平
安
時
代
中
期
の
資
料
に
は
「
不
動
調
伏
法
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
頃
に
は
既
に
不
動
法
は
調
伏
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。

（
15�

）『
覚
禅
抄
』
の
引
用
は
大
日
本
仏
教
全
書
（
覚
禅
抄
全
七
巻
）
に
よ
り
、

以
下
書
名
、
巻
数
、
頁
数
の
み
を
表
記
す
る
。

（
16�

）「
烏
樞
沙
摩
明
王
」
の
「
烏
樞
沙
摩
」
は
、「
烏
瑟
沙
摩
」、「
烏
主
沙
摩
」

な
ど
と
も
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
名
号
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　

�

○
亦
云
二
歳
積
金
剛
。
○
亦
云
二
金
剛
児
。
○
亦
云
二
受
触
金
剛
。〈
義

釈
。〉

　
　
　
　

�

集
経
ニ
云
。
唐
ニ
云
二
不
浄
潔
金
剛
。
文
又
云
二
火
頭
金
剛
。
文
〈
大

仏
頂
経
同
之
。〉

　
　
　
　

○
帖
決
ニ
云
。
火
頭
金
剛
ハ
即
烏
瑟
沙
摩
。

　
　
　
　

�

○
大
仏
頂
経
七
ニ
云
烏
蒭
瑟
摩
并
ニ
尼
藍
婆
○
諸
天
阿
修
羅
火
頭
金

剛
。
文
〈
但
付
爛
脱
烏
々
々
々
火
頭
金
剛
令
読
─

連
之
。〉

　
　
　
　

�

○
大
仏
頂
ノ
行
法
ニ
ハ
烏
樞
沙
摩
印
明　

次
ニ
火
頭
金
剛
ノ
印
明
各
別
ニ

出
レ
之
。�

（『
阿
娑
縛
抄
』
五　

一
九
九
八
頁
）

　
　

ま
た
は
、

　
　
　
　

集
経
十
二
云
。
烏
樞
沙
摩
。
唐
ニ
ハ
云
二
不
浄
金
剛
ト一
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�

底
哩
経
上
云
。
受
触
金
剛
。
即
是
不
浄
金
剛
也
。
九
〔
考
九
上
長
高
倶
有

疏
〕
同
之
。

　
　
　
　

�
高
尾
口
決
云
。
住
ス二
烏
瑟
紫
摩
三
摩
地
ニ一
。
漢
ニ
ハ
云
二
壊
斫
金
剛
三
摩
地
ト一

　
　
　
　

�
或
云
。
穢
跡
金
剛
名
。
付
金
界
。
又
穢
触
云
々

　
　
　
　

�

（『
覚
禅
抄
』
五　

一
七
三
七
頁
）

　
　

�

な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
『
諸
法
要
略
抄
』
の
表
記
に
従
っ

て
「
烏
樞
沙
摩
」
で
統
一
す
る
。

（
17�

）『
阿
娑
縛
抄
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
赤
い
全
身
に
狸
眼
と
狗
牙
を
も
ち
、

黄
色
い
髪
を
し
た
怒
形
の
像
も
同
書
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
既

に
像
容
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
不
浄
を
焼
き
尽
く
す
炎
と
憤
怒

の
形
相
は
共
通
し
て
い
る
。

（
18�

）
烏
樞
沙
摩
法
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
壇
を
構
え
、
ど
の
よ
う
に
修
さ

れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、『
阿
娑
縛
抄
』、『
覚
禅
抄
』
に
詳
し
い
が
、
細

か
な
説
明
は
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ

を
簡
潔
に
記
す
に
留
め
た
。

（
19�

）
崇
徳
院
以
後
は
天
台
座
主
に
よ
る
修
法
で
は
な
く
、
延
暦
寺
僧
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
冷
泉
院
、
堀
河
院
、
崇
徳
院
の
前
例
か
ら
、
天

台
僧
ら
の
間
で
は
な
お
天
台
座
主
に
よ
る
霊
験
が
信
じ
ら
れ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

（
20�

）『
吉
記
』
の
引
用
は
増
補
史
料
大
成
に
よ
り
、
書
名
と
該
当
条
の
年
月

日
の
み
を
表
記
す
る
。
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は
じ
め
に

　

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
不
思
議
」
の
用
例
は
全
三
十

九
例
で
あ
る（

１
）。「
不
思
議
」
は
「
不
可
思
議
」
の
略
で
、
考
え
る
こ
と

も
言
葉
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、「
不
思
議
」

は
一
つ
の
意
味
だ
け
で
使
わ
れ
る
言
葉
で
は
な
く
、『
平
家
物
語
』
で

も
同
様
で
あ
る
。
元
は
仏
語
で
あ
っ
た
も
の
が
俗
語
化
し
、
複
数
の

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
、
辞
典
で
の
説
明
も
そ
う
な
っ

て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、『
日
本
国
語
大
辞
典（

２
）』

で
は
、
そ
の
意
味
は
六
通
り
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　

「
ふ
か
し
ぎ
（
不
可
思
議
）」
の
略

　
　

�

一
①
仏
語
。
思
い
は
か
る
こ
と
も
こ
と
ば
で
言
い
表
す
こ
と
も

で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

　
　

�

②
人
間
の
思
考
力
、
判
断
力
の
及
ば
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

さ
ま
。

　
　

�

③
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
予
想
外
。

　
　

�

二
常
識
的
、
理
性
的
な
思
慮
の
及
ば
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

さ
ま
。

　
　

�

①
倫
理
的
に
非
常
識
な
こ
と
。
あ
る
ま
じ
き
こ
と
。
け
し
か
ら

ぬ
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。

　
　

�

②
普
通
で
な
く
、
粗
末
な
こ
と
。
卑
し
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

さ
ま
。

　
　

�

③
（
─
す
る
）
あ
や
し
い
こ
と
。
疑
惑
を
感
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。
不
審
。

　

ま
た
、『
角
川
古
語
大
辞
典（

３
）』
で
は
、
五
通
り
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　

①
仏
語
。
不
可
思
議
（
ふ
か
し
ぎ
）
一
①
に
同
じ
。

　
　
　
　

�

不
可
思
議
一
①
…
仏
語
。
梵
語 acintya 

の
意
訳
。
人

間
の
思
慮
の
範
囲
を
超
え
、
言
語
で
は
説
明
で
き
な
い

領
域
の
事
柄
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
。
多
く
、
仏
の
悟
り

や
神
通
力
な
ど
を
、
人
の
浅
智
の
及
ば
な
い
こ
と
と
し

て
た
た
え
る
の
に
用
い
る
。

　
　

�

②
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
。
想
像
、
判
断
力
の
及
ば
な
い
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
さ
ま
。

　
　

�

③
常
軌
を
逸
脱
し
た
出
来
事
や
ふ
る
ま
い
。
と
っ
ぴ
な
こ
と
。

　
　

�

④
並
外
れ
て
卑
し
い
さ
ま
。
粗
末
な
さ
ま
。

　
　

�

⑤
怪
し
い
さ
ま
。
疑
惑
を
感
じ
さ
せ
る
さ
ま
。
不
審
。

『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
考　

─
覚
一
本
・
百
二
十
句
本
・
屋
代
本
の
比
較
を
通
し
て
─

粟　

村　

亜　

矢

⎛⎝

⎛ ⎝
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こ
れ
ら
か
ら
、
現
代
語
も
含
む
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
と
古
語
に

絞
っ
た
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
と
い
う
、
焦
点
の
異
な
る
辞
典
で
は

あ
っ
て
も
、「
不
思
議
」
の
意
味
の
分
類
は
そ
う
大
き
く
異
な
っ
て
は

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
用
例
を
見
る
と
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
で
は
全
二
十
例
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
全
十
三
例
を
挙
げ

て
い
る
が
、
両
者
共
通
す
る
の
は
三
例
の
み
で
あ
る
。

　

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
一
②
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
②
で
『
方
丈

記
』、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
二
①
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』
③
で
『
平

家
物
語
』『
沙
石
集
』
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
例
と
も
鎌
倉
期

に
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
例
と
し
て
『
日
本
霊
異
記
』

『
大
鏡
』
も
両
辞
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
引
用
箇
所
は
異
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
以
降
に
な
る
と
取
り
上
げ
る
作
品
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

つ
ま
り
、「
不
思
議
」
を
説
明
す
る
代
表
的
な
例
と
し
て
使
用
す
る
の

に
中
世
の
作
品
が
適
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

「
不
思
議
」
が
中
世
的
な
言
葉
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
意
味
の
変

化
が
平
安
末
期
と
い
う
時
代
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
が（

４
）、『
平
家
物
語
』
で
の
「
不
思
議
」
の
使
わ
れ
方
に
焦
点
を
絞

り
、
諸
本
を
比
較
す
る
と
い
っ
た
研
究
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、『
平
家
物
語
』
で
の
「
不
思
議
」
の
用
例
を
見
る
と
、
平
家

の
運
命
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
お
り
、
諸
本
間
で
の
異
同

も
存
在
し
て
い
る
。
物
語
に
お
い
て
、
考
え
る
こ
と
も
言
葉
に
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
と
し
て
「
不
思
議
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、

語
る
こ
と
を
諦
め
た
表
現
と
も
受
け
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
使
用
場
面
に
よ
っ
て
意
味
は
異
な
っ
て
も
、
結
局

は
「
不
思
議
」
と
し
か
言
え
な
い
の
だ
と
、
読
者
に
強
く
印
象
付
け

た
い
出
来
事
を
表
現
す
る
た
め
の
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
『
平
家
物
語
』
で
の
「
不
思
議
」
は
、
平
家
の
運
命
を

描
く
と
い
う
作
品
の
構
想
に
関
わ
る
場
面
で
使
わ
れ
、
諸
本
間
で
の

異
同
や
意
味
の
変
化
が
生
じ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
作
品
の
構
想
に
せ
ま
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
語

り
本
系
諸
本
の
う
ち
屋
代
本
・
百
二
十
句
本
・
覚
一
本
を
比
較
、
検

討
し
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
不
思
議
」
に
つ
い
て
、
平
家
と
の

関
わ
り
と
諸
本
で
の
変
化
の
二
点
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る（

５
）。

　
　
　

一
、『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
の
意
味
分
類

　

『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
に
関
わ
る
先
行
研
究
で
は
、
他
作

品
と
の
比
較
か
ら
、
中
世
に
お
け
る
「
不
思
議
」
の
変
化
を
中
心
に

考
察
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
大
野
順
一
氏

は
、「
不
思
議
」
は
『
保
元
物
語
』
以
降
に
頻
出
す
る
「
中
世
的
な
言

葉
の
一
つ（

６
）」
で
あ
り
、
武
士
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
理
や
法
が
崩
壊
さ

れ
た
た
め
、『
保
元
物
語
』
以
前
と
以
後
で
は
内
容
が
異
な
っ
て
い
る

と
い
う（

７
）。
ま
た
、
小
林
智
昭
氏
は
、『
方
丈
記
』
で
鴨
長
明
が
自
ら
の

経
験
に
つ
い
て
「
世
の
不
思
議
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
考
察
す
る

手
段
と
し
て
『
平
家
物
語
』
を
取
り
挙
げ
、『
平
家
物
語
』
に
は
、
意
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外
性
を
本
質
と
し
て
、
完
全
に
俗
語
化
さ
れ
た
「
不
思
議
」
の
用
法

が
あ
る
が
、
諸
本
の
例
に
つ
い
て
み
る
限
り
、『
方
丈
記
』
に
近
接
す

る
時
点
に
お
い
て
、
天
変
の
意
の
「
不
思
議
」
が
普
遍
化
さ
れ
て
広

く
社
会
性
を
得
て
い
た
と
は
認
め
に
く
い
と
指
摘
す
る（

８
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
氏
と
も
「
不
思
議
」
を
中
世
的
な
言
葉
だ
と

捉
え
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
先
に
述
べ
た
辞
書
の
認
識
と
も
共
通

す
る
。
管
見
の
限
り
、
そ
の
後
の
研
究
で
も
未
だ
こ
れ
ら
の
論
へ
の

異
論
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」

を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
同
時
期
の
他
作
品
と
の
比
較
だ
け
で
は
な

く
、
諸
本
間
で
の
異
同
に
も
、
よ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。『
平
家

物
語
』
の
「
不
思
議
」
は
、
社
会
の
変
化
の
み
に
影
響
を
受
け
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、次
に
『
平

家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
の
用
例
を
細
か
く
見
て
い
く
。

　

覚
一
本
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
下
、岩
波
書
店
）・

百
二
十
句
本
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』
上
中
下
、
新
潮

社
）・
屋
代
本
（『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
』
一
〜
三
、
新
典

社
）
で
の
『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
の
使
用
数
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
巻
毎
の
数
の
み
を
示
し
、
各
用
例
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
末
尾
に
別
途
表
を
付
す
。

〈
表
Ⅰ
〉�（
覚
…
覚
一
本
、
百
…
百
二
十
句
本
、
屋
…
屋
代
本
、
以
下

の
表
で
も
同
様
。
斜
線
部
は
欠
巻
も
し
く
は
該
当
巻
な
し
）

屋 百 覚 巻
5 9 9 一
3 4 5 二
7 8 8 三

1 0 四
2 1 0 五
2 3 2 六
0 1 2 七
0 1 1 八

1 2 九
0 1 2 十
1 3 4 十一
1 1 1 十二

3 潅頂
8 剣
29 34 39 計

　

表
を
見
る
と
、
屋
代
本
・
百
二
十
句
本
・
覚
一
本
の
順
に
用
例
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
、
巻
一
〜
三
に
用
例
が
多
い
の
は
諸
本
共
通
の

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
三
本
と
も
内
容
が
共
通

す
る
例
は
、
巻
一
・
五
例
、
巻
二
・
三
例
、
巻
三
・
二
例
、
巻
六
・
一
例
、

巻
十
二
（
覚
一
本
で
は
潅
頂
巻
）・
一
例
の
、
十
二
例
で
あ
り
、
前
半

に
は
共
通
す
る
例
が
多
い
が
、
後
半
で
は
異
同
が
激
し
く
、
そ
こ
に

諸
本
の
特
色
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
不
思
議
」
の
語
の
分
類
に

つ
い
て
、
先
行
研
究
を
見
て
み
た
い
。
冨
倉
徳
次
郎
氏
は
「
批
難
の

意
を
持
つ
場
合（

９
）」
と
「
単
に
意
外
な
事
、
普
通
で
な
い
事（

（（
（

」
の
二
つ

に
分
け
て
い
る
が
、
小
林
氏
は
そ
れ
を
不
十
分
と
し
て
、
非
難
の
意

を
含
ま
な
い
場
合
を
「
霊
妙
、
神
異（

（（
（

」「
意
外
・
奇
妙
、
思
い
も
よ
ら

ぬ（
（（
（

」「
天
変
地
異（

（（
（

」
に
細
分
化
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
十
の
意
味
に
分

け
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、『
平
家
物
語
辞
典
』
で
は
、
名
詞
・
形
容
動
詞
と
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し
て
の
「
不
思
議
」
と
、
副
詞
と
し
て
の
「
不
思
議
に
」「
不
思
議
に

て
」に
分
け
、前
者
を
更
に
四
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
分
類
は
い
ず
れ
も
問
題
が
残
る
も
の
で
あ
る
。
冨
倉
氏
の

二
義
で
は
少
な
く
十
分
に
説
明
し
き
れ
な
い
が
、『
平
家
物
語
』
に
お

い
て
は
、
小
林
氏
の
よ
う
に
天
変
地
異
を
特
に
分
け
る
必
要
性
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
鈴
木
氏
の
よ
う
に
細
か
く
分
け
て
し
ま
う

と
諸
本
を
比
較
す
る
際
、傾
向
が
掴
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、

『
平
家
物
語
辞
典
』
は
、
基
準
が
曖
昧
で
分
類
し
に
く
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、『
平
家
物
語
辞
典
』
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
（
底
本
は
覚
一

本
）
を
挙
げ
、
そ
の
問
題
点
を
示
し
、
新
た
に
分
類
す
る
。

　

Ａ�

殿
上
の
交
を
だ
に
き
ら
は
れ
し
人
の
子
孫
に
て
、
禁
色
雑
袍
を

ゆ
り
、
綾
羅
錦
繡
を
身
に
ま
と
ひ
、
大
臣
の
大
将
に
な
ッ
て
、

兄
弟
左
右
に
相
並
事
、
末
代
と
は
い
ひ
な
が
ら
不
思
議
な
り
し

事
ど
も
な
り
。（
巻
一
「
吾
身
栄
花
」
上
・
九
二
頁
・
１
）

　

Ｂ�

卒
塔
婆
の
か
た
の
み
え
け
る
を
、
何
と
な
う
と
ッ
て
見
け
れ
ば
、

奥
の
こ
じ
ま
に
我
あ
り
と
、
か
き
な
が
せ
る
こ
と
の
は
也
。
文

字
を
ば
ゑ
り
入
き
ざ
み
付
た
り
け
れ
ば
、
浪
に
も
あ
ら
は
れ
ず
、

あ
ざ
〳
〵
と
し
て
ぞ
み
え
た
り
け
る
。「
あ
な
ふ
し
ぎ
」
と
て
、

こ
れ
を
取
て
、（
巻
二
「
卒
塔
婆
流
」
上
・
二
〇
四
頁
・
13
）

　

Ｃ�

天
性
こ
の
お
と
ゞ
は
不
思
議
の
人
に
て
、
未
来
の
事
を
も
か
ね

て
さ
と
り
給
け
る
に
や
。
去
四
月
七
日
の
夢
に
、
み
給
け
る
こ

そ
ふ
し
ぎ
な
れ
。（
巻
三
「
無
文
」
上
・
二
四
五
頁
・
20
・
21
）

　

Ｄ�

八
幡
に
百
人
の
僧
を
こ
め
て
、
信
読
の
大
般
若
を
七
日
よ
ま
せ

ら
れ
け
る
最
中
に
、
甲
良
の
大
明
神
の
御
ま
へ
な
る
橘
の
木
に
、

男
山
の
方
よ
り
山
鳩
三
飛
来
て
、
く
い
あ
ひ
て
ぞ
死
に
け
る
。

鳩
は
八
幡
大
菩
薩
の
第
一
の
仕
者
な
り
。
宮
寺
に
か
ゝ
る
ふ
し

ぎ
な
し
と
て
、
時
の
検
校
、
匡
清
法
印
奏
聞
す
。（
巻
一
「
鹿
谷
」

上
・
一
二
一
頁
・
６
）

　

Ｅ�

そ
れ
に
か
ゝ
る
不
思
議
の
有
け
る
、
其
時
は
な
に
と
も
覚
え
ざ

り
し
か
共
、後
に
こ
そ
思
ひ
あ
は
す
る
事
共
も
多
か
り
け
れ
。（
巻

三
「
公
卿
揃
」
上
・
二
二
一
頁
・
15
）

そ
れ
ぞ
れ
の
「
不
思
議
」
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ａ
平
家
一
門
が
権
勢
を
誇
っ
て
い
る
事

　

Ｂ
遠
く
の
島
か
ら
流
れ
着
い
た
卒
塔
婆
を
発
見
し
た
事

　

Ｃ�

重
盛
の
予
知
能
力
と
、
重
盛
が
見
た
夢
（『
平
家
物
語
辞
典
』
が

挙
げ
る
の
は
前
半
の
み
）

　

Ｄ
八
幡
宮
で
三
匹
の
山
鳩
が
争
っ
て
死
ん
だ
事

　

Ｅ�

中
宮
徳
子
の
御
産
で
の
数
々
の
異
例
な
出
来
事
（
後
白
河
法
皇

自
ら
の
祈
祷
、
甑
を
逆
に
落
と
し
た
事
、
妻
の
病
気
に
よ
る
宗

盛
の
不
参
加
、
陰
陽
師
の
安
部
時
晴
の
冠
が
脱
げ
た
事
）

　

『
平
家
物
語
辞
典
』
で
は
、
ま
ず
「
不
思
議
」
を
「
常
識
で
は
理

解
で
き
な
い
こ
と
。
普
通
の
判
断
力
・
想
像
力
を
超
え
た
、
異
常
な

さ
ま
。
不
可
思
議
」
と
説
明
し
、Ａ
Ｂ
Ｃ
を
挙
げ
た
あ
と
、「
①
異
変
・

奇
蹟
な
ど
、
信
じ
が
た
い
出
来
事
」
と
更
に
意
味
を
分
け
、
Ｄ
Ｅ
を
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挙
げ
る
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｅ
も
「
常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
。
普

通
の
判
断
力
・
想
像
力
を
超
え
た
、
異
常
な
さ
ま
」
に
は
違
い
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
用
例
の
示
し
方
で
は
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
と
Ｄ
Ｅ
と
を
分
け
る
基
準
も
、
①
を
分
け
る
必
要
性
も
理
解
で
き

な
い
。

　

そ
こ
で
、
Ａ
〜
Ｅ
の
例
を
分
類
す
る
明
確
な
基
準
と
し
て
、
人
間

の
領
域
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
す
る
。
霊
験
や
怪
異
な
ど
人
間
以
外

の
力
が
及
ん
で
起
こ
っ
た
事
と
、
人
間
が
起
こ
し
た
事
に
分
け
る
の

で
あ
る
。
Ｃ
の
「
不
思
議
の
人
」
と
い
う
の
は
、「
人
」
と
あ
る
の
だ

か
ら
人
間
の
領
域
の
事
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

普
通
の
人
間
の
領
域
に
は
な
い
事
と
し
て
、
前
者
に
分
類
す
る
。
前

者
は
本
来
の
仏
語
と
し
て
の
「
不
思
議
」
に
近
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
が
前
者
、

Ａ
Ｅ
が
後
者
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
対
し
て
は
、
人
間
の
領
域
内

で
の
評
価
が
な
さ
れ
、
批
難
の
意
を
含
む
か
含
ま
な
い
か
で
、
更
に

細
分
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
区

別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、本
稿
で
は
『
平

家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
を
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
。

　
　

�

⑴�

神
仏
に
関
わ
る
事
。
霊
験
。（
未
来
予
知
を
含
む
。
人
間
の
領

域
に
な
い
も
の
）

　
　

⑵
意
外
な
事
（
批
難
の
意
を
含
ま
な
い
）

　
　

⑶
非
常
識
な
事
（
批
難
の
意
を
含
む
）

　
　

�

⑷
奇
妙
な
事
（
批
難
の
意
は
含
ま
な
い
が
、
疑
惑
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
）

　
　

⑸
思
い
が
け
ず
（
副
詞
的
用
法
）

　

先
の
Ｂ
Ｃ
Ｄ
は
⑴
に
分
類
し
、
Ａ
Ｅ
は
⑷
に
分
類
す
る
。
⑵
と
⑶

の
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　

Ｆ�

或
時
天
下
に
兵
乱
お
こ
ッ
て
、
烽
火
を
あ
げ
た
り
け
れ
ば
、
后

こ
れ
を
見
給
ひ
て
、「
あ
な
ふ
し
ぎ
、
火
も
あ
れ
程
お
ほ
か
り
け

る
な
」
と
て
、
其
時
初
て
わ
ら
ひ
給
へ
り
。（
巻
二
「
烽
火
之
沙

汰
」
上
・
一
七
七
頁
・
11
）

　

こ
の
例
は
、
火
の
上
が
る
様
子
が
、
単
に
予
想
外
だ
と
か
意
外
だ

と
か
い
う
、
自
分
の
意
識
の
外
に
あ
る
主
観
的
判
断
の
「
不
思
議
」

で
あ
り
、
批
難
の
意
は
含
ま
な
い
の
で
、
⑵
に
分
類
す
る
。

　

�

Ｇ�

入
道
相
国
、
一
天
四
海
を
た
な
ご
ゝ
ろ
の
う
ち
に
に
ぎ
り
給
ひ

し
あ
ひ
だ
、
世
の
そ
し
り
を
も
は
ば
か
ら
ず
、
人
の
嘲
を
も
か

へ
り
見
ず
、不
思
議
の
事
を
の
み
し
給
へ
り
。（
巻
一「
祇
王
」上
・

九
四
頁
・
２
）

　

こ
の
例
は
、
清
盛
の
行
動
が
非
常
識
で
良
く
な
い
事
だ
と
い
う
、

一
般
常
識
の
外
に
あ
る
客
観
的
判
断
の
「
不
思
議
」
で
あ
り
、
批
難

の
意
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
⑶
に
分
類
す
る
。

　

⑶
の
よ
う
に
、
客
観
的
に
批
難
の
意
は
含
ま
な
い
も
の
の
、
主
観

的
に
意
外
と
い
う
だ
け
で
も
な
く
、
異
常
を
感
じ
さ
せ
る
「
不
思
議
」

で
あ
る
場
合
を
⑷
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、「
不
思
議
に
」「
不
思
議

に
て
」
と
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
を
⑸
に
分
類
す
る
。
こ
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の
五
つ
に
従
っ
て
、
各
本
の
「
不
思
議
」
を
分
類
し
、
そ
の
数
を
表

Ⅱ
に
ま
と
め
た
。
末
尾
の
表
で
も
同
様
の
分
類
を
示
す
。

〈
表
Ⅱ
〉

屋 百 覚
16 18 15 ⑴
7 8 10 ⑵
1 2 5 ⑶
5 4 4 ⑷
0 2 5 ⑸

　

い
ず
れ
も
⑴
の
例
が
最
も
多
い
の
は
同
じ
だ
が
、
⑵
〜
⑸
の
例
は

諸
本
で
差
が
見
ら
れ
る
。
中
で
も
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
屋
代
本

を
見
る
と
、
⑵
⑷
に
比
べ
て
、
⑶
⑸
の
例
が
極
端
に
少
な
い
点
に
注

目
し
た
い
。
こ
の
⑶
の
一
例
と
い
う
の
は
先
に
挙
げ
た
Ｇ
の
清
盛
の

振
る
舞
い
を
批
難
す
る
「
不
思
議
」
で
あ
り
、
屋
代
本
で
は
抜
書
に

位
置
す
る
。
抜
書
を
抜
粋
し
た
も
の
と
取
る
か
増
補
し
た
も
の
と
取

る
か
が
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
は
屋
代
本
で
の
⑶
は
清
盛
の

振
る
舞
い
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
け
を
押
さ
え
て
お

く
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
⑸
の
例
が
全
く
な
い
と
い
う
点
も

問
題
に
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、こ
の
⑶
⑸
の「
不
思
議
」

の
変
化
が
、平
家
と
ど
う
関
わ
る
の
か
を
見
て
い
く
と
い
う
形
で
、『
平

家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
。

　
　
　

二
、
清
盛
と
「
不
思
議
」

　

屋
代
本
で
の
、
⑶
の
批
難
の
意
を
含
む
「
不
思
議
」
の
用
例
は
、

先
に
挙
げ
た
Ｇ
の
清
盛
の
振
る
舞
い
に
対
す
る
例
で
あ
り
、
同
箇
所

は
百
二
十
句
本
で
も
見
ら
れ
、
三
本
で
共
通
す
る
⑶
の
唯
一
の
例
と

い
う
こ
と
に
な
る
。『
平
家
物
語
』
で
の
⑶
の
用
例
は
、
こ
の
他
に
、

覚
一
本
で
四
例
、
百
二
十
句
本
で
一
例
あ
り
、
ど
れ
も
人
の
振
る
舞

い
に
対
し
て
、
批
難
の
意
を
も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
覚

一
本
で
は
「
不
思
議
」
の
対
象
は
、
清
盛
・
後
白
河
法
皇
・
鼓
判
官

平
知
康
・
頼
朝
で
、
百
二
十
句
本
で
は
宗
盛
で
あ
り
、
共
通
す
る
箇

所
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
批
難
の
意
を
含
む
「
不
思
議
」
の
最

初
の
例
が
清
盛
だ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。「
世
の
そ
し
り
」「
人
の
嘲

り
」
と
い
っ
た
人
々
の
批
難
を
憚
ら
な
い
清
盛
の
振
る
舞
い
に
対
し

「
不
思
議
の
事
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
で
、
作
者
は
「
不
思
議
」

に
批
難
の
意
を
含
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
清
盛
と
「
不
思

議
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。
清
盛
が
従
来
の
在
り
方
に
捉
わ
れ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
た
め
に
、

そ
の
行
動
が
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
「
不
思
議
」
だ
っ
た
と
い
う
も

の
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
う
い
っ
た
人
物
造
型
に
関
わ
っ
て
、
冒
頭
で
清
盛
に
つ
い
て

　
　

�
六
波
羅
の
入
道
前
太
政
大
臣
平
朝
臣
清
盛
公
と
申
し
人
の
あ
り

さ
ま
、
伝
承
る
こ
そ
心
も
詞
も
及
ば
れ
ね
（
巻
一
「
祇
園
精
舎
」

上
・
八
三
頁
）
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と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
だ
と
思
わ
れ

る
。
こ
の「
心
も
詞
も
及
ば
れ
ね
」と
い
う
の
は「
思
議
す
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
「
不
思
議
」
の
意
味
と
重
な
る
表
現
で
あ
る
。『
神
道
集
』
な

ど
他
作
品
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、
覚
一
本
で
の
使
用

は
他
に
二
例
あ
る
。

　
　

�

ま
こ
と
に
お
も
し
ろ
か
り
け
れ
ば
、
い
そ
ぎ
船
よ
り
お
り
、
岸

に
あ
が
ッ
て
、
此
島
の
景
気
を
見
給
ふ
に
、
心
も
詞
も
を
よ
ば

れ
ず
。（
巻
七
「
竹
生
島
詣
」
下
・
六
四
頁
）

　
　

�

本
宮
に
ま
い
り
つ
き
、
証
誠
殿
の
御
ま
へ
に
つ
ゐ
ゐ
給
ひ
つ
ゝ
、

し
ば
ら
く
法
施
ま
い
ら
せ
て
、
御
山
の
や
う
を
を
が
み
給
ふ
に
、

心
も
詞
も
お
よ
ば
れ
ず
。（
巻
十
「
熊
野
参
詣
」
下
・
二
七
八
頁
）

　

こ
れ
ら
の
二
例
は
、
ど
ち
ら
も
霊
験
あ
ら
た
か
な
様
子
の
描
写
と

し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
冒
頭
の
清
盛
の
例
と
は
明
ら
か
に
用
法
が
異

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
先
の
「
不
思
議
」
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、

清
盛
へ
の
評
価
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
批
難
と
ま
で
は
言
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、他
と
は
違
っ
た
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
。ま
た
、

こ
の
冒
頭
の
表
現
は
、
清
盛
の
「
心
も
詞
も
及
ば
な
い
」、「
不
思
議
」

な
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
語
る
と
い
う
予
告
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
の
「
不
思
議
」
が
前
半
部
に
集
中
し
て

い
る
の
は
、
清
盛
の
周
辺
に
「
不
思
議
」
が
多
く
存
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。

　

と
は
い
え
、
前
半
部
の
「
不
思
議
」
全
て
が
清
盛
に
関
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。
先
の
Ｃ
の
「
天
性
こ
の
お
と
ゞ
は
不
思
議
の
人
に
て
、

未
来
の
事
を
も
か
ね
て
さ
と
り
給
け
る
に
や
」
と
あ
る
例
な
ど
が
そ

う
で
あ
る
。
二
章
で
こ
の
「
不
思
議
の
人
」
に
つ
い
て
、
普
通
の
人

間
の
領
域
に
は
な
い
こ
と
と
し
て
⑴
の
仏
語
本
来
の
意
味
に
近
い
も

の
と
し
て
分
類
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
清
盛
の
「
不
思
議
」
は
、

中
世
で
の
意
味
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』

の
重
盛
と
清
盛
が
対
立
関
係
で
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
今
更

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
「
不
思
議
」
と
い
う

言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
重
盛
に
対
し
て
の
「
不
思
議
」
は
、百
二
十
句
本
に
は
あ
る
が
、

屋
代
本
に
は
見
え
ず
、
続
く
重
盛
の
平
家
滅
亡
を
予
感
さ
せ
る
予
知

夢
に
対
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
屋
代
本
に
は
な
く
、
後
の
増
補
と
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
屋
代
本
に
も
「
天
性
此
大
臣
ハ
未
来

ノ
事
ヲ
モ
兼
テ
知
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
」（
巻
三
「
同
内
府
病
悩
事
同
死

去
事
」一
・
二
九
二
頁
）と
い
う
一
文
は
存
在
し
て
い
る
。覚
一
本
で
は
、

「
不
思
議
」
と
い
う
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、こ
の
「
不
思
議
」

は
元
来
の
意
味
に
近
い
、
普
通
の
人
間
の
領
域
に
は
な
い
事
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
元
来
の
意
味
に
近
い
「
不
思
議
」
が
増
や
さ
れ
て
い

る
例
は
他
に
も
あ
る
。
⑴
の
例
は
、
覚
一
本
十
五
例
、
百
二
十
句
本

十
八
例
、
屋
代
本
十
六
例
で
あ
り
、
数
だ
け
で
見
る
な
ら
大
し
た
差

は
な
い
が
、
そ
の
う
ち
三
本
に
共
通
し
て
い
る
例
は
三
例
の
み
で
あ

る
。
⑴
の
「
不
思
議
」
も
多
く
増
や
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
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の
社
会
の
変
化
の
影
響
を
受
け
、
時
代
が
経
つ
に
従
っ
て
「
不
思
議
」

の
意
味
が
多
様
化
し
て
い
っ
た
の
な
ら
、
元
来
の
意
味
に
近
い
⑴
の

「
不
思
議
」
よ
り
も
、
⑵
〜
⑸
の
「
不
思
議
」
の
方
が
増
え
そ
う
な
も

の
だ
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
重
盛
の
例
は
、「
不
思
議
」
の
使

用
に
よ
り
、
重
盛
が
普
通
の
人
間
の
領
域
を
超
え
た
存
在
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
、
平
家
の
先
行
き
の
暗
さ
が
一
層
効
果
的
に
描
か
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、Ｃ
と
Ｇ
の
例
を
、平
家
と
ど
う
関
わ
る「
不
思
議
」な
の
か
、

と
い
う
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
Ｇ
は
平
家
一
門
の
長
で
あ
る
清
盛
の

振
る
舞
い
を
非
道
な
も
の
と
批
難
し
て
お
り
、
Ｃ
は
平
家
一
門
の
未

来
が
不
吉
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
盛
の
夢
を
通
し
て
語
っ
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
平
家
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
「
不
思
議
」

な
の
で
あ
る
。
批
難
の
意
を
持
つ
「
不
思
議
」
は
、
元
来
の
仏
語
と

し
て
の
意
味
か
ら
は
か
な
り
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ

が
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
「
不
思
議
」
も
ま
た
、
仏
力
な

ど
を
称
え
る
と
い
う
元
来
の
仏
語（

（（
（

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
ば

か
り
違
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
の
中
で
、

平
家
一
門
に
直
接
関
わ
る
「
不
思
議
」
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
も
の
が
極
め
て
多
い
。

三
、
平
家
に
関
わ
る
「
不
思
議
」

　

平
家
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
「
不
思
議
」
と
い

う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
Ｃ
と
Ｇ
の
他
の
例
を
挙
げ
る
。

　

�

Ｈ�

若
不
思
議
に
運
命
ひ
ら
け
て
、
又
都
へ
た
ち
か
へ
ら
せ
給
は
ん

時
は
、
あ
り
が
た
き
御
情
で
こ
そ
候
は
ん
ず
れ
。（
巻
七
「
聖
主

臨
幸
」
下
・
一
〇
二
頁
・
25
）

　

こ
れ
は
、
都
落
ち
の
際
の
知
盛
の
台
詞
で
、
平
家
の
未
来
が
開
け

る
こ
と
が
、
思
い
が
け
な
い
「
不
思
議
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

平
家
が
都
へ
戻
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
の
だ
と
い
う
、
未
来
へ
の
悲
観

を
前
提
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、Ｃ
Ｇ
Ｈ
の
い
ず
れ
の
例
も
、

平
家
の
繁
栄
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ス
と
も
プ
ラ
ス
と
も
言
い
難
い
例
や
プ
ラ
ス
の

例
も
存
在
す
る
。
先
に
挙
げ
た
Ａ
、
Ｅ
の
例
が
前
者
で
あ
る
。
Ａ
の

例
は
平
家
一
門
が
権
勢
を
誇
っ
て
い
る
の
は
、
平
家
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
の
出
来
事
だ
が
、
そ
れ
が
「
不
思
議
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

完
璧
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、Ｅ
の
例
は
、御
産
の
際
に
起
き
た
奇
妙
な
出
来
事
を
「
不
思
議
」

と
言
っ
て
お
り
、
中
宮
の
御
産
と
い
う
平
家
に
関
わ
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
プ
ラ
ス
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
。
ま
た
、
プ

ラ
ス
の
例
も
、
わ
ず
か
に
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
平
家
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
「
不
思
議
」
を
○
、

マ
イ
ナ
ス
の
「
不
思
議
」
を
×
、
ど
ち
ら
と
も
言
い
き
れ
な
い
も
の

を
△
、
そ
れ
以
外
の
平
家
と
直
接
関
わ
り
の
な
い
も
の
を
他
と
し
て

数
え
、
表
Ⅲ
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
末
尾
の
表
に
も
、
同
様
に
○
×

24

△
の
分
類
を
示
し
た
が
、
平
家
と
直
接
関
わ
り
の
な
い
例
は
空
欄
と

し
た
。

〈
表
Ⅲ
〉（
空
欄
は
用
例
な
し
）

他 △ × ○
屋 百 覚 屋 百 覚 屋 百 覚 屋 百 覚
10 11 10 4 5 5 2 2 ⑴
5 6 7 2 2 3 ⑵

2 1 2 3 ⑶
4 3 3 1 1 1 ⑷

2 5 ⑸
15 17 19 4 3 3 8 12 17 2 2 0 計

　

ど
の
本
で
も
、
平
家
に
関
わ
る
「
不
思
議
」
は
全
体
の
半
数
程
度

を
占
め
て
お
り
、
中
で
も
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
も
の
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑷
⑸
の
「
不
思
議
」
は
平
家
に
関
わ
る

も
の
し
か
な
く
、
平
家
に
関
わ
る
「
不
思
議
」
は
意
味
が
多
様
化
し

て
い
る
。
覚
一
本
が
最
も
そ
の
傾
向
が
強
く
、
プ
ラ
ス
の
「
不
思
議
」

の
例
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
「
不
思
議
」
の
例
が
他
本
に
比
べ
多
い
。

　

更
に
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
ま
ず
平
家
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
「
不

思
議
」
は
、
百
二
十
句
本
と
屋
代
本
に
二
例
ず
つ
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
異
な
っ
て
い
る
。
屋
代
本
の
二
例
は
、
ど
ち
ら
も
清
盛
に
厳
島

修
理
の
託
宣
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
例

は
他
の
二
本
で
は
「
め
で
た
か
り
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
百
二
十
句

本
の
二
例
は
、
清
盛
が
高
野
の
大
塔
を
修
理
し
た
こ
と
に
対
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
と
、
一
の
谷
で
知
盛
と
馬
が
共
に
助
か
っ
た
こ
と

に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
他
の
本
に
は
見
え

ず
、
後
者
は
屋
代
本
で
は
欠
巻
の
た
め
確
認
で
き
な
い
が
、
覚
一
本

で
は
「
め
で
た
け
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
プ
ラ
ス
と
も
マ
イ
ナ
ス
と
も
言
い
難
い
例
は
、
屋
代
本
で

四
例
、
他
本
で
三
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を

指
し
て
い
る
。
屋
代
本
で
一
例
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
に
述
べ

た
Ｅ
の
例
の
と
き
、「
今
度
ノ
御
産
ニ
不
思
議
ア
マ
タ
有
ケ
リ
」（
巻

一
「
中
宮
御
産
事
」
一
・
二
四
四
頁
・Ⅶ
９
）
と
段
落
の
最
初
に
も
「
不

思
議
」を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
他
本
で
は「
勝
事
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
指
し
て
い
る
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
Ａ
の
平
家

一
門
の
権
勢
、
Ｅ
の
中
宮
御
産
の
際
の
出
来
事
、
そ
し
て
残
り
の
一

例
は
次
で
あ
る
。

　

�

Ｉ�

一
院
還
御
の
後
、
御
前
に
う
と
か
ら
ぬ
近
習
者
達
あ
ま
た
候
は

れ
け
る
に
、「
さ
て
も
ふ
し
議
の
事
を
申
出
し
た
る
も
の
か
な
。

露
も
思
食
よ
ら
ぬ
も
の
を
」
と
仰
け
れ
ば
、
院
中
の
き
り
も
の

に
西
光
法
師
と
い
ふ
者
あ
り
。境
節
御
前
ち
か
う
候
け
る
が
、「
天

に
口
な
し
、
に
ん
を
も
ッ
て
い
は
せ
よ
と
申
。
平
家
以
外
に
過
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分
に
候
あ
ひ
だ
、
天
の
御
ぱ
か
ら
ひ
に
や
」
と
ぞ
申
け
る
。（
巻

一
「
清
水
寺
炎
上
」
上
・
一
一
四
頁
・
４
）

　

こ
の
例
は
、
山
門
の
大
衆
が
清
水
寺
に
攻
め
入
る
と
き
、
後
白
河

法
皇
が
山
門
に
命
じ
て
平
家
を
追
討
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

噂
が
流
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
後
白
河
法
皇
自
身
が
「
不
思
議
」
な

こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
。
一
見
、
後
白
河
法
皇
が
平
家
を
追
討
さ
せ

る
な
ど
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
平
家
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の

「
不
思
議
」
だ
が
、
そ
れ
は
天
が
言
わ
せ
た
の
だ
と
い
う
西
光
の
言
葉

に
よ
っ
て
、
実
は
マ
イ
ナ
ス
の
「
不
思
議
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

最
後
に
マ
イ
ナ
ス
の
「
不
思
議
」
は
、
三
本
共
通
の
も
の
が
二
例
、

覚
一
・
百
二
十
句
本
に
共
通
の
も
の
が
七
例
、
百
二
十
句
・
屋
代
本

に
共
通
の
も
の
が
二
例
、
覚
一
本
の
み
の
も
の
が
八
例
、
百
二
十
句

本
の
み
の
も
の
が
一
例
、
屋
代
本
の
み
の
も
の
が
四
例
と
、
三
本
に

共
通
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
平
家
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
も
の

が
多
い
と
い
う
傾
向
は
一
致
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
本
に
よ
っ
て
異

な
り
、
特
に
例
が
多
い
の
は
覚
一
・
百
二
十
句
本
に
共
通
の
七
例
と
、

覚
一
本
の
み
の
八
例
で
あ
る
。
こ
の
例
を
意
味
で
分
類
す
る
と
、
前

者
は
⑴
四
例
、
⑷
一
例
、
⑸
二
例
で
あ
り
、
後
者
は
⑴
一
例
、
⑵
二

例
⑶
二
例
⑸
三
例
と
な
る
。諸
本
の
成
立
順
を
屋
代
本
、百
二
十
句
本
、

覚
一
本
の
順
と
仮
定
す
る
と
、
徐
々
に
平
家
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の

「
不
思
議
」
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
不
思
議
」
の
意
味
も
多
様
化

し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
で
も
、
⑸
の
思
い
が
け
ず
と
い
う
意
味
の
副
詞
的
用
法
と
し
て

の
「
不
思
議
」
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
屋
代
本
に
は
見
え
な
い

も
の
で
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
百
二
十
句

本
の
二
例
は
覚
一
本
の
五
例
と
同
じ
内
容
な
の
で
、
先
に
述
べ
た
Ｈ

と
、
残
り
四
例
を
挙
げ
る
。

　

�

Ｈ�

若
不
思
議
に
運
命
ひ
ら
け
て
、
又
都
へ
た
ち
か
へ
ら
せ
給
は
ん

時
は
、
あ
り
が
た
き
御
情
で
こ
そ
候
は
ん
ず
れ
。（
巻
七
「
聖
主

臨
幸
」
下
・
一
〇
二
頁
・
25
）

　

�

Ｊ�

若
不
思
儀
に
運
命
ひ
ら
け
て
、
又
都
へ
立
帰
る
事
候
は
ば
、
其

時
こ
そ
猶
下
し
あ
づ
か
り
候
は
め
（
巻
七
「
経
正
都
落
」、
下
・

一
〇
六
頁
・
26
）

　

�

Ｋ�

も
し
ふ
し
ぎ
に
こ
の
よ
を
し
の
び
す
ぐ
す
と
も
、
心
に
ま
か
せ

ぬ
世
の
な
ら
ひ
は
、
お
も
は
ぬ
ほ
か
の
ふ
し
ぎ
も
あ
る
ぞ
と
よ
。

（
巻
九
「
小
宰
相
身
投
」
下
・
二
二
九
頁
・
28
、
29
）

　

�

Ｌ�

も
し
不
思
議
に
て
世
も
た
ち
な
を
ら
ば
、六
代
に
た
ぶ
べ
し
（
巻

十
「
維
盛
出
家
」
下
・
二
七
六
頁
・
31
）

　

�

Ｍ�

ま
さ
し
う
こ
の
世
に
お
は
せ
ぬ
人
と
も
き
か
ざ
り
し
か
ば
、
も

し
不
思
議
に
て
今
一
度
、
か
は
ら
ぬ
す
が
た
を
み
も
し
見
え
も

や
す
る
と
お
も
ひ
て
こ
そ
（
巻
十
一
「
重
衡
被
斬
」
下
・
三
七

四
頁
・
35
）

　

該
当
箇
所
を
屋
代
本
と
比
較
す
る
と
、
Ｈ
は
こ
の
一
文
を
欠
き
、

Ｊ
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
が
な
く
、
Ｋ
は
欠
巻
で
あ
る
た
め
不
明
だ
が
、
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Ｌ
は
「
若
代
立
チ
直
テ
、
平
家
ノ
代
ニ
成
事
ア
ラ
ハ
、
終
ニ
ハ
六
代

ニ
タ
ベ
」（
巻
十
「
惟
盛
高
野
登
山
并
熊
野
参
詣
同
入
水
事
」
三
・
一

二
八
頁
）、
Ｍ
は
、「
正
シ
ク
此
世
ニ
御
坐
セ
ヌ
共
不
聞
シ
カ
ハ
、
今

一
度
見
奉
ル
事
モ
ヤ
ト
」（
巻
十
二
「
重
衡
被
渡
南
都
被
誅
事
」
三
・

三
三
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
覚
一
本
で
は
「
不
思
議
」
と
い
う
言

葉
が
意
図
的
に
増
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
は
全
て
巻
七
以
降
の
後
半
部
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

平
家
が
再
び
都
に
戻
っ
て
天
下
を
取
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
状
況
で
、
も
し
そ
れ
ら
が
起
こ
る
と
し
た
ら
「
不
思
議
」
で
あ

る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
⑴
〜
⑷
の
「
不
思
議
」
と
は
明

ら
か
に
異
な
る
。
⑴
〜
⑷
は
実
際
に
起
っ
た
出
来
事
に
対
し
て
「
不

思
議
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
⑸
は
、
平
家
が
都
に
戻
る
と
い
う
今
後

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
に
対
し
て
「
不
思
議
」
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
前
者
が
過
去
・
現
在
の
「
不
思
議
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

後
者
は
未
来
の
「
不
思
議
」
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
Ｋ
の
例
に
出

て
く
る
「
思
は
ぬ
ほ
か
の
ふ
し
ぎ
」
は
例
外
で
、
副
詞
的
用
法
で
は

な
い
の
で
⑵
の
批
難
の
意
味
を
持
た
な
い
主
観
的
な
「
不
思
議
」
に

分
類
し
た
が
、
こ
れ
も
今
後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
に
対
し

て
の
「
不
思
議
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
都
を
落
ち
、
源
氏
と
の
戦
い
で
も
敗
北
を
重
ね
る
平
家

の
人
々
が
、自
ら
の
未
来
に
対
し
、「
不
思
議
」
が
起
こ
れ
ば
、と
願
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
不
思
議
」
は
神
頼
み
に
近
く
、
自
分
た

ち
で
運
命
を
開
く
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
悲
観
し
な
が
ら
も
、

思
い
が
け
な
い
「
不
思
議
」
が
起
こ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
「
不
思
議
」
は
起

こ
ら
な
い
し
、
作
者
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ

で
「
不
思
議
」
と
使
う
こ
と
に
よ
り
、
平
家
一
門
の
悲
哀
が
際
立
つ
。

こ
の
⑸
の
「
不
思
議
」
は
そ
う
い
っ
た
効
果
を
狙
っ
て
、
付
け
加
え

ら
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
他
の
、
覚
一
・
百
二
十
句
本
に
共
通
す
る
が
、
屋
代
本
に

は
な
く
、
後
か
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
「
不
思
議
」
の
例
に

つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
⑴
の
人
間
の
領
域
に
な
い
「
不
思
議
」

の
例
は
全
て
、
重
盛
の
予
知
能
力
、
予
知
夢
の
周
辺
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
り
、⑷
の
批
難
の
意
は
含
ま
な
い
が
疑
惑
を
感
じ
さ
せ
る
「
不

思
議
」
の
例
は
、
清
盛
の
葬
儀
の
晩
に
起
っ
た
出
来
事
に
対
し
て
の

も
の
で
あ
る
。
重
盛
の
自
ら
の
死
や
平
家
の
未
来
に
関
す
る
予
知
、

清
盛
の
葬
儀
で
の
怪
異
、
ど
れ
も
平
家
の
先
行
き
が
暗
い
こ
と
を
感

じ
さ
せ
る
。
そ
う
い
っ
た
予
言
と
し
て
の
「
不
思
議
」
や
、
未
来
の

「
不
思
議
」
と
い
う
、
平
家
の
運
命
に
関
わ
る
「
不
思
議
」
が
、
諸
本

が
成
立
す
る
過
程
で
増
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

四
、
未
来
の
「
不
思
議
」

　

予
言
と
し
て
の「
不
思
議
」は
、屋
代
本
に
も
存
在
す
る
。た
と
え
ば
、

Ｉ
の
後
白
河
法
皇
に
よ
る
平
家
追
討
と
い
う
噂
が
流
れ
た
と
い
う「
不
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思
議
」
も
、後
に
は
事
実
と
な
っ
て
い
る
、予
言
と
し
て
の
「
不
思
議
」

で
あ
る
。
ま
た
、
平
家
に
関
わ
る
も
の
以
外
で
も
、
二
章
で
触
れ
た

Ｄ
の
例
な
ど
が
そ
う
で
、
成
親
が
大
将
祈
願
を
行
う
と
怪
異
が
起
き
、

そ
の
願
い
は
叶
わ
な
い
と
い
う
予
言
と
し
て
の
「
不
思
議
」
と
な
っ

て
い
る
。
平
家
に
と
っ
て
の
予
言
が
増
え
は
し
た
が
、
予
言
と
し
て

の
「
不
思
議
」
自
体
は
屋
代
本
の
成
立
時
期
か
ら
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
⑸
の
未
来
の
「
不
思
議
」
は
、
そ
う
で
は
な
く
、

『
平
家
物
語
』
の
諸
本
が
成
立
す
る
過
程
で
新
し
く
付
け
加
え
ら
れ
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
更
に
、
語
り
本
系
の
う
ち
八
坂
流
と
さ
れ
る
中
院
本
、
読

み
本
系
の
う
ち
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
延
慶
本
と
四
部
合
戦
状
本
、

最
も
増
補
が
多
い
源
平
盛
衰
記
の
四
本
で
、
⑸
の
Ｈ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
の
五

例
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た（

（（
（

。
す
る
と
、
中
院
本
で
は

屋
代
本
と
同
じ
く
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
延
慶
本
・
四
部
合
戦
状
本
・

盛
衰
記
で
は
Ｌ
の
「
維
盛
出
家
」
の
場
面
で
の
み
「
不
思
議
」
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。

〈
表
Ⅳ
〉（
中
…
中
院
本
、
延
…
延
慶
本
、
四
…
四
部
合
戦
状
本
、
盛

…
源
平
盛
衰
記
）

盛四延中屋百覚

×××

×
も
し
又
当
家
の
代
と
も
な
り
て

××

若
不
思
議
に
運
命
ひ
ら
け
て

Ｈ

×××

×
も
し
当
家
た
ち
か
へ
り

×

若
不
思
議
に
運
命
ひ
ら
け
て

若
不
思
儀
に
運
命
ひ
ら
け
て

Ｊ

×
此
世
に
存
へ
て
あ
る
な
ら
ば

×
世
に
在
ら
ん
に

×
若
此
世
ヲ
忍
過
テ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
モ

×
さ
れ
ば
思
い
の
外
に
な
が
ら
へ

欠
巻

×
な
が
ら
へ
た
ら
ば

も
し
ふ
し
ぎ
に
こ
の
よ
を
し
の
び
す
ぐ
す
と
も

Ｋ

も
し
不
思
議
に
て
世
も
立
ち
直
ら
ば

不
思
議
に
て
世
に
も
御
坐
さ
ば

若
不
思
議
ニ
テ
世
ニ
モ
御
坐
バ

×
も
し
当
家
の
代
と
も
な
る
事
あ
ら
ば

×
若
代
立
直
テ
、
平
家
ノ
代
ニ
成
事
ア
ラ
ハ

不
思
議
に
て
平
家
の
世
に
も
立
ち
直
ら
ば

も
し
不
思
議
に
て
、
世
も
た
ち
な
を
ら
ば

Ｌ

×
今
一
度
×

×
命
有
バ
今
一
度

×
今
一
度

×
今
一
度

×
い
ま
一
度

も
し
不
思
議
に
て
今
一
度

Ｍ

　

こ
の
表
を
見
る
と
、「
不
思
議
」
が
な
く
て
も
、
再
び
平
家
が
天
下

を
取
る
と
い
っ
た
よ
う
な
未
来
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
例
は
い
く
つ
か

あ
る
が
、
中
で
も
Ｌ
の
例
が
最
も
諸
本
間
に
異
同
が
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
従
っ
て
、維
盛
説
話
で
の
、も
し
平
家
の
世
が
立
ち
直
っ
た
ら
、

と
い
う
仮
定
の
表
現
は
、
原
平
家
の
時
点
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
考

え
て
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
未
来
の
こ
と
に
対
し
て
「
不

思
議
」
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
例
が
最
初
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
維
盛
の
人
物
造
型
に
関
し
て
、
水
原
一

氏
は
、

　
　

�

維
盛
の
女
々
し
さ
と
は
、
平
家
一
門
の
現
実
の
動
き
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
行
末
頼
も
し
く
も
な
け
れ

ば
」
と
都
に
妻
子
を
留
め
た
事
に
対
応
す
る
予
見
力
の
裏
づ
け

を
持
つ
事
な
の
で
あ
る
。盛
衰
記
が
維
盛
の
都
落
に「
維
盛
兼
言
」

の
題
を
設
け
て
い
る
事
に
も
、
予
見
者
と
し
て
の
維
盛
像
が
認
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め
ら
れ
て
い
た
事
を
知
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

と
、そ
の
予
言
者
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、石
母
田
正
氏
は
、

　
　

�

重
盛
は
平
氏
の
運
命
を
予
見
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
嫡
子

の
維
盛
は
そ
の
運
命
に
う
ち
ひ
し
が
れ
る
人
物
で
あ
る（

（（
（

。

と
、
運
命
観
の
面
か
ら
述
べ
て
い
る
。
重
盛
が
平
家
の
滅
亡
を
予
言

す
る
人
物
で
あ
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
嫡
子
の
維
盛
に
も
ま

た
、
予
言
者
と
し
て
の
性
格
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
父

子
は
共
に
、
平
家
の
運
命
を
見
据
え
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
平
家
の
運
命
と
い
う
物
語
の
軸
に
な
る
事
柄
を
効
果
的

に
描
く
た
め
に
、
予
言
者
と
し
て
の
維
盛
の
性
格
と
、
予
言
と
し
て

の
「
不
思
議
」
を
結
び
付
け
た
結
果
、「
若
不
思
議
に
て
、
世
も
た
ち

な
ほ
ら
ば
」
と
い
っ
た
表
現
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
霊

験
や
怪
異
と
い
っ
た
予
言
と
し
て
の
「
不
思
議
」
は
、
仏
語
本
来
の

人
間
の
領
域
に
な
い
こ
と
と
い
う
よ
う
な
意
味
か
ら
そ
う
離
れ
て
は

お
ら
ず
、
屋
代
本
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
期
か
ら
存
在

し
て
い
た
使
わ
れ
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
不
思
議
」
の
持

つ
予
言
性
と
、
維
盛
が
持
つ
予
言
性
が
融
合
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
物
語
に
登
場
す
る
維
盛
は
、
戦
で
負
け
続
け
る
な
ど
、
自
ら

の
力
で
運
命
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、
平
家
の
運
命
を
悲
観
し
て

嘆
い
た
り
、
妻
子
へ
の
恩
愛
を
捨
て
ら
れ
ず
に
苦
し
ん
だ
り
す
る
、
悲

哀
に
満
ち
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。こ
の
維
盛
の
人
物
造
型
も
、

平
家
の
滅
亡
を
予
感
し
、
そ
れ
を
嘆
く
と
い
う
「
不
思
議
」
を
使
わ
せ

る
の
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
未
来
の
「
不
思
議
」
が
、
平
家

一
門
の
悲
哀
を
際
立
た
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
維
盛
を
初

め
と
し
て
、
他
の
例
が
増
え
て
い
っ
た
の
だ
と
推
定
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

「
不
思
議
」
と
い
う
言
葉
の
在
り
方
は
中
世
期
の
社
会
の
変
化
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
、『
平
家
物
語
』
に
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
で
の
「
不

思
議
」
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
物
語
の
構
想
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
、
屋
代
本
の

読
み
本
系
の
三
本
だ
け
で
も
、
そ
の
在
り
方
は
異
な
っ
て
お
り
、
意

味
も
多
様
で
あ
る
。
た
だ
、ど
の
本
に
も
共
通
す
る
の
は
平
家
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
「
不
思
議
」
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
清
盛
の
横
暴
な
振
る
舞
い
で
あ
っ
た
り
、
重
盛

が
見
た
予
知
夢
で
あ
っ
た
り
、
維
盛
が
嘆
い
た
未
来
で
あ
っ
た
り
す

る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
平
家
の
先
行
き
の
暗
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
つ

ま
り
、『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
「
不
思
議
」
は
、
平
家
の
運
命
に
深

く
関
わ
る
人
物
の
近
く
で
、
平
家
の
滅
亡
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
屋
代
本
、
百
二
十
句
本
、
覚
一
本
と
、
徐
々
に
そ
の
傾

向
は
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
特
に
、
覚
一
本
は
、
よ
り
効
果
的
に
平
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家
の
滅
亡
を
示
す
た
め
に
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
「
不
思
議
」
を
な

く
し
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
「
不
思
議
」
の
意
味
を
増
や
し

た
り
し
て
い
る
。
元
が
仏
語
で
あ
り
、一
つ
の
意
味
し
か
持
た
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
意
味
の
多
様
化
は
時
代
を
経
る

に
つ
れ
て
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
だ
と
見
做
す
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
不
思
議
」
の
変
化
は
、
語
り
本
系
の
三
本
を
比
べ
た

だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
元
来
仏
語
で
あ
っ
た
「
不
思
議
」
と
い

う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
平
家
の
運
命
は
人
間
の
領
域
で
は
も

は
や
ど
う
に
も
で
き
な
い
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
い
っ
た
構
想
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
よ
り
効
果
的

に
表
現
す
る
た
め
に
、
未
来
の
「
不
思
議
」
を
増
や
す
な
ど
の
変
化

が
諸
本
間
で
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
諸
本
、
特
に
読
み
本
系
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、『
平

家
物
語
』の「
不
思
議
」に
つ
い
て
は
、ま
だ
考
察
の
余
地
が
多
く
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
起
き
た
出
来
事
で
は
な
く
、
未
来
に
起
き

る
か
も
し
れ
な
い
出
来
事
に
対
し
て「
不
思
議
」を
使
う
と
い
う
例
は
、

「
不
思
議
」
の
語
史
上
、特
徴
的
な
変
化
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

他
作
品
と
の
比
較
は
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
使
用
法
が
『
平
家
物
語
』

独
自
の
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
も
、
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
点
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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「不思議」用例　覚一本
分類 巻数 章段名 対象事項 本文 頁数 百二十句本 屋代本

1 ⑷ △ 一 吾身栄花 平家一門の繁栄
殿上の交をだにきらはれし人の子孫にて、禁色雑袍をゆ
り、綾羅錦繡を身にまとひ、大臣の大将になッて、兄弟左右
に相並事、末代とはいひながら不思議なりし事どもなり。

上92 ○ ○

2 ⑶ × 一 祇王 清盛の振る舞い
入道相国、一天四海をたなごゝ ろのうちににぎり給ひしあひ
だ、世のそしりをもはばからず、人の嘲をもかへり見ず、不思
議の事をのみし給へり。

上94 ○ ○（抜書）

3 ⑴ 一 清水寺炎上 観音の利生
清水寺やけたりける朝、「やッ、観音火坑変成池はいかに」
と札を書て大門の前にたてたりければ、次日又、「歴劫不
思議力及ばず」と、かへしの札をぞうッたりける。

上114 ○ ×

4 ⑷ △ 一 清水寺炎上 平家追討の噂 さてもふし議の事を申出したるものかな。露も思食よらぬものを 上114 ○ ○

5 ⑶ × 一 殿下乗合 清盛の振る舞い たとひ入道いかなるふし議を下知し給ふとも、など重盛に夢
をばみせざりけるぞ。 上120 × ×事

6 ⑴ 一 鹿谷 石清水八幡宮での怪事 宮寺にかゝ るふしぎなし 上121 ○ ○

7 ⑴ 一 鹿谷 賀茂社での怪事 神非礼を享給はずと申に、此大納言非分の大将を祈申さ
れければにや、かゝ るふしぎもいできにけり。 上122 ○ ×事

8 ⑴ 一 願立 八王子権現から鏑矢
が飛ぶ夢

やがて其夜ふしぎの事あり。八王子の御殿より鏑箭の声い
でて、王城をさして、なッて行とぞ、人の夢にはみたりける。 上130 ○※夢ではなく、人々が鏑矢の飛ぶ音を聞いた事に対して

○※翌朝樒の枝が立って
いた事に対して

9 ⑴ 一 願立 童神子による託宣
それにふしぎなりし事は、七日に満ずる夜、八王子の御社に
いくらもありけるまいりうど共のなかに、陸奥よりはるばるとの
ぼりたりける童神子、夜半計にはかにたえ入にけり。

上131 ○ ×

10 ⑶ × 二 教訓状 後白河の振る舞い 設君いかなるふしぎをおぼしめしたゝ せ給ふとも、なんのおそ
れか候べき。 上173 ×こと ×事

11 ⑵ 二 烽火之沙汰 火が挙がる様子 あなふしぎ、火もあれ程おほかりけるな 上177 ○ ○
12 ⑵ × 二 烽火之沙汰 兵を集めるような出来事 重盛不思議の事を聞出してめしつるなり。 上177 ○ ○
13 ⑴ 二 卒都婆流 卒都婆の発見 「あなふしぎ」とて、これを取て 上204 ×あな無慚や ×穴無慙ヤ

14 ⑴ 二 蘇武 卒都婆の漂着
さても千本まで作りたりける卒都婆なれば、さこそはちいさう
もありけめ、薩摩潟よりはるばると都までつたはりけるこそふ
しぎなれ。

上205 ○ ○

15 ⑷ △ 三 公卿揃 御産の際の出来事 それにかゝ る不思議の有ける、其時はなにとも覚えざりしか
共、後にこそ思ひあはする事共も多かりけれ。 上221 ○ ○

16 ⑵ 三 有王 俊寛の生存 此御ありさまにて、今まで御命ののびさせ給て候こそ、不思
議に覚え候へ 上235 ○ ○

17 ⑵ 三 有王 俊寛の家の存在 此御ありさまにても、家をもち給へるふしぎさよ 上235 ○ ○

18 ⑵ 三 有王 俊寛の凋落
昔は法勝寺の寺務職にて、八十余ヶ所の庄務をつかさど
られしかば、棟門平門の内に、四五百人の所従眷属に囲
繞せられてこそおはせしか。まのあたりかゝ るうきめを見給ひ
けるこそふしぎなれ。

上236 ○ ×糸惜ケレ

19 ⑴ × 三 医師問答 維盛たちが本当に喪服
を着ることになったこと

しかるに此公達、程なくまことの色をき給けるこそふしぎな
れ。 上242 ○ ×哀レナレ

20 ⑴ × 三 無文 重盛の予知能力 天性このおとゞ は不思議の人にて、未来の事をもかねてさと
り給けるにや。 上245 ○ ×

21 ⑴ × 三 無文 重盛の夢 去四月七日の夢に、み給けるこそふしぎなれ。 上245 ○ ×

22 ⑴ × 三 無文 瀬尾兼康の夢 只いま不思議の事候て、夜の明候はんがをそう覚候間、申
さむが為にまいッて候。 上246 ○ ×

23 ⑷ × 六 築島 清盛の葬儀の夜の火
事と笑い声 やがて葬送の夜、ふしぎの事あまたあり。 上410 ○ ×

24 ⑴ 六 祇園女御 石清水八幡宮での夢 あなふしぎ、当時何事あッてか大仏殿奉行にまいるべき 上424 ○ ○※実際に行隆が弁官に
選ばれたことに対して

25 ⑸ × 七 聖主臨幸 平家が都に戻る事 若不思議に運命ひらけて、又都へたちかへらせ給はん時
は、ありがたき御情でこそ候はんずれ。 下102 × ×

26 ⑸ × 七 経正都落 平家が都に戻る事 若不思儀に運命ひらけて、又都へ立帰る事候はば、其時
こそ猶下しあづかり候はめ 下106 ○ ×

27 ⑶ 八 法住寺合戦 平知康の振る舞い まづ鼓判官知康が不思議の事申いだして、御所をもやか
せ、高僧貴僧をもほろぼしたてまッたるこそ奇怪なれ。 下161 × ×

28 ⑸ × 九 小宰相身投 小宰相が生き延びる
事 もしふしぎにこのよをしのびすぐすとも、心にまかせぬ世のな

らひは、おもはぬほかのふしぎもあるぞとよ。 下229
× 欠巻

29 ⑵ × 九 小宰相身投 小宰相にとって不本意
な事態 ×ふし 欠巻

30 ⑵ × 十 海道下 重衡の有様 昔はつてにだにおもひよらざりしに、けふはかゝ るところにい
らせ給ふふしぎさよ。 下258 × ×

31 ⑸ × 十 維盛出家 平家が再び天下をとる事 もし不思議にて世もたちなをらば、六代にたぶべし 下276 ○ ×

32 ⑴ × 十一 鶏合壇浦合
戦

平家がひく島、源氏が
おい津に着いた事

平家ひく島につくときこえしかば、源氏は同国のうち、おい津
につくこそ不思議なれ。 下327 × ×

33 ⑴ 十一 剣
日本武尊の魂が白い
鳥となって天にあがっ
たこと

其たましゐはしろき鳥となッて天にあがりけるこそふしぎな
れ。 下348 × ×

34 ⑶ 十一 腰越 頼朝の振る舞い たとひいかなるふしぎありとも、一度はなどか対面なかるべき。 下364 × ×

35 ⑸ × 十一 重衡被斬 重衡と再び会う事 もし不思議にて今一度、かはらぬすがたをみもし見えもやす
るとおもひてこそ、 下374 × ×

36 ⑴ 十二 六代被斬 後鳥羽の壱岐への流
罪

されば、承久に御謀反おこさせ給ひて、国こそおほけれ、隠
岐国へうつされ給ひけるこそふしぎなれ。 下421 × ×

37 ⑵ 潅頂 大原御幸 阿波の内侍の言動 あのあり様にてもかやうの事申すふしぎさよ 下431 ○ ○
38 ⑵ 潅頂 大原御幸 阿波の内侍の言動 ふしぎの尼かなと思ひたれば、理にてありけり 下432 × ×
39 ⑵ 潅頂 六道之沙汰 後白河の御幸 思外に御幸なりけるふしぎさよ 下434 × ×

表Ⅴ
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「不思議」用例　百二十句本
巻数 章段名 対象事項 本文 頁数 覚一本 屋代本

1 ⑷ △ 一 三台上禄 平家一門の繁栄
殿上のまじはりをだにきらはれし人の子孫にて、禁色、雑袍
をゆるされ、綾羅錦繡を身にまとひ、大臣の大将になつて、
兄弟左右にあひ並ぶこと、末代といひながら不思議なりしこ
とどもなり。

上39 ○ ○

2 ⑴ 一 額打論 観音の利生
「観音火坑変成池はいかに」と札を書きて、大門のまへに
立てたりければ、つぎの日また、「歴劫不思議力およばず」
とかへしの札をぞ立てたりける。

上52 ○ ×

3 ⑷ △ 一 額打論 平家追討の噂 さても不思議のことを申し出だしたるものかな。おぼしめしよ
らぬものを 上53 ○ ○

4 ⑶ × 一 義王 清盛の振る舞い
入道相国、かやうに天下をたなごころににぎり給ふあひだ、
世のそしりをもはばかり給はず、不思議の事をのみし給へ
り。

上56 ○ ○（抜書）

5 ⑴ 一 成親大将謀
叛

石清水八幡宮での怪
事 宮寺にかかる不思議なし 上82 ○ ○

6 ⑴ 一 成親大将謀
叛 賀茂社での怪事 「神は非礼をうけ給はず」と申すに、この大納言、非分の大

将を祈り申されければにや、かかる不思議も出できたる。 上83 ○ ×事

7 ⑴ 一 北の政所誓
願

八王子権現から鏑矢
が飛ぶ音

やがてその夜不思議の事ありけり。八王子の御殿より鏑矢の
声いでて、王城をさして鳴り行くとぞ人の耳には聞こえける。 上94 ○※音ではなく夢に対して ×

8 ⑴ 一 北の政所誓
願

実際に樒の枝が立っ
ていた事

その朝、関白殿の御所の御格子をあげらるるに、ただいま
山より取つてきたるやうに、露にぬれたる樒一枝御簾にたち
けるこそ不思議なれ。

上94 ×おそろしけれ ○

9 ⑴ 一 北の政所誓
願 童神子による託宣

それに不思議なることには、八王子の御前にいくらもありけ
る参人の中に、陸奥の国よりはるばるとのぼりたる童巫子
の、夜半ばかりに、にはかに絶え入りぬ。

上95 ○ ×

10 ⑵ 二 大教訓 火が挙がる様子 あな不思議や。されば火もあれほどに高くあがりけるよ 上163 ○ ○

11 ⑵ × 二 大教訓 兵を集めるような出来
事 不思議の事を聞き出だしつるあひだ召したるなり。 上163 ○ ○

12 ⑴ 二
三人鬼界が
島に流さる
る事

卒都婆の漂着 千本におよび作りたる卒都婆なれば、さこそ小さうもありけ
め、薩摩がたよりはるばると伝はりけるこそ不思議なれ。 上185 ○ ○

13 ⑵ 二 徳大寺殿厳
島参詣

厳島参詣によって官位
を得ようという案 重藤不思議の事をこそ案じ出でて候へ。 上195 ×めづらしい事 ×

14 ⑷ △ 三 御産の巻 御産の際の出来事 それにかかる不思議のありけるを、そのときはなにとも思はざり
けれども、のちこそ思ひあはせつることども多かりけれ。 上224 ○ ○

15 ⑵ 三 有王島下り 俊寛の生存 不思議やな。われ都にておほくの乞丐人を見しかども、か
様の者はいまだ見ず。 上243 ○ ○

16 ⑵ 三 有王島下り 俊寛の家の存在 あの御ありさまにても、家を持ち給ふことの不思議さよ 上245 ○ ○

17 ⑵ 三 有王島下り 俊寛の凋落
むかしは法勝寺の寺務職にて、八十余箇所の荘務をもつ
かさどられしかば、棟門、平門のなかに、四五百人の所従
眷族に囲繞せられてこそおはせしに、まのあたりにかかる憂
きめを見給ひけるこそ不思議なれ。

上245 ○ ×糸惜ケレ

18 ⑴ × 三 金渡し医師
問答

維盛たちが本当に喪服
を着ることになったこと

しかるにこの公達、程なく、まことの色を着給ひけるこそ不
思議なれ。 上253 ○ ×哀レナレ

19 ⑴ × 三 金渡し医師
問答 重盛の予知能力

この大臣は不思議第一の人にておはしければ、去んぬる
四月七日の夜の夢に見給ひける事こそ不思議なれ。 上258

○ ×

20 ⑴ × 三 金渡し医師
問答 重盛の夢 ○ ×

21 ⑴ × 三 金渡し医師
問答 瀬尾兼康の夢 今夜不思議のことを見候ひて、申し上げんがために、夜の

明くるが、遅うおぼえて、参りて候。 上259 ○ ×

22 ⑶ × 四 競 宗盛の振る舞い
年ごろ日ごろもあればこそあれ、源三位入道、今年いかな
る心にて、か様に謀叛をば起したりけるぞといふに、前の右
大将宗盛、不思議の事をし給へり。

上321 ×すまじき事 欠巻

23 ⑴ × 五 物怪の巻 五葉松が一晩で枯れ
た事

また入道相国の宿所ちかく、五葉の松の栄えたりけるが、
夜の間に枯れたりけるぞ不思議なる。 中42 × ○

24 ⑷ × 六 入道死去 清盛の葬儀の夜の火
事と笑い声 葬送の夜、不思議の事どもあまたありき。 中137 ○ ×

25 ⑴ ○ 六 祇園の女御 清盛が大塔を修理し
た事

白河の院、か様に高野を執しおぼしめされたりしかば、その
御子にて清盛も、高野の大塔を修理せられけるにや。不思
議なりし事どもなり。

中155 × ×

26 ⑴ 六 須俣川 石清水八幡宮での夢 あな不思議、当時なにごとによつてか、行隆、大仏殿の奉
行には参るべき 中161 ○ ○※実際に行隆が弁官に

選ばれたことに対して

27 ⑸ × 七 維盛都落ち 平家が都に戻る事 もし不思議に運命聞いて、また都へたち帰ること候はば、そ
の時こそ、なほ下しあづかり候はめ 中225 ○ ×

28 ⑴ 八 緒環 維義の先祖が大蛇の
子である事 かかる不思議なる者の末なりければ、 中267 ×おそろしき ×怖シキ

29 ⑴ ○ 九 一の谷 知盛と馬が共に助
かった事 馬もたすかり、御命もいまのび給ふこそ不思議なれ 下108 ×めでたけれ 欠巻

30 ⑸ 十 維盛出家 平家が再び天下をとる
事 不思議にて平家の世にも立ち直らば、六代に賜べ 下183 ○ ×

31 ⑵ 十一 平家一門大
路渡し 明石の月を見ている事 昔は名のみ聞きし明石の月を、今見ることの不思議さよ 下256 ×一とせこれをとをりしには、かゝ るべしとは思はざりき ○

32 ⑴ 十一 剣の巻　下 剣がありながら負けた
事

たのむ木のもとに雨もりて、やみやみと負けぬるこそ不思議
なれ。 下285 × ×

33 ⑴ 十一 剣の巻　下 剣が源氏に伝わる事 まことは源氏の重代と、奇特不思議の剣なり。 下288 × ○
34 ⑵ 十二 大原御幸 阿波の内侍の言動 このさまにて、か様のこと申す不思議さよ。 下372 ○ ○

表Ⅵ
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「不思議」用例　屋代本
巻数 章段名 対象事項 本文 頁 覚一本 百二十句本

1 ⑷ △ 一 清盛出家事 平家一門の繁栄
殿上之交ヲダニモキラハレシ人ノ子孫ノ、禁色雑袍ヲユリ、
綾羅錦繡ヲ身ニマトヒ、至大臣大将兄弟左右ニ相並事、
末代トハ云ナカラ、不思議ナリシ事共也。

一32 ○ ○

2 ⑶ × 一
抜書

義王義女仏
閉事同出家
事

清盛の振る舞い 入道相国、加様ニ天下ヲ掌ニ掬給之間、世ノ謗ヲモ不憚、
人ノ哢ヲモ不顧、不思議ノ事ヲノミシ給ヘリ。 三460 ○ ○

3 ⑷ △ 一 清水寺炎上
事 平家追討の噂 サテモ不思議ノ事ヲハ申出シツル物哉。カケテモ思召シヨ

ラヌ事ソ 一52 ○ ○

4 ⑴ 一
新大納言成
親卿以下謀
叛事

石清水八幡宮での怪
事 宮寺ニカヽル不思議有トテ、 一64 ○ ○

5 ⑴ 一 後二条関白
薨御事

夢の内容が実現した
事

其朝、関白殿南殿ノ御格子ヲ被開ケルニ、思モヨラヌ樒ノ
花ノ一房、御簾ニ立タリケルソ不思議ナル。 一80 ×おそろしけれ※夢は「不思議」 ○

6 ⑵ 二 重盛卿父禅
門諷諌事 火が挙がる様子 アナ不思議ヤ、火モアレホト高フ挙リケル事ヨ 一166 ○ ○

7 ⑵ × 二 重盛卿父禅
門諷諌事

兵を集めるような出来
事 不思儀ノ事ヲ聞出ツル間、召タリツルナリ。 一168 ○ ○

8 ⑴ 二 康頼入道鬼
海島祝文事 卒都婆の漂着 千本マテ作タル率都婆ナレハ、サコソチイサウモアリケメ、

薩摩方ヨリ都マテ伝ハリケルコソ不思議ナレ。 一194 ○ ○

9 ⑷ △ 三 中宮御産事 御産の際の出来事 今度ノ御産ニ不思議アマタ有ケリ。 一244 ×勝事 ×勝事

10 ⑷ △ 三 中宮御産事 御産の際の出来事 カヽ ル不思議共ノ有ケル事、其時ハ何共思ハサリシカ共、
後ニコソ思合ル事共多カリケレ。 一244 ○ ○

11 ⑴ ○ 三
清盛高野大
塔修理事并
厳島利益事

厳島修理の託宣 アナ不思議ヤ、大師ニテ坐々ケルカト思テ、軈テ人ヲ付テ
見奉ハ、書消様ニ失給イヌ。 一250 × ×

12 ⑴ ○ 三
清盛高野大
塔修理事并
厳島利益事

厳島大明神の託宣 不思議ナシ事共ナリ。 一250 ×目出たかりし ×めでたかりし

13 ⑵ 三 有王丸鬼海
島尋渡事 俊寛の生存 此御有様ニテ、御命ノ今マテ長へサセ給テ候コソ不思議

ニ覚候ヘ 一268 ○ ○

14 ⑵ 三
有王丸鬼海
島尋渡事并
俊寛死去事

俊寛の家の存在 此有様ニテモ家持給ヘル不思議サヨ 一270 ○ ○

15 ⑷ × 三 小督局事 小督、大臣流罪、法王
幽閉

小松殿薨ゼラレテ後ハ、様々人ノ心モ替リ、不思議ノ事共
多カリケリ。 一294 × ×

16 ⑴ × 五 福原怪異事 五葉松が一晩で枯れ
た事

入道ノ宿所近ク誠ニ栄タル五葉ノ松ノ有ケルカ、夜ノ間ニ
枯タリケルソ不思議ナル。 二36 × ○

17 ⑴ × 五 福原怪異事 小長刀紛失の夢 其比源中納言雅頼卿ノ許ニ候ケル青侍ガ見タリケル夢
モ、不思議也。 二36 ×おそろしかり ×おそろしかり

18 ⑴ × 六
入道相国病
患事同被薧
事

二位尼が見た夢 或夜、二位殿ノ、夢ニ見給ヘル事ソ不思議ナル。 二152 ×おそろしけれ ×おそろしけれ

19 ⑴ 六 東大寺被造
始事

託宣を受け、行隆が弁
官に選ばれた事

当時何事ニヨテ行隆カ東大寺奉行ニハ可向ソト被思ケレ
トモ、懐中シテ下向セラレタリケルニ、今度弁官ノ中ニ被撰
テ、件ノ笏ヲ帯シテ被向ケルコソ不思儀ナレ。

二174 ○※託宣を受けた事に対して
○※託宣を受けた事に対し
て

20 ⑵ × 十一
奉取三種神
器相具平家
生虜義経帰
洛事

明石の月を見ている事 昔ハ名ニノミ聞シ明石ノ月ヲ、今見事ノ不思議サヨ 三260 × ○

21 ⑵ 十二
法王為女院
閑居叡覧大
原御幸事

阿波の内侍の言動 此有様ニテ加様ノ事申不思議サヨ 三418 ○ ○

22 ⑴ 剣巻 上 頼光の代に起きた事 満仲ノ代ツキテ後、嫡子接津守頼光ノ代ニ成テ、様 ノ々不
思議アリ。 三517 × ×

23 ⑴ 剣巻 上 神隠し 先第一ノ不思議ニハ、天下ニ人ヲヽク失事アリ。 三517 × ×
24 ⑴ 剣巻 上 神隠し 何ナル不思議ソト、上下万人騒キ合へ

（ママ）

り。 三517 × ×
25 ⑴ 剣巻 上 法師の出現 サテハ不思議ナリ 三523 × ×

26 ⑵ 剣巻 上 頼光が悩まされた事 頼光ホトノ者カ、是程ノ奴ニ誑ラカサレテ、卅余日マテ悩ミ
ケルコソ不思議ナレ。 三523 × ×

27 ⑴ 剣巻 上 刀の長さが変わった
事 不思議ヤ、サルヘキ様ヤアル、切レタルカ折タルカ 三528 × ×

28 ⑴ × 剣巻 上 平家の味方をしていた
者が源氏へついた事

此剣ヲ得テ後ニ、平家ニ随ヒツル山陽、山陰ノ輩、南海、西
海の兵トモ、昨日マテハ平家ト一ナリシカトモ、今日ハ皆心
替シテ、源氏ニ付コソ不思議ナレ。

三533 × ×

29 ⑴ 剣巻 下 剣が源氏に伝わる事 希代不思議ノ剣也。 三547 × ○

表Ⅶ
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し
た
。

（
３�

）『
角
川
古
語
大
辞
典
』、
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
六
月
〜
一
九
九
九
年

三
月
。
引
用
す
る
に
あ
た
り
、
私
に
改
行
を
施
し
た
。
ま
た
、（　

）
内

の
箇
所
は
「
不
可
思
議
」
の
項
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
４�

）
先
行
研
究
は
中
世
期
の
社
会
と
の
関
連
か
ら
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
武

士
の
影
響
と
す
る
大
野
順
一
「
平
家
物
語
に
お
け
る
死
の
問
題 

そ
の
三 

不
思
議
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
文
芸
研
究
』 
十
二
、
一
九
六
四
年
十
一

月
）、天
変
地
異
と
し
て
の
意
味
に
注
目
す
る
小
林
智
昭
「
三 

方
丈
記
「
世

の
不
思
議
」
考
─
平
家
物
語
・
古
事
談
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
続 

中
世
の
思
想
』、
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年
十
二
月
）、
清
盛
造
型
の
影
響

と
す
る
赤
羽
学
「「
平
家
物
語
」
の
「
不
思
議
」
と
平
清
盛
像
の
形
成
」（『
岡

山
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
五
、
一
九
九
一
年
七
月
）、
末
代
思
想
の
影
響

と
す
る
鈴
木
智
子
「『
平
家
物
語
』
に
見
え
る
末
代
と
「
不
思
議
」」（『
藤

女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
五
十
、
一
九
九
三
年
三
月
）。
他
、
言
葉
と
し

て
の
「
不
思
議
」
で
な
く
現
象
と
し
て
の
不
思
議
を
扱
っ
た
も
の
に
、
鈴

木
孝
庸
・
楊
夫
高
『
平
家
物
語
と
不
思
議
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年

三
月
）
が
あ
る
。

（
５�

）
こ
の
三
本
を
採
り
上
げ
る
の
は
、
最
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
覚
一
本
を

中
心
に
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
屋
代
本
、
両
本
の
中
間
形
態
を
有
す
る

百
二
十
句
本
を
比
較
す
れ
ば
、
語
り
本
系
で
の
「
不
思
議
」
の
変
化
に
つ

い
て
一
定
の
考
察
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

（
６
）
前
掲
４
大
野
論
文
。

（
７�

）
大
野
氏
は
、
前
掲
４
の
論
文
に
お
い
て
、『
保
元
物
語
』
以
前
の
作
品
の

「
不
思
議
」
の
用
例
に
つ
い
て
、『
宇
津
保
物
語
』、『
大
鏡
』、『
今
昔
物
語
』、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
あ
る
だ
け
で
、『
古
事
記
』、『
万
葉
集
』、『
竹
取
物

語
』、『
伊
勢
物
語
』、『
大
和
物
語
』、『
蜻
蛉
日
記
』、『
枕
草
子
』、『
源
氏

物
語
』、『
紫
式
部
日
記
』、『
和
泉
式
部
日
記
』、『
更
科
日
記
』、『
栄
花
物
語
』、

『
将
門
記
』
な
ど
に
は
見
当
た
ら
な
い
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
比
較
し
、『
保

元
物
語
』
以
前
の
「
不
思
議
」
は
、
個
人
的
・
主
観
的
・
情
緒
的
な
も
の

だ
が
、『
保
元
物
語
』
以
後
の
「
不
思
議
」
は
、
歴
史
的
・
社
会
的
な
背

景
を
持
っ
て
お
り
、『
平
家
物
語
』
に
出
て
く
る
「
不
思
議
」
も
そ
う
い
っ

た
個
人
を
超
え
た
集
団
の
中
の
「
不
思
議
」
で
あ
り
、
主
観
的
な
も
の
で

は
な
く
客
観
的
な
事
実
で
あ
り
、
支
え
て
い
る
の
は
世
の
常
の
理
で
な
く
、

運
命
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
８�

）
小
林
氏
は
、
前
掲
４
の
論
文
に
お
い
て

　
　
　
　

�

「
不
思
議
」
の
語
の
持
つ
こ
の
意
外
性
・
偶
然
性
は
、
人
間
の
思
惟

を
超
絶
す
る
意
味
で
一
種
の
神
秘
感
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は

ま
た
広
く
当
代
の
慣
用
的
用
法
と
も
な
る
が
、
方
丈
記
の
場
合
、
一

方
に
こ
の
時
代
的
な
意
味
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
他
面
に
お
い
て
お
よ

そ
現
実
的
、
感
覚
的
な
意
味
構
造
と
し
て
、
こ
の
両
者
が
大
し
た
抵

抗
も
な
く
結
び
つ
い
て
い
る
事
実
は
、
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　

と
述
べ
る
。

（
９
）冨
倉
徳
次
郎『
平
家
物
語
全
注
釈
』上（
角
川
書
店
、一
九
六
六
年
五
月
）。

（
10
）
同
右
。
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（
11
）
前
掲
４
小
林
論
文
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
同
右
。

（
14�

）
前
掲
４
の
鈴
木
・
楊
著
書
に
お
い
て

　
　
　
　

�

イ
ⅰ
神
仏
の
裁
定
に
関
わ
る
こ
と
、
人
知
を
超
え
た
こ
と
、
人
知
を

超
え
た
も
の
の
し
わ
ざ
ⅱ
超
能
力
（
の
持
ち
主
）
ロ
ⅰ
存
外
の
こ
と

へ
の
驚
き
、
未
経
験
の
こ
と
へ
の
響
き
ⅱ
予
期
せ
ぬ
事
態
ⅲ
い
と
わ

し
き
事
態
ⅳ
怪
し
い
情
勢
ⅴ
不
適
合
な
も
の
に
対
す
る
感
想
ⅵ
批
判

す
べ
き
こ
と
、
否
定
す
べ
き
こ
と
ⅶ
無
礼
な
ふ
る
ま
い
、
反
抗
的
な

こ
と
、
弾
圧
的
な
こ
と 

ハ
語
呂
合
わ
せ

　
　

と
分
け
る
。

（
15�

）『
平
家
物
語
辞
典
』（
市
古
貞
次
編
、
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
十
一
月
）

で
の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

ふ
し
ぎ【
不
思
議
】（
名
・
形
動
ナ
リ
）常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
。

普
通
の
判
断
力
・
想
像
力
を
超
え
た
、
異
常
な
さ
さ
ま
。
不
可
思
議
。

⑴
異
変
・
奇
蹟
な
ど
、信
じ
が
た
い
出
来
事
。⑵
予
測
で
き
な
い
事
態
・

出
来
事
。
⑶
ふ
に
お
ち
な
い
事
。
貴
人
な
ど
の
行
為
を
婉
曲
に
批
判

す
る
語
。
⑷
奇
妙
な
こ
と
。
い
わ
く
あ
り
げ
な
さ
ま
。
補
説
「
不
可

思
議
」
の
略
で
「
思
い
議
（
は
か
）
る
べ
か
ら
ざ
る
」
の
意
。
し
ば

し
ば
「
不
思
儀
」
と
も
表
記
。
語
義
は
現
代
語
の
場
合
よ
り
も
広
い
。

　
　
　
　

�

ふ
し
ぎ
に
【
不
思
議
に
】（
副
）
思
い
が
け
ず
。
は
か
ら
ず
も
。
万
一
。

　
　
　
　

�

ふ
し
ぎ
に
て
【
不
思
議
に
て
】（
副
）「
ふ
し
ぎ
に
（
不
思
議
に
）」

に
同
じ
。

（
16�

）
前
掲
４
大
野
論
文
に
次
の
通
り
あ
る
。

　
　
　
　

�

清
盛
の
行
っ
た
「
不
思
議
の
事
」
と
い
ふ
の
は
、
た
だ
に
祇
王
の
事

だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
例
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、（
中

略
）
畢
竟
、「
不
思
議
」
は
清
盛
の
全
生
涯
で
あ
っ
た
。
そ
の
ゆ
ゑ

に
平
家
物
語
は
そ
の
冒
頭
に
異
朝
本
朝
の
悪
人
を
列
挙
し
た
の
ち
、

続
い
て
「
ま
ぢ
か
く
は
六
波
羅
の
入
道
前
太
政
大
臣
平
朝
臣
清
盛
公

と
申
し
人
の
あ
り
さ
ま
、
伝
承
る
こ
そ
心
も
詞
も
及
ば
れ
ね
」（
巻

第
一
・
祇
園
精
舎
）
と
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。「
心
も
詞
も
及
ば
れ
」

ぬ
ほ
ど
の
「
あ
り
さ
ま
」
と
は
、「
久
し
か
ら
ず
し
て
、亡
じ
に
し
者
」

の
そ
の
滅
び
方
で
は
な
い
だ
ら
う
。「
お
ご
れ
る
心
も
た
け
き
事
」も
、

と
も
に
「
心
も
詞
も
及
ば
れ
」
ぬ
と
い
ふ
そ
の
お
ご
り
方
、
た
け
き

さ
ま
で
あ
ら
う
。
清
盛
は
心
も
詞
も
及
ば
れ
ぬ
ほ
ど
の
「
不
思
議
」

な
人
で
あ
っ
た
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。

　
　

�　

ま
た
、
赤
羽
氏
も
前
掲
４
の
論
文
に
お
い
て
、「
清
盛
の
行
為
は
、
予

告
も
理
由
も
な
し
に
突
如
と
し
て
敢
行
さ
れ
る
。
そ
れ
が
周
囲
の
人
々
に

不
可
解
で
あ
る
た
め
に
不
思
議
で
あ
っ
た
」、「
清
盛
の
演
じ
た
「
不
思
議
」

は
、
当
時
の
常
識
を
絶
し
た
行
為
で
あ
っ
た
た
め
に
、
人
々
に
は
「
不
思

議
」
と
映
っ
た
の
で
あ
る
」
な
ど
と
述
べ
る
。

（
17�

）
清
盛
が
従
来
の
在
り
方
に
捉
わ
れ
な
い
人
物
だ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
市
古
貞
次
編
、『
平
家
物
語
研
究
事
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年

三
月
）
の
清
盛
の
項
で
は
、

　
　
　
　

�

清
盛
は
、
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
が
ゆ
え

に
、
時
人
に
は
破
格
の
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。（
中

略
）
清
盛
の
こ
う
し
た
合
理
主
義
が
公
家
社
会
で
は
異
質
な
印
象
を

与
え
、
加
え
て
出
生
の
秘
密
に
始
ま
る
数
々
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

生
前
の
事
件
が
、
悪
逆
非
道
な
人
物
に
仕
立
て
て
い
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
　

�

と
書
か
れ
て
お
り
、
石
母
田
正
氏
も
著
書
『
平
家
物
語
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
七
年
十
一
月
）
で
、
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�

平
家
物
語
巻
頭
の
「
祇
園
精
舎
」
は
、
清
盛
を
「
ま
ぢ
か
く
は
六
波

羅
の
入
道
、
前
の
太
政
大
臣
平
朝
臣
清
盛
公
と
申
し
人
の
あ
り
さ
ま
、

傳
へ
う
け
た
ま
は
る
こ
そ
心
も
詞
も
及
ば
れ
ね
」
と
い
う
風
に
、
言

語
に
絶
し
た
人
物
と
し
て
も
ち
だ
し
て
、
読
者
を
巻
頭
の
一
節
か
ら

物
語
の
核
心
に
ひ
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
清
盛
は
承
平
の
将

門
、
天
慶
の
純
友
、
康
和
の
義
親
、
平
治
の
信
頼
等
、
大
小
の
叛
逆

者
の
系
列
の
な
か
の
一
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
叛
逆

者
た
る
清
盛
が
、
栄
華
を
極
め
、「
日
本
一
州
に
名
を
揚
げ
、
威
を

振
ひ
し
人
」
に
ま
で
成
長
し
た
こ
と
が
、
作
者
に
と
っ
て
お
ど
ろ
く

べ
き
事
実
で
あ
り
、
不
思
議
で
あ
っ
た
。
作
者
は
後
に
平
氏
の
栄
華

を
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
殿
上
の
交
り
を
さ
え
嫌
わ
れ
た
地
下
の
身
分

の
「
凡
人
」
に
す
ぎ
な
い
清
盛
と
そ
の
子
孫
が
、
大
臣
・
大
将
と
な
っ

て
、
綾
羅
錦
繡
の
美
衣
を
ま
と
う
に
い
た
っ
た
こ
と
を
、「
不
思
議
」

な
こ
と
の
一
つ
に
か
ぞ
え
て
い
る
（
吾
身
栄
花
）。
つ
ま
り
叛
逆
者

で
あ
り
、
身
分
の
卑
し
い
地
下
の
も
の
が
、
成
上
り
、
天
下
を
掌
握

し
た
点
に
、
作
者
の
清
盛
に
た
い
す
る
関
心
の
一
つ
の
焦
点
が
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
同
じ
く
不
思
議
な
人
物
と
し
て
の
重
盛
と
は
、

そ
の
不
思
議
さ
の
性
質
が
ち
が
う
の
で
あ
る
。

　
　

と
述
べ
る
。

（
18�

）延
慶
本
注
釈
の
会
編『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
』第
一
本（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
年
五
月
）
の
注
に
次
の
通
り
あ
る
。

　
　
　
　

�

〈
全
注
釈
〉
は
『
神
道
集
』
五
「
上
野
国
児
持
山
之
事
」
の
「
児
持

山
ノ
御
事
ヲ
伝
ヘ
テ
承
コ
ソ
心
モ
詞
モ
及
ハ
レ
ネ
」
を
引
き
、
当
時

の
唱
導
の
口
調
と
す
る
。「
伝
承
コ
ソ
」を
別
と
し
て「
心
モ
詞
モ
…
」

に
限
れ
ば
、
宴
曲
『
拾
遺
集
』
上
「（
摩
尼
勝
地
の
さ
ま
は
）
心
も

詞
も
及
ば
ね
ば
」、『
愚
管
抄
』
七
「（
神
武
以
降
の
歴
史
を
）
思
ヒ
ツ
ヾ

ク
ル
ニ
心
モ
コ
ト
バ
モ
不
及
」（
以
上
黒
田
彰
指
摘
）
や
、『
建
久
御

巡
礼
記
』
法
隆
寺
条
「（
太
子
遺
品
の
）
御
物
具
共
、
皆
心
詞
不
及
」

（
高
橋
貞
一
指
摘
）、『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
な
ど
、用
例
は
多
く
、

用
法
も
多
様
で
あ
る
。

（
19�

）織
田
得
能『
織
田
佛
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
、一
九
六
九
年
八
月
）の「
不

可
思
議
」
の
項
に
、

　
　
　
　

�

或
は
理
の
深
妙
、
或
は
事
の
希
奇
、
心
を
以
て
思
ふ
べ
か
ら
ず
、
言

を
以
て
議
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。【
法
華
玄
義
序
】
に
「
所
言
妙
者
。

妙
名
二
不
可
思
議
一
也
。」【
維
摩
経
慧
遠
疏
】
に
「
不
可
思
議
者
経

中
亦
名
不
思
議
也
。
通
釈
是
一
。
於
中
分
別
非
無
差
異
。
拠
実
望
情

名
不
思
議
。
拠
情
望
名
不
可
思
議
。」【
嘉
祥
法
華
義
疏
三
】
に
「
智

度
論
云
。
小
乗
法
中
無
不
可
思
議
事
。
唯
大
乗
法
中
有
之
。
如
六
十

小
劫
説
法
華
経
謂
如
食
頃
。」【
維
摩
経
序
】
に
「
罔
知
所
釈
然
而
能

然
者
不
思
議
也
。」【
同
注
経
一
】
に
「
生
曰
。
不
可
思
議
者
。
凡
有

二
種
一
曰
理
空
。
非
或
情
所
測
。
二
曰
神
奇
。
非
浅
識
所
量
。」

　
　

�

と
あ
り
、
仏
語
と
し
て
の
意
味
は
仏
力
の
深
遠
さ
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
20�

）
中
院
本
は
『
平
家
物
語
（
中
院
本
）
と
研
究
』（（
一
）
〜
（
四
）、
未

刊
国
文
資
料
刊
行
会
）、
延
慶
本
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
』（
本
文
篇
上
下
、

勉
誠
出
版
）、
四
部
合
戦
状
本
は
『
訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』（
有

精
堂
出
版
）、
源
平
盛
衰
記
は
『
新
定
源
平
盛
衰
記
』（
第
一
〜
六
巻
、
新

人
物
往
来
社
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。

（
21�

）
水
原
一
『
平
家
物
語
の
形
成
』、「
維
盛
・
六
代
説
話
の
形
成
」、
加
藤

中
道
館
、
一
九
七
一
年
五
月
。

（
22
）
前
掲
15
石
母
田
著
書
。

36

　
　
　

は
じ
め
に

　

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
春
、
源
頼
家
が
外
戚
の
比
企
能
員
邸
を

訪
問
し
た
際
に
、
酒
宴
の
場
に
お
い
て
妙
技
を
披
露
し
た
女
性
が
い

た
。
頼
家
の
目
に
留
ま
っ
た
そ
の
女
性
を
能
員
が
紹
介
し
、
そ
こ
で

彼
女
は
な
ぜ
自
分
が
鎌
倉
に
い
る
の
か
を
語
っ
た
。
涙
な
が
ら
に
述

べ
る
に
は
、
父
・
右
兵
衛
尉
為
成
が
讒
訴
に
よ
り
幕
府
の
雑
色
に
身

柄
を
引
き
渡
さ
れ
奥
州
に
流
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
話

に
同
情
し
た
頼
家
は
す
ぐ
に
為
成
の
捜
索
を
命
じ
た
が
、
既
に
死
亡

し
て
い
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
く
こ
と
に
な
る
。
彼
女
の
名
は
微
妙

と
い
っ
た
。

　

こ
の
舞
女
・
微
妙
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
わ
ず
か
に
龍
肅
氏
が
、
父
を
懸
命

に
探
し
求
め
、
そ
の
死
を
知
る
や
菩
提
を
弔
う
「
孝
女
」
と
し
て
こ

の
微
妙
を
紹
介
し
て
い
る
程
度
で
あ
る（

１
）。
そ
の
ほ
か
、
女
性
史
、
芸

能
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
現
在
に
至
る
ま
で
関
心
が
払
わ
れ
て

は
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
哀
れ
な
生
い
立
ち
や
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
父
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
「
孝
女
」
と
い
う
面
に
ば
か
り
注
目
し
て
し
ま
い
が

ち
で
あ
る
が
、
彼
女
の
父
は
在
京
し
右
兵
衛
尉
に
任
官
し
た
在
京
武

士
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
微
妙
の
生
い
立

ち
の
背
景
に
つ
い
て
、
近
年
の
武
士
論
研
究
の
成
果
を
援
用
し
な
が

ら
補
完
し
て
み
る
こ
と
で
、
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か（

２
）。

し
か
し
、
あ
る
舞
女
の
生
い
立
ち
を
分
析
す
る
上
で
、
武
士
論
研
究

の
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
に
は
奇
異
の
感
が
否
め
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
遊
女
・
傀
儡
・
白
拍
子
な
ど
に
関
す
る
既
往

の
研
究
の
な
か
か
ら
、
そ
の
手
掛
か
り
と
な
り
そ
う
な
論
点
を
整
理

し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

後
藤
紀
彦
氏
は
、
従
来
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

遊
女
・
傀
儡
・
白
拍
子
に
つ
い
て
、
今
様
・
朗
詠
を
謡
う
の
み
で
舞

う
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
遊
女
・
傀
儡
の
芸
と
異
な
り
、
白
拍

子
は
水
干
に
袴
姿
の
男
装
、
鼓
を
伴
奏
に
雑
芸
を
謡
い
な
が
ら
舞
う

「
男
舞
」
を
行
い
、
当
時
の
記
録
に
「
舞
女
」「
舞
伎
」
と
表
現
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
の
区
別
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
白
拍
子
の
芸
能

は
、
平
安
末
期
に
急
速
に
盛
ん
と
な
り
、
は
じ
め
京
都
に
流
行
し
、

や
が
て
鎌
倉
や
各
地
へ
広
ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
遊
女
・
傀
儡
・

白
拍
子
に
共
通
す
る
要
素
も
多
く
、
い
ず
れ
も
京
や
鎌
倉
の
貴
顕
の

舞
女
微
妙
と
そ
の
周
辺

岩　

田　

慎　

平
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遊
宴
に
祗
候
す
る
な
ど
、
地
方
の
拠
点
や
都
市
と
の
往
来
は
活
発
で

あ
っ
た
と
す
る（

３
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
豊
永
聡
美
氏
は
、
従
来
の
研
究
が
存
在
形
態
の
一

様
で
な
い
遊
女
と
傀
儡
（
あ
る
い
は
白
拍
子
）
そ
れ
ぞ
れ
の
何
れ
の

層
を
考
察
対
象
と
す
る
か
に
よ
り
評
価
が
分
か
れ
て
き
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
彼
女
ら
が
様
々
な
階
層
を
含
む
も
の
た
ち
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
遊
女
た
ち
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
上
ラ
ン
ク
の
者
で
あ
り
、
中
世
社
会
と
の
密
接
な

結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し
得
る
の
も
こ
の
よ
う
な
遊
女
た
ち
で
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
遊
女
た
ち
は
長
者
に
よ
り
統
率
さ
れ
、

五
節
舞
の
下
仕
な
ど
と
し
て
宮
廷
に
出
仕
し
、
そ
の
よ
う
な
機
会
に

貴
族
の
妻
と
な
る
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌

倉
幕
府
の
御
家
人
の
な
か
に
「
遊
君
別
当（

４
）」、「
白
拍
子
奉
行
人（

５
）」
と

呼
ば
れ
る
役
職
を
持
つ
者
た
ち
が
い
た
こ
と
に
注
目
し
、
遊
女
が
京

都
の
貴
族
社
会
と
幕
府
に
編
成
さ
れ
る
武
士
た
ち
と
の
間
で
媒
介
を

な
す
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
遊
女
た
ち
が
も
つ
優
れ
た
芸

能
の
故
に
、
公
家
社
会
や
武
家
社
会
に
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る（

６
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
遊
女
・
傀
儡
・
白
拍
子
ら
は
内
部
に
様
々
な
階
層

を
含
み
つ
つ
、
江
口
・
神
崎
や
各
地
の
宿
な
ど
水
陸
交
通
の
要
衝
を

拠
点
と
し
な
が
ら
京
都
へ
出
仕
し
た
り
、
遍
歴
・
漂
泊
し
つ
つ
他
の

交
通
の
要
衝
や
都
市
を
移
動
し
そ
の
優
れ
た
芸
能
を
披
露
す
る
こ
と

を
職
能
と
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
彼
ら
彼
女
ら
は

貴
族
、
武
士
な
ど
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
築
い
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
部
に
様
々
な
階
層
を
含
む
点（

７
）、「
水
陸
交
通
の

要
衝
」
を
重
視
す
る
点（

８
）、

京
都
の
ほ
か
列
島
各
地
に
拠
点
を
も
つ

点（
９
）、
京
都
の
貴
族
社
会
へ
出
仕
し
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
構
築

す
る
点（

（（
（

な
ど
は
、
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
武
士
の
存
在
形
態
と

も
共
通
す
る
特
徴
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
彼
ら
彼
女
ら

は
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
実
際
に
武
士
や
貴
族
た
ち
と
多
く
の
接
点

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
舞
女
・
微
妙
の
半
生
を
考
察

す
る
上
で
武
士
論
研
究
の
成
果
を
援
用
す
る
こ
と
に
も
一
定
の
意
義

は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
決
し
て
多
く
は
な
い
微
妙
の
事
跡
を
辿
り
な
が
ら
、

彼
女
と
、
彼
女
が
生
き
た
時
代
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　

右
兵
衛
尉
為
成
─
在
京
武
士
の
周
辺
─

　

父
・
頼
朝
の
跡
を
継
い
で
鎌
倉
殿
と
な
っ
て
い
た
源
頼
家（

（（
（

は
、
建

仁
二
年
の
春
の
あ
る
日
、
花
の
鑑
賞
に
外
戚
で
あ
る
比
企
能
員
の
邸

宅
を
訪
れ
た（

（（
（

。
そ
こ
に
、
京
都
か
ら
下
向
し
て
き
た
と
い
う
一
人
の

舞
女
も
祗
候
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
名
を
微
妙
と
い
う
。
酒
宴
の
際

に
歌
舞
を
披
露
す
れ
ば
、
頼
家
も
頻
り
に
感
心
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で

あ
っ
た
。
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能
員
が
言
う
に
は
、
こ
の
舞
女
・
微
妙
は
頼
家
に
直
接
訴
え
た
い

こ
と
が
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
鎌
倉
ま
で
遠
路
を
凌
い
で
や
っ
て
き

た
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
頼
家
は
彼
女
の
願
い
を
問
い
尋
ね
て
み
た

の
だ
が
、
微
妙
は
た
だ
涙
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

よ
う
や
く
涙
な
が
ら
に
語
り
は
じ
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
女

の
父
・
右
兵
衛
尉
為
成
は
、
讒
訴
に
よ
り
洛
中
の
西
獄
に
禁
獄
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
や
が
て
囚
人
と
し
て
奥
州
へ
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
際
に
幕
府
の
将
軍
・
頼
朝
の
雑
色
が
そ
の
身
柄
を

引
き
取
り
、
父
を
連
行
し
た
と
い
う
。
母
は
悲
嘆
に
暮
れ
た
ま
ま
亡

く
な
っ
て
し
ま
い
、
当
時
七
歳
で
あ
っ
た
微
妙
も
頼
る
べ
き
親
族
は

お
ら
ず
、
天
涯
孤
独
の
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
成
長

す
る
に
し
た
が
い
、
舞
曲
を
学
び
、
い
ま
父
の
跡
を
追
っ
て
関
東
ま

で
や
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
聞
く
者
は
皆
涙
し
、
頼
家
も

さ
っ
そ
く
奥
州
に
使
者
を
派
遣
し
て
微
妙
の
父
を
捜
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。

　

彼
女
の
父
・
為
成
は
、
京
に
あ
っ
て
兵
衛
尉
に
任
官
し
て
い
た
。

つ
ま
り
「
右
兵
衛
尉
為
成
」
は
、
在
京
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
武

士
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
京
都
を
中
心
と
し
た
列
島
各
地
に
広

が
る
武
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（「
一
所
傍
輩
」、「
京
武
者
社
会
」、「
在

京
武
士
社
会
」）
を
構
成
す
る
人
物
で
あ
り
、
京
近
郊
や
列
島
の
ど
こ

か
に
い
く
つ
か
の
所
領
を
持
ち
、
朝
廷
や
京
都
の
貴
族
と
な
ん
ら
か

の
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
あ
る
時
は
在
地
経
営
を
行
い
、
ま
た
あ
る
時

に
は
在
京
活
動
を
行
っ
て
い
た
、
中
世
前
期
に
特
有
の
武
士
の
存
在

形
態
に
沿
っ
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

彼
が
讒
訴
に
遭
っ
た
の
は
、
そ
の
在
京
活
動
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
為
成
と
思
わ
れ
る
人
物
を
諸
記
録
か
ら
検
索
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
と
思
わ
れ
る
人
物
を
、
い
ず
れ
も
確
証
を
得
な

い
な
が
ら
数
名
見
出
し
た（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
右
兵
衛
尉
為
成
の
よ
う
に
在
京
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

地
方
に
も
縁
者
の
い
る
武
士
は
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
。『
吾
妻
鏡
』

元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
六
月
五
日
条
に
は
、
矢
の
制
作
や
弓
馬
の

芸
に
も
優
れ
た
源
太
宗
季
と
い
う
人
物
が
、
そ
の
芸
を
頼
朝
に
買
わ

れ
て
御
家
人
に
加
え
ら
れ
る
と
い
う
逸
話
を
載
せ
て
い
る（

（（
（

。彼
は
、（
お

そ
ら
く
京
都
の
矢
作
職
人
で
あ
る
）
矢
野
橘
内
所
と
い
う
人
物
か
ら

口
伝
を
受
け
る
腕
前
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
矢
作
の
手
腕
を
、
知
音
で

あ
る
中
禅
寺
奥
次
郎
弘
長
が
頼
朝
に
推
薦
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
源

太
宗
季
は
御
家
人
に
列
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
宗
季
の
父
「
前
廷
尉
季
貞
」
は
、
平
家
の
有
力
家
人
・
源
季

貞
で
あ
る（

（（
（

。
季
貞
の
兄
・
光
季（

（（
（

は
豊
前
守
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
一
族
は
侍
身
分
上
層
の
家
格
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

源
太
宗
季
の
「
外
戚
」
は
上
総
国
飯
富
庄
を
伝
領
し
て
い
る
と
い
う

か
ら
、
地
方
に
も
拠
点
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
氏
政
権

を
支
え
る
有
力
家
人
と
し
て
在
京
し
つ
つ
各
地
を
転
戦
し
た
季
貞
は
、

微
妙
の
父
・
為
成
と
同
様
の
在
京
武
士
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
父
と
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共
に
在
京
し
て
い
た
宗
季
は
、
そ
の
間
に
矢
作
職
人
の
口
伝
を
受
け

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
在
京
活
動
と
い
え
ば
、
朝
廷
や
諸
権
門
へ
の

出
仕
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
職
人
と
の
交
流
も
重
要

な
活
動
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う（

（（
（

。
こ
の
季
貞
・
宗
季
父
子
、
あ

る
い
は
為
成
・
微
妙
父
娘
の
よ
う
に
、
京
都
に
は
、
在
京
活
動
を
行

う
武
士
と
そ
れ
に
同
行
し
た
人
々
も
多
く
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

幕
府
御
家
人
の
な
か
に
は
他
に
、
遠
江
国
の
縁
者
の
も
と
を
経
て

小
笠
原
長
清
と
の
「
一
所
傍
輩
之
好
」
に
よ
り
関
東
に
下
向
し
た
橘

公
長
の
一
族
の
よ
う
な
例
も
あ
る（

（（
（

。
在
京
活
動
中
に
朝
廷
や
諸
権
門

へ
祗
候
す
る
な
か
で
培
っ
た
「
一
所
傍
輩
之
好
」
は
、
内
乱
と
い
う

非
常
事
態
に
お
い
て
一
族
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
フ
ァ
ク

タ
ー
と
な
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
縁
は
、
在
京
武
士
で
あ
っ
た
微
妙
の
父
・
為
成
も
持
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
父
を
失
っ
た
少
女
・
微
妙
の
零
落
を
考
え

る
と
、
為
成
の
讒
訴
に
よ
る
拘
禁
に
は
か
な
り
厳
し
い
処
罰
が
行
わ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
為
成
の
所
領
や
そ
れ
を
預
け
て

い
た
家
人
や
一
族
、
さ
ら
に
は
微
妙
の
祖
父
母
ら
（
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
一
般
的
に
は
少
女
・
微
妙
を
養
育
し
そ
う
な
人
々
で
あ
る
）

と
の
関
係
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
為
成
が
拘
禁
さ
れ
た
と
き
に
は

所
領
の
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
て
が
没
収
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
ら
は
家
族
で
在
京
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
し
、
成
長
し
た
微
妙
が
何
の
伝
も
な
く

舞
女
と
な
り
関
東
へ
下
向
す
る
こ
と
も
ま
た
考
え
に
く
い（

（（
（

。
史
料
上

に
は
表
出
し
な
い
僅
か
な
縁
故
は
、
為
成
の
死
後
も
保
持
し
て
い
た

と
ひ
と
ま
ず
は
考
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　

二　

微
妙
の
関
東
下
向

　

父
・
為
成
が
囚
人
と
し
て
囚
わ
れ
奥
州
へ
送
ら
れ
た
の
は
建
久
年

中（
一
一
九
〇
─
一
一
九
九
）で
あ
る
そ
う
だ
か
ら
、そ
の
時
に「
七
歳
」

で
あ
っ
た
少
女
・
微
妙
は
、頼
家
に
対
面
し
た
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）

に
は
十
〜
十
九
歳
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

　

微
妙
が
、幼
い
頃
に
生
き
別
れ
た
父
の
跡
を
求
め
て
鎌
倉
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
東
夷
成
敗
権
を
行
使
す
る
新
た
な
軍
事
権

門
が
、
関
東
に
成
立
し
た
こ
と
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る（

（（
（

。
治
承
・

寿
永
内
乱
を
経
て
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
た
社
会
情
勢
の
変
動
が
、
在

京
武
士
を
父
に
持
つ
少
女
の
人
生
に
、
こ
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
鎌
倉
幕
府
の
成
立
を
、
も
う
少
し
別
の
視
点
か
ら
見
て
み
よ

う
。

　

微
妙
は
舞
女
、
す
な
わ
ち
舞
曲
を
披
露
す
る
職
人
と
な
っ
て
関
東

へ
下
向
し
た
。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
職
能
を
生
業
と
す
る
職
人
た
ち

に
と
っ
て
、
幕
府
の
成
立
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
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う
か
。
そ
れ
は
、従
来
か
ら
の
権
門
が
密
集
す
る
都
市
・
京
都
以
外
に
、

自
ら
の
職
能
を
提
供
す
る
場
が
関
東
に
も
う
一
つ
生
ま
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
権
門
都
市
の
成
立
で

あ
る（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
中
世
前
期
の
社
会
に
い
く
つ
か
存
在
す
る
都
市
の
な

か
で
も
、
京
都
が
職
人
の
集
住
地
と
し
て
特
に
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
従
来
か
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
き
た（

（（
（

。

京
都
に
集
住
す
る
諸
権
門
が
職
人
た
ち
を
編
成
し
、
彼
ら
を
自
ら

の
邸
宅
近
く
に
住
ま
わ
せ
る
な
ど
し
て
洛
中
の
地
を
占
め
る
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
人
た
ち
も

ま
た
、
諸
権
門
と
結
び
付
き
、
そ
の
家
産
機
構
を
う
ま
く
利
用
す
る

形
で
、
自
ら
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
列
島
各
地
へ
と
広
げ
て
ゆ
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
京
都
と
は
別
の
政
治
的
求
心
力
を
持
つ
鎌
倉

と
い
う
都
市
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
職
人
た
ち
の
活
動
形
態
に
も
少

な
く
な
い
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
内
乱
の
只
中
で
あ
っ
た
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）、
頼

朝
は
京
都
か
ら
下
総
権
守
為
久
を
招
い
て
正
観
音
像
を
描
か
せ
た（

（（
（

。

ま
た
、
内
乱
の
終
息
し
た
建
久
年
間
に
は
、
鶴
岡
宮
で
の
神
楽
の
た

め
楽
人
・
多
好
節
が
京
都
か
ら
招
か
れ
た（

（（
（

。権
門
で
あ
る
鎌
倉
幕
府
は
、

そ
こ
に
関
わ
る
事
物
の
儀
式
・
意
匠
や
装
飾
品
を
荘
厳
す
る
こ
と
を

当
然
の
ご
と
く
重
視
し
て
い
た
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
事

物
を
扱
う
職
人
た
ち
に
対
す
る
需
要
も
喚
起
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
定
の
職
能
で
身
を
立
て
る
職
人
に
と
っ
て
、
鎌

倉
幕
府
の
成
立
は
、
新
た
な
祗
候
先
（
取
引
先
）
の
成
立
も
意
味
し

て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
優
れ
た
職
能
は
、
新
興
の
権
門
・
鎌
倉

幕
府
に
と
っ
て
も
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
多

く
の
職
人
が
鎌
倉
を
目
指
し
て
東
国
へ
下
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
微
妙
も
ま
た
、
舞
曲
と

い
う
職
能
を
身
に
つ
け
、
そ
の
優
れ
た
芸
を
活
か
す
こ
と
で
、
幕
府

中
枢
（
比
企
能
員
、
将
軍
・
頼
家
）
へ
の
接
近
を
果
た
し
得
た
と
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
微
妙
の
よ
う
に
鎌
倉
殿
の
面
前
で
見
事
な
芸
を
披
露

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
訴
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
は
ほ

か
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
九
条
頼
経
将
軍
期
の
寛
喜
二

年
（
一
二
三
〇
）
の
出
来
事
を
紹
介
し
よ
う
。

　

幕
府
御
家
人
で
あ
っ
た
勝
木
七
郎
則
宗
は
、
正
治
年
間
（
一
一
九

九
─
一
二
〇
一
）
に
梶
原
景
時
と
共
謀
し
た
罪
で
拘
禁
さ
れ
る
が
、

の
ち
に
許
さ
れ
、
本
領
で
あ
る
筑
後
国
に
下
向
し
た
の
ち
後
鳥
羽
院

西
面
に
祗
候
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
承
久
の
乱
で
は
後
鳥

羽
方
と
し
て
参
戦
し
、
所
領
は
没
収
さ
れ
、
家
族
や
郎
従
ら
も
離
散

す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
則
宗
の
子
ら
も
山
野
に
逼
塞
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
則
宗
の
子
の
一
人
は
そ
の
間
に
舞
の
芸
能
を
身
に
付
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け
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
児
童
と
し
て
鶴
岡
別
当
法
印
・
定
親
に
祗
候

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
そ
の

児
童
は
寛
喜
二
年
二
月
六
日
に
将
軍
・
頼
経
の
前
で
芸
を
披
露
す
る

機
会
を
得
た
。
満
座
の
賞
賛
を
得
た
児
童
は
、
頼
経
か
ら
父
祖
の
来

歴
を
尋
ね
ら
れ
る
。
鶴
岡
別
当
法
印
・
定
親
が
こ
の
児
童
の
境
遇
を

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
執
権
・
北
条
泰
時
は
と
く
に
こ
れ
を
哀
れ
み
、

同
年
二
月
八
日
に
、
当
時
筑
前
国
勝
木
庄
を
領
有
し
て
い
た
中
野
太

郎
助
能
に
は
替
え
地
（
筑
後
国
高
津
・
包
行
両
名
）
を
与
え
、
児
童

の
父
で
あ
る
勝
木
則
宗
に
本
領
を
返
し
た（

（（
（

。

　

こ
の
勝
木
則
宗
親
子
の
事
例
も
、
微
妙
に
よ
る
訴
え
と
相
通
ず
る

も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
優
れ
た
芸
能
を
披
露
す
る

こ
と
で
鎌
倉
殿
の
注
目
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
り
直
訴
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
頼
家
・
頼
経
の
ほ
か
源
実
朝
も
、
和

田
義
盛
に
連
座
し
て
拘
束
さ
れ
た
渋
河
兼
守
を
、
そ
の
詠
歌
の
見
事

さ
に
感
じ
て
罪
を
許
し
て
い
る（

（（
（

。
詠
歌
に
よ
り
罪
を
許
さ
れ
る
と
い

う
事
例
は
こ
れ
以
外
に
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り（

（（
（

、
当
時
の
社

会
に
お
け
る
和
歌
と
い
う
も
の
の
位
置
づ
け
を
示
す
事
例
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
同
時
に
、
優
れ
た
芸
能
に
よ
り
注
目
を
得
た
こ
と
で
、

直
面
す
る
困
難
を
打
開
し
得
た
と
い
う
点
は
、
微
妙
や
勝
木
則
宗
親

子
の
例
と
も
共
通
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言

い
換
え
れ
ば
、
芸
能
に
感
じ
て
直
訴
を
許
し
た
の
は
頼
家
や
頼
経
ら

だ
け
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
他
の
将
軍
や
、
の
み
な
ら

ず
当
時
の
社
会
に
底
流
し
た
救
済
観
念
と
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
微
妙
の
関
東
下
向
は
彼
女
自
身
の
不
幸
な
境
遇

に
起
因
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
ほ
か
、
彼
女
の
よ
う
な
理
由
で
は

な
い
に
せ
よ
、
関
東
へ
下
向
し
た
舞
女
（
白
拍
子
）
は
い
た
。

　

寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
五
月
十
一
日
に
は
、
祗
光
と
い
う
名
で

二
十
二
歳
の
「
今
出
河
殿
白
拍
子
」、
が
将
軍
・
頼
嗣
の
も
と
で
妙
曲

を
披
露
し
た（

（（
（

。
貴
族
た
ち
は
、
京
都
近
郊
の
水
無
瀬
や
江
口
・
神
崎

な
ど
で
遊
女
と
折
に
触
れ
て
接
点
を
持
つ
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
「
今
出
河
殿
白
拍
子
」
も
そ
の
よ
う
な
機
会
に
今
出

河
殿
（
西
園
寺
公
経
）
と
接
点
を
持
ち
、
彼
の
家
に
祗
候
す
る
機
会

の
多
か
っ
た
白
拍
子
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

遊
女
や
白
拍
子
た
ち
も
移
動
を
伴
う
生
活
を
営
ん
で
い
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
あ
る
と
き
は
京
都
で
芸
能
を
披
露
し
、
ま
た
あ
る
と
き
は

鎌
倉
に
出
仕
す
る
こ
と
も
何
ら
不
思
議
に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
か
も
、

西
園
寺
家
と
鎌
倉
幕
府
と
は
そ
れ
ぞ
れ
が
京
都
と
鎌
倉
に
あ
っ
て
密

接
な
政
治
的
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
遊
女
や
白
拍
子
ら
の
祗
候
や
移

動
に
、
こ
の
時
代
の
政
治
的
諸
関
係
、
す
な
わ
ち
西
園
寺
家
と
鎌
倉

幕
府
の
関
係
も
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
社

会
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
鎌
倉
で
は
、
先
ほ
ど
の
比
企
能
員
邸
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、

将
軍
御
所
以
外
の
御
家
人
邸
で
舞
女
ら
を
招
い
て
の
歌
舞
音
曲
の
饗
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宴
を
行
う
例
も
見
ら
れ
る
が（

（（
（

、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
白
拍

子
た
ち
も
自
ら
の
芸
を
披
露
す
る
機
会
が
多
く
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
も
、
京
都
の
他
に
大
き
な
求
心
力
を
持
つ
権
門
都
市
・

鎌
倉
の
発
展
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

　

以
上
、
微
妙
の
関
東
下
向
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
中
世
前
期
の
社

会
変
動
、
特
に
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
そ
れ
が
職
人
た
ち
に
及
ぼ
し
た

で
あ
ろ
う
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
職
人
た
ち
に
と
っ
て
鎌
倉

幕
府
の
成
立
と
は
、
自
ら
の
職
能
を
売
り
込
み
祗
候
す
る
権
門
が
新

た
に
誕
生
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。新
興
の
権
門
で
あ
る
幕
府
に
と
っ

て
も
、
従
来
は
京
都
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
た
職
人
た
ち
を
積

極
的
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
吝
か
で
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

幕
府
は
、
政
治
的
な
提
携
関
係
（
西
園
寺
家
と
の
関
係
）
な
ど
も
利

用
し
つ
つ
京
都
か
ら
優
れ
た
芸
能
者
を
招
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
約
束
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
優
れ
た
芸
能
は
時
と
し
て
鎌
倉
殿
へ
の
直
訴
の
機
会
を

も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　
　
　

三　

鎌
倉
の
微
妙

　

さ
て
、
将
軍
・
頼
家
の
命
令
に
よ
る
捜
索
も
虚
し
く
、
微
妙
の
父
・

為
成
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（（
（

。
彼
女
の
悲
嘆

は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　

こ
の
間
、
鎌
倉
に
滞
在
し
て
い
た
微
妙
は
甲
斐
国
の
御
家
人
で
あ

る
古
郡
保
忠
と
出
会
い
、「
比
翼
連
理
」の
契
り
を
交
わ
す
関
係
に
な
っ

て
い
た（

（（
（

。

　

以
前
、
義
経
の
縁
者
と
し
て
鎌
倉
に
連
行
さ
れ
、
そ
こ
で
見
事
な

舞
曲
を
披
露
し
却
っ
て
鎌
倉
の
人
々
の
歓
心
（
あ
る
い
は
同
情
）
を

誘
っ
た
静
の
も
と
に
、
御
家
人
た
ち
が
会
い
に
出
掛
け
て
行
く
と
い

う
一
幕
が
あ
っ
た
。

　

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
四
月
八
日
に
頼
朝
・
政
子
の
前
で
義
経

の
こ
と
を
慕
う
舞
曲
を
披
露
し
た
静
の
も
と
へ
、
後
日
、
工
藤
祐
経
、

梶
原
景
茂
、
千
葉
常
秀
、
八
田
朝
重
、
藤
原
邦
通
ら
が
連
れ
だ
っ
て

訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
同
年
五
月
十
四
日
条
）。
彼
ら
も
ま
た
静
の

芸
に
心
惹
か
れ
る
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
景
茂
に
い
た
っ

て
は
「
聊
一
酔
、
此
間
通
艶
言
於
静
」
と
静
に
言
い
寄
る
始
末
で
あ

る
。
こ
の
と
き
は
、
静
が
「
予
州
者
鎌
倉
殿
御
連
枝
、
吾
者
彼
妾
也
、

為
御
家
人
身
、
争
存
普
通
男
女
哉
、
予
州
不
牢
籠
者
、
対
面
于
和
主
、

猶
不
可
有
事
也
、
況
於
今
儀
哉
云
々
、」
と
景
茂
の
誘
い
を
は
ね
の
け

た
の
だ
が
、
も
し
か
り
に
静
が
景
茂
の
誘
い
に
同
意
し
て
い
た
の
な

ら
ば
、
微
妙
と
古
郡
保
忠
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
可
能
性
も
無
く
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

街
道
の
宿
な
ど
で
遊
女
た
ち
と
武
士
た
ち
が
関
係
を
も
つ
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
の
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う

で
な
く
て
も
、
鎌
倉
の
よ
う
な
都
市
、
す
な
わ
ち
武
士
た
ち
の
祗
候

先
に
お
い
て
も
舞
女
や
遊
女
の
よ
う
な
芸
能
者
た
ち
と
出
会
い
、
関
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係
を
持
つ
機
会
は
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に
構
築
さ
れ
る

関
係
は
、「
一
所
傍
輩
之
好
」
の
類
型
の
一
つ
と
で
も
言
い
う
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

微
妙
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
御
家
人
た
ち
の
歓
心
を
誘
う
存
在
で

あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
静
は
御
家
人
た
ち
の
誘
い
を

退
け
た
の
だ
が
、
微
妙
と
保
忠
の
出
会
い
は
お
互
い
を
親
密
な
も
の

と
し
た
の
で
あ
る
。
微
妙
に
と
っ
て
、
鎌
倉
で
親
族
も
な
く
一
人
、

父
の
安
否
の
知
ら
せ
を
待
つ
心
細
さ
を
い
く
ら
か
紛
ら
わ
せ
る
出
会

い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
父
の
死
を
聞
い
た
微
妙
は
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め
栄
西

の
も
と
で
出
家
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
名
は
持
蓮
と
い
う
。
北
条

政
子
か
ら
は
深
沢
に
居
所
を
与
え
ら
れ
、（
お
そ
ら
く
政
子
邸
の
）
持

仏
堂
へ
祗
候
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
保

忠
は
甲
斐
に
在
国
し
て
い
た
。

　

微
妙
が
栄
西
の
門
弟
で
あ
る
祖
達
房
の
も
と
で
出
家
を
遂
げ
た
こ

と
を
聞
い
た
保
忠
は
、
急
ぎ
鎌
倉
へ
向
か
い
、
祖
達
房
へ
押
し
か
け
、

憤
り
に
任
せ
住
僧
た
ち
を
打
擲
す
る
に
及
ん
だ（

（（
（

。
近
隣
も
騒
然
と
し
、

騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
政
子
は
伊
賀
朝
光
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
、
事

態
の
沈
静
化
を
図
っ
た（

（（
（

。
微
妙
（
尼
・
持
蓮
）
の
決
心
は
固
か
っ
た

よ
う
で
あ
り
、ま
た
、政
子
に
よ
る
保
忠
の
説
得
も
あ
り
、二
人
は
別
々

の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
と
『
吾
妻
鏡
』
に
は
微
妙
の
記
事
が
見
え
な
く
な
る
。
彼

女
が
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
た
の
か
は
、
全
く
わ
か
ら

な
い
。
一
方
、
微
妙
と
誓
い
合
っ
た
古
郡
保
忠
は
、
和
田
義
盛
一
族

が
滅
ん
だ
和
田
合
戦
に
お
い
て
義
盛
に
味
方
し
、
甲
斐
国
坂
東
山
波

加
利
の
東
、
競
石
郷
二
木
と
い
う
場
所
で
自
殺
し
た
と
い
う
こ
と
が

伝
わ
っ
て
い
る（

（（
（

。
微
妙
が
政
子
の
も
と
へ
の
祗
候
を
続
け
て
い
た
な

ら
ば
、
こ
の
知
ら
せ
は
彼
女
の
も
と
へ
も
届
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

微
妙
は
何
を
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

微
妙
と
い
う
女
性
は
在
京
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、
幼
い

頃
に
父
と
生
き
別
れ
、
そ
の
後
母
も
失
っ
た
。
彼
女
は
舞
曲
を
身
に

つ
け
て
鎌
倉
へ
下
向
し
た
。
父
の
手
掛
か
り
を
得
る
た
め
に
は
、
幕

府
の
中
枢
を
構
成
す
る
人
物
に
で
き
る
だ
け
近
付
く
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
そ
の
手
段
の
一
つ
が
優
れ
た
芸
能
で
あ
り
、
微
妙
に
と
っ

て
は
舞
曲
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
優
れ
た
芸
能
に
よ
り
、
彼
女
は

鎌
倉
で
比
企
能
員
の
、
続
い
て
将
軍
・
頼
家
ら
の
知
己
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
、
武
士
や
そ
の
ほ
か
の
様
々
な
職
人
た
ち
に

と
っ
て
新
た
な
祗
候
先
の
成
立
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
と
く
に
武

士
た
ち
に
と
っ
て
は
、
所
縁
関
係
が
関
東
へ
大
き
く
拡
大
す
る
き
っ

か
け
の
一
つ
と
し
て
も
作
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
微
妙
と
そ
の
家
族

に
は
有
利
に
作
用
し
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
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の
時
代
の
武
士
た
ち
は
網
目
の
よ
う
な
様
々
な
所
縁
の
な
か
に
存
在

し
て
い
た
。
内
乱
の
過
程
で
没
落
の
危
機
に
瀕
し
た
一
族
が
、
こ
の

よ
う
な
所
縁
を
活
用
す
る
こ
と
で
存
続
し
得
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

父
と
の
再
会
は
つ
い
に
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
新
た
な
権
門
都
市
・

鎌
倉
は
微
妙
に
多
く
の
出
会
い
を
も
た
ら
し
た
。
将
軍
・
頼
家
以
下
、

そ
の
母
で
あ
る
政
子
、
将
軍
の
外
戚
で
あ
る
比
企
一
族
や
、「
比
翼
連

理
」
の
約
束
を
交
わ
し
た
古
郡
保
忠
な
ど
、
幕
府
の
様
々
な
要
人
た

ち
と
も
交
流
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
出
家
の
際
に
は
、

栄
西
の
弟
子
で
あ
る
祖
達
房
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
契
り
を
交
わ

し
合
っ
た
古
郡
保
忠
は
、
や
が
て
幕
府
内
部
の
動
乱
（
和
田
合
戦
）

に
お
い
て
命
を
落
と
す
こ
と
と
な
る
。

　

斯
く
も
数
奇
な
運
命
を
辿
っ
た
一
人
の
女
性
の
人
生
は
、
こ
の
時

代
特
有
の
社
会
的
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注（
１�

）
龍
肅
『
物
語
日
本
史 

第
四
巻 

鎌
倉
時
代
』
雄
山
閣
、
一
九
三
六
年
。

（
2�

）
こ
れ
ら
の
研
究
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ひ
と
ま
ず
以
下
の
研
究
を
挙
げ

る
。
髙
橋
昌
明
『
武
士
の
成
立　

武
士
像
の
創
出
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
）。
川
合
康
「
内
乱
期
の
軍
制
と
都
の
武
士
社
会
」（『
日
本

史
研
究
』
五
〇
一
、
二
〇
〇
四
年
）、『
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
研
究
』（
校

倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。
元
木
泰
雄
『
源
義
経
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
七
年
）。
野
口
実
『
源
氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
）。

長
村
祥
知
「
後
鳥
羽
院
政
期
の
在
京
武
士
と
院
権
力
─
西
面
再
考
─
」（
上

横
手
雅
敬
編
『
鎌
倉
時
代
の
権
力
と
制
度
』
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
八
年
）。

（
３�

）
後
藤
紀
彦
「
遊
女
と
朝
廷
・
貴
族 

中
世
前
期
の
遊
女
た
ち
」『
新
訂
増

補 

週
刊
朝
日
百
科 

日
本
の
歴
史 

中
世
Ⅰ
─
３
遊
女
・
傀
儡
・
白
拍
子
』

朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
は
一
九
八
六
年
。

（
４�

）『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
五
月
十
五
日
条
の
里
見
義
成
（
傍

線
は
筆
者
。
以
下
同
）。

　
　
　
　

�

十
五
日
庚
辰
、
藍
沢
御
狩
、
事
終
入
御
富
士
野
御
旅
館
、
当
南
面
立

五
間
仮
屋
、
御
家
人
同
連
檐
、
狩
野
介
者
参
会
路
次
、
北
条
殿
者
予

被
参
候
其
所
、
令
献
駄
餉
給
、
今
日
者
依
為
斎
日
無
御
狩
、
終
日
御

酒
宴
也
、
手
越
黄
瀬
河
已
下
近
辺
遊
女
令
群
参
、
列
候
御
前
、
而
召

里
見
冠
者
義
成
、
向
後
可
為
遊
君
別
当
、
只
今
即
彼
等
群
集
、
頗
物

怱
也
、
相
卒
于
傍
、
撰
置
芸
能
者
、
可
随
召
之
由
被
仰
付
云
々
、
其

後
遊
女
事
等
至
訴
論
等
、
義
成
一
向
執
申
之
云
々
、

（
５�

）『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
六
月
十
日
条
、
嘉
禄
二
年
（
一

二
二
六
）
正
月
二
十
四
日
条
の
八
田
知
重
。

　
　

   『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
六
月
十
日
条
。

　
　
　
　

�

十
日
、天
陰
、未
明
乗
船
、〈
借
六
角
宰
相
、〉
参
八
幡
、天
明
参
宝
前
、

即
帰
宿
所
一
六
条
、
巳
時
許
参
上
、
無
程
出
御
、
例
事
等
了
、
水
御

遊
云
々
、
出
御
釣
殿
方
之
後
、
與
相
公
相
共
退
出
、
不
堪
之
輩
自
然

同
道
、
今
日
内
府
被
招
寄
、
馬
長
将
営
不
便
、
強
不
可
営
之
由
内
々

被
告
、
甚
似
有
興
、
公
私
忝
之
、
昨
日
所
申
歌
事
、
今
夜
夢
想
、
左

大
臣
殿
御
坐
此
御
所
、
予
申
云
、
袖
た
も
と
證
歌
不
覚
悟
、
可
為
病

乎
否
、
仰
云
、
旧
例
不
覚
、
可
見
此
物
、
給
塗
皮
子
、
取
其
中
草
子

少
々
引
見
之
処
、無
其
歌
、仍
昨
日
申
状
、成
後
悔
之
思
、恥
思
寝
了
、

思
此
事
甚
恐
思
、
何

（
仍
カ
）語

家
長
、
家
長
不
日
奏
聞
、
尤
片
腹
痛
、
但
有
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御
信
受
之
気
云
々
、
今
日
馬
允
知
重
召
集
白
拍
子
女
六
十
余
人
参
入

云
々
、
採
択
五
人
、
其
外
明
旦
可
令
帰
洛
之
由
被
仰
云
々
、
入
夜
八

幡
別
当
僧
都
送
垸
飯
、
存
外
芳
心
驚
奇
、
依
好
奇
有
此
好
歟
、

　
　
　

『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
正
月
二
十
四
日
条
。

　
　
　
　

�

廿
四
日
、
自
朝
天
晴
陰
、
雪
間
飛
、　

〜
中
略
〜　

心
寂
房
来
、〈
自

河
東
帰
云
々
、〉
近
日
在
京
武
士
遠
江
国
司
、〈
其
妻
武
蔵
太
郎
時
氏

母
也
、
仍
可
付
時
氏
由
関
東
許
之
云
々
、〉
本
自
酔
狂
、
飛
騨
前
司

知
重
、〈
白
拍
子
奉
行
人
、
官
軍
其
一
也
、〉
印
太
兵
衛
、〈
雅
親
卿

一
物
、〉
於
彼
宅
乱
舞
之
間
酔
郷
、知
重
被
折
肱
、印
太
被
蹂
躙
云
々
、

又
酔
中
馳
出
向
宇
治
、
夜
中
仮
宿
所
之
間
、
宇
懸
多
被
摧
破
、
向
後

尤
可
恐
事
歟
、

　
　
　

〜
後
略
〜

（
６�

）
豊
永
聡
美
「
中
世
に
お
け
る
遊
女
の
長
者
に
つ
い
て
」（
安
田
元
久
先
生

退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編『
中
世
日
本
の
諸
相 

下
巻
』吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
）。

（
７�

）
元
木
泰
雄
「
諸
大
夫
・
侍
・
凡
下
」『
今
井
林
太
郎
先
生
喜
寿
記
念 

国

史
学
論
集
』
今
井
林
太
郎
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
。

（
８�

）
岡
陽
一
郎
「
海
と
河
内
源
氏
」『
古
代
文
化
』
五
六
─
六
、二
〇
〇
二
年
。

（
９�

）野
口
実『
源
氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
七
年
）。
川
合
康「
内

乱
期
の
軍
制
と
都
の
武
士
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
五
〇
一
、
二
〇
〇
四

年
）、「
中
世
武
士
の
移
動
の
諸
相
─
院
政
期
武
士
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
め
ぐ
っ
て
─
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編
『
歴
史
の
な
か
の
移
動

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〈
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
叢
書
１
〉』
桜
井
書
店
、
二

〇
〇
七
年
）。
秋
山
哲
雄
「
移
動
す
る
武
士
た
ち
」（『
国
士
舘
史
学
』
一
二
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
10�

）
注
（
９
）
に
同
じ
。

（
11�

）
こ
の
当
時
、
正
三
位
、
左
衛
門
督
。
同
年
七
月
二
十
二
日
、
従
二
位
に

昇
進
し
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

（
12�

）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
三
月
八
日
条

　
　
　
　

�

三
月
小
、
八
日
癸
丑
、
御
所
御
鞠
、
人
数
如
例
、
此
御
会
連
日
儀
也
、

其
後
入
御
于
比
企
判
官
能
員
之
宅
、
庭
樹
花
盛
之
間
、
兼
啓
案
内
之

故
也
、
爰
有
自
京
都
下
向
舞
女
、〈
号
微
妙
、〉
盃
酌
之
際
被
召
出
之
、

歌
舞
尽
曲
、
金（

源
頼
家
）吾頻

感
給
之
、
廷
尉
申
云
、
此
舞
女
依
有
愁
訴
之
旨
、

凌
山
河
参
向
、
早
直
可
被
尋
聞
食
者
、
金
吾
令
尋
其
旨
給
之
処
、
彼

女
落
涙
数
行
、
無
左
右
不
出
詞
、
恩
問
及
度
々
之
間
、
申
云
、
去
建

久
年
中
、
父
右
兵
衛
尉
為
成
、
依
不

（
人
カ
）讒

為
官
人
被
禁
獄
、
而
以
西

獄
囚
人
等
、
為
給
奥
州
夷
、
被
放
遣
之
、
将
軍
家
雑
色
請
取
下
向
畢
、

為
成
在
其
中
、
母
不
堪
愁
歎
卒
去
、
其
時
我
七
歳
也
、
無
兄
弟
親
昵
、

多
年
沈
孤
独
之
恨
、
漸
長
大
之
今
、
恋
慕
切
之
故
、
為
知
彼
存
亡
、

始
慣
当
道
、而
赴
東
路
云
々
、聞
之
輩
悉
催
悲
涙
、速
遣
御
使
於
奥
州
、

可
被
尋
仰
之
由
、
有
其
沙
汰
、
盃
酒
及
終
夜
、
鶏
鳴
以
後
令
還
給
、

（
13�

）
注
（
９
）
に
同
じ
。

（
14�

）
古
記
録
類
に
所
見
し
た
「
為
成
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�　

『
吉
記
』
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
四
月
二
十
七
日
条
、
後
白
河
院
が

受
戒
の
た
め
延
暦
寺
へ
。「
蔵
人
藤
原
為
成
、〈
松
重
狩
襖
、付
藤
、紅
打
衣
、

生
単
、
二
藍
奴
袴
、〉」
が
童
一
人
・
雑
色
四
人
を
連
れ
比
叡
山
上
で
供
奉

し
た
。

　
　

�　
『
玉
葉
』治
承
三
年（
一
一
七
九
）八
月
十
一
日
条
、源
信
政
と「
藤
為
成
」

（
信
政
・
為
成
は
蔵
人
）
が
、
両
社
行
幸
の
舞
人
を
勤
仕
し
た
こ
と
で
そ

れ
ぞ
れ
の
官
職（
信
政
は
左
近
将
監
、為
成
は
右
兵
衛
尉
）に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
十
九
日
条
、
賀
茂
臨
時

祭
八
名
の
舞
人
の
な
か
に
、
蔵
人
右
近
将
監
信
政
と
「
蔵
人
右
兵
衛
尉
為
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成
」
が
い
る
。

　
　

�　

『
玉
葉
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
正
月
二
十
八
日
条
、
除
目
で
左
衛

門
権
少
尉
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
朝
綱
（
宇
都
宮
朝
綱
）、
右
兵
衛
権
少
尉

正
六
位
上
源
朝
臣
信
政
ら
の
ほ
か
、「（
左
衛
門
）
権
少
尉
正
六
位
上
藤
原

朝
臣
為
成
」
が
い
る
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
二
月
二
十
一
日
条
、
高
倉
譲
位

の
儀
式
に「
蔵
人
左
衛
門
尉
為（

成

盛カ
）〈
非
廷
尉
、〉」が
参
仕
し
て
い
る
。
ま
た
、

直
後
に
院
司
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
な
か
の
判
官
代
に
「
正
六
位
上
行
左
衛

門
少
尉
藤
原
為
成
」
や
正
六
位
上
行
左
兵
衛
少
尉
源
信
政
ら
が
い
る
。

　
　

�　

『
玉
葉
』
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
四
月
十
七
日
条
、
賀
茂
詣
で
、「
小

童
馬
僕
従
等
」
の
な
か
に
「
張
口
次
童
二
人
〈
一
人
左
衛
門
大
夫
為
成
子
、

一
人
其
息
兵
衛
尉
成
国
等
也
、（
以
下
略
）、」
と
い
う
よ
う
に
、「
左
衛
門

大
夫
為
成
」
の
親
族
が
参
仕
し
て
い
る
。

　
　

�　

以
上
の
「
藤
原
為
成
」
は
、
高
倉
天
皇
の
蔵
人
を
務
め
な
が
ら
右
兵
衛

尉
・
左
衛
門
尉
を
経
て
、
高
倉
退
位
後
は
そ
の
判
官
代
と
な
り
引
き
続
き

高
倉
院
に
祗
候
し
て
い
る
。
左
衛
門
尉
に
任
官
し
た
と
き
は
宇
都
宮
朝
綱

と
同
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
在
京
中
の
東
国
武
士
ら
と
の
接
点
も
随
所
に
存

在
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
幕
府
御
家
人
に
名
を
連
ね
る
武
士
た
ち

と
、「
一
所
傍
輩
之
好
」
を
結
ん
で
い
た
と
し
て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
、
こ
の
「
藤
原
為
成
」
は
良
門
流
藤
原
為
兼
の
子
に
比
定
が
可
能
と

思
わ
れ
る
。
微
妙
の
証
言
通
り
右
兵
衛
尉
の
官
歴
を
持
つ
こ
と
、
建
久
年

間
以
前
に
そ
の
活
動
が
見
え
な
く
な
る
（
建
久
五
年
の
賀
茂
詣
の
際
に
は

子
息
が
舞
人
を
務
め
て
い
る
）
こ
と
な
ど
、
微
妙
と
の
繋
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
状
況
証
拠
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
が
、
確
証
に
は
欠
け
る
。

＊

　
　

�　

ま
た
、
摂
関
家
（
近
衛
家
）
の
家
人
ら
し
き
「
散
位
為
成
」（
長
良
流

藤
原
為
宗
の
子
に
比
定
可
カ
）、
と
い
う
人
物
も
い
る
。

　
　

�　

『
吉
記
』
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
一
月
三
日
条
、
近
衛
通
子
が
里

亭
（
殿
下
御
所
五
条
殿
）
へ
退
出
す
る
際
の
行
列
に
、諸
大
夫
「
散
位
為
成
」

と
い
う
人
物
が
い
る
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
八
月
二
十
二
日
条
、
行
事
所
を

設
け
た
な
か
で
、「
斎
場
所
」
に
「
左
馬
助
藤
原
朝
臣
為
成
」
が
い
る
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
八
月
二
十
四
日
条
、
摂
政
（
近

衛
基
通
）初
度
上
表
の
と
き
、参
仕
者
の
な
か
に「
右
馬
助
為
成
、〈
帯
剣
、〉」

が
い
る
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
九
月
二
十
八
日
条
、
吉
田
経
房

が
任
中
納
言
の
拝
賀
を
行
っ
た
と
き
、摂
政
（
近
衛
基
通
）
の
申
次
に
「
右

馬
助
為
成
」
が
い
る
。

　
　

�　

い
ず
れ
も
摂
関
家
（
近
衛
家
）
に
奉
仕
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
同
一
人

物
と
見
て
よ
か
ろ
う
（
左
と
右
は
誤
記
も
多
い
た
め
、
左
馬
助
為
成
と
右

馬
助
為
成
は
同
一
人
物
を
指
す
と
見
ら
れ
る
）。

＊

　
　

�　

な
お
、
他
に
安
元
元
年
に
内
給
で
左
兵
衛
尉
に
任
官
す
る
「
為
成
」、

元
暦
元
年
七
月
二
十
四
日
条
に
即
位
叙
位
で
従
五
位
下
と
な
る
「
橘
為
成
、

〈
氏
、〉」、藤
原
経
房
の
猶
子
と
な
る「
為
成
」（
為
房
流
藤
原
為
親
の
子
。『
尊

卑
分
脈
』
の
頭
注
に
「
按
仁
和
寺
文
書
藤
経
房
卿
為
子
」
と
あ
る
）
な
ど

も
見
出
し
た
。

（
15�

）『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
六
月
五
日
条

　
　
　
　

�

五
日
丙
辰
、
囚
人
前
廷
尉
季
貞
子
息
有
源
太
宗
季
者
、〈
後
日
為
逸

見
冠
者
光
長
猶
子
、
改
宗
長
、〉
為
見
季
貞
存
亡
、
密
々
下
向
、
是

弓
馬
伝
芸
、
剰
作
矢
達
者
也
、
受
矢
野
橘
内
所
口
伝
云
々
、
上
総
国

飯
富
庄
者
、
為
外
戚
伝
領
之
間
、
有
其
便
、
当
国
住
人
中
禅
寺
奥
次
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郎
弘
長
為
知
音
也
、
宗
季
作
矢
之
由
、
弘
長
申
之
、
二
品
被
仰
可
覧

其
堪
否
之
由
、
仍
今
日
宗
季
作
献
野
箭
一
腰
、
相
叶
御
意
之
間
、
可

列
御
家
人
之
由
、
被
仰
出
云
々
、（
以
下
略
）

（
16�

）
季
貞
は
壇
ノ
浦
合
戦
ま
で
平
家
に
従
い
、
合
戦
後
に
生
け
捕
ら
れ
て
い

る
（『
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
四
月
十
一
日
条
）。

（
17�

）
光
季
の
子
・
民
部
大
夫
光
行
は
三
善
康
信
と
と
も
に
鎌
倉
へ
下
向
し
た

（『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
月
十
四
日
条
）。
光
行
の
下
向
は
、

父
・
光
季
が
平
家
に
与
し
た
こ
と
を
弁
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
同
時
に
下
向
し
た
三
善
康
信
に
よ

る
頼
朝
へ
の
紹
介
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
光
行

と
康
信
と
の
所
縁
も
、
京
都
に
お
け
る
何
ら
か
の
「
一
所
傍
輩
之
好
」
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
光
季
も
光
行
も
頼
朝
よ
り
宥
免
さ
れ
る

（
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
四
月
二
十
二
日
条
）。

（
18�

）
工
藤
祐
経
は
在
京
中
に
滝
口
の
武
士
を
勤
め
て
い
た
が
、
そ
の
在
京
中

に「
歌
吹
曲
」に
携
わ
っ
た
と
さ
れ
る（『
吾
妻
鏡
』文
治
二
年（
一
一
八
六
）

四
月
八
日
条
）。

（
19�

）
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
小
山
政
光
妻
（
八
田
宗
綱
女
、
寒
河
尼
）。

こ
の
ほ
か
甲
斐
源
氏
の
武
田
氏
の
妻
子
も
内
乱
時
に
在
京
し
て
い
た
が
、

こ
の
母
子
は
悲
惨
な
運
命
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

�　

『
山
槐
記
』
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
二
十
四
日
条

　
　
　
　

�

大
理
〈
時
忠
、〉
被
談
云
、
今
日
謁
申
入
道
大
相
国
、
被
命
云
、
甲

斐
国
逆
賊
武
田
妻
并
最
愛
子
童
頸
夜
中
切
之
、
差
串
立
武
田
門
前
、

不
知
誰
人
所
為
、
不
可
説
事
也
者
、

　
　

�　

ま
た
、
幕
府
成
立
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
三
浦
泰
村
は
妻
同
伴
で
大
番

役
と
し
て
京
都
へ
出
か
け
て
ゆ
く
。

　
　

�　

『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
九
月
十
日
条

　
　
　
　

�

十
日
甲
戌
、
晴
、
辰
剋
、
駿
河
次
郎
泰
村
相
具
妻
室
〈
武
州
御
息
女
、〉

上
洛
、
是
為
大
番
勤
仕
也
、

　
　

�　

こ
の
ほ
か
注
（
９
）
も
参
照
。

（
20�

）
塩
谷
順
耳
「
武
士
団
の
東
北
移
住
─
橘
氏
（
小
鹿
島
氏
）
を
中
心
に
」『
歴

史
』
一
九
、
一
九
五
八
年
。
拙
稿
「
小
鹿
島
橘
氏
の
治
承
・
寿
永
内
乱
─

鎌
倉
幕
府
成
立
史
に
寄
せ
て
─
」『
紫
苑
』
八
、
二
〇
一
〇
年
。

（
21�

）
微
妙
が
頼
家
と
の
対
面
を
果
た
し
た
の
は
比
企
能
員
邸
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
、
微
妙
の
親
族
の
誰
か
と
比
企
能
員
と
の
縁
故
関
係
を
想
定
す
る
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
今
回
は
追
究
し
得
な
か
っ
た
。

（
22�

）
遠
藤
巌
氏
は
、『
都
玉
記
』
の
記
事
も
引
用
し
つ
つ
、
建
久
二
年
（
一

一
九
一
）
に
配
流
さ
れ
た
「
京
中
強
盗
等
（
中
略
）
見
在
十
人
」
の
う
ち

の
一
人
が
為
成
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（「
中
世
国
家
の
東
夷
成
敗
権
に

つ
い
て
」『
松
前
藩
と
松
前
』
九
、
松
前
町
史
編
集
室
、
一
九
七
六
年
）。

そ
の
見
解
に
従
え
ば
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
は
微
妙
は
一
八
歳
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
　

�　
『
都
玉
記
』（『
日
野
中
納
言
資
実
卿
記
』）（『
歴
代
残
闕
日
記
』
巻
三
十
）

建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
十
一
月
二
十
二
日
条

　
　
　
　

�

廿
二
日
、
丁
卯
、
天
晴
、
朝
間
無
別
事
、
未
斜
還
御
、
今
日
京
中
強

盗
等
取
被
遣
前（

源
頼
朝
）

大
将
許
也
、
於
六
条
河
原
官
人
渡
武
士
云
々
、
見
在

十
人
也
、
於
死
罪
者
停
止
、
年
来
官
人
下
部
等
有
容
隠
之
時
、
雖

強
盗
頗
加
寛
宥
赦
令
時
原
免
如
本
、
又
犯
之
、
仍
遣
関
東
可
遣
夷
島

云
々
、
永
不
可
帰
京
、
是
又
非
死
罪
、
将
軍
奏
請
云
々
、
人
以
甘
心
、

　
　

�　

ち
な
み
に
、
獄
の
囚
人
を
奥
州
へ
遣
わ
し
た
と
い
う
記
述
の
『
吾
妻
鏡
』

に
お
け
る
初
出
は
、
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
六
月
二
十
五
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　

�
廿
五
日
甲
寅
、
獄
囚
数
輩
自
京
師
被
召
下
其
身
可
流
遣
奥
州
之
由
、

被
仰
左（

伊

沢

家

景

）

近
将
監
家
景
眼
代
之
、
是
強
盗
之
類
云
々
、

48

（
23�

）
遠
藤
氏
、
注
（
22
）
論
文
。

（
24�

）
美
川
圭
「
中
世
成
立
期
の
京
都
─
権
門
都
市
の
成
立
─
」『
日
本
史
研
究
』

四
七
六
、
二
〇
〇
二
年
。

（
25�

）
村
井
康
彦
『
古
代
國
家
解
体
過
程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、一
九
六
五
年
）。

脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九

六
九
年
）。
戸
田
芳
実
「
王
朝
都
市
と
荘
園
体
制
」（『
初
期
中
世
社
会
史

の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
）。

（
26�

）
五
味
文
彦
氏
は
、
奥
州
か
ら
西
海
に
ま
た
が
る
活
動
を
展
開
す
る
摂
関

家
御
厩
舎
人
と
金
商
人
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
た
（「
日
宋
貿
易
の
社
会

構
造
」『
今
井
林
太
郎
先
生
喜
寿
記
念 

国
史
学
論
集
』
今
井
林
太
郎
先
生

喜
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）。
ま
た
、
野
口
実
氏
は
、
手

工
業
者
は
下
級
官
人
で
あ
る
と
と
も
に
有
力
権
門
の
家
産
機
構
に
も
従
属

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
京
都
七
条
町
か
ら
列
島
諸
地
域
へ
─
武

士
と
生
産
・
流
通
─
」『
兵
た
ち
の
時
代
Ⅱ
兵
た
ち
の
生
活
文
化
』
高
志

書
院
、
二
〇
一
〇
年
）。
野
口
氏
は
、
武
士
の
事
例
で
あ
る
が
、
摂
関
家

家
屋
機
構
に
依
存
し
な
が
ら
列
島
各
地
の
摂
関
家
領
を
つ
な
ぐ
活
動
を

行
っ
て
い
た
源
為
義
の
時
代
の
河
内
源
氏
の
存
在
形
態
も
紹
介
し
て
い
る

（『
源
氏
と
坂
東
武
士
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
摂
関
家
家
産
機
構
に
依
拠
し
た
人
々
の
活
動
を
示
し
て
い
る
が
、
他

の
権
門
も
同
様
の
活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
27�

）『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
四
月
十
八
日
条
、八
月
十
九
日
条
。

絵
師
・
下
総
権
守
為
久
は
、
馬
な
ど
の
餞
物
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

�

十
八
日
丙
戌
、
依
殊
御
願
、
仰
下
下
総
権
守
為
久
、
被
奉
図
絵
正
観

音
像
、
為
久
着
束
帯
役
之
、
潔
斎
已
満
百
日
、
今
日
奉
始
之
云
々
、

武
衛
又
御
精
進
読
誦
観
音
品
給
云
々
、

　
　
　
　

�

十
九
日
乙
亥
、
絵
師
下
総
権
守
為
久
帰
洛
、
賜
御
馬
〈
置
鞍
、〉
已

下
餞
物
云
々
、

（
28�

）『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
十
月
七
日
条
、十
一
月
十
二
日
条
。

楽
人
・
多
好
方
は
秘
曲
伝
授
の
賞
と
し
て
飛
騨
国
荒
木
郷
の
地
頭
職
を
与

え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

�

七
日
庚
子
、
多
好
節
依
召
自
京
都
参
着
、
来
月
於
鶴
岡
依
可
有
御
神

楽
也
、
又
右
近
将
監
久
家
同
帰
参
、
是
為
令
相
伝
秘
曲
、
先
日
所
上

洛
也
、
宮
人
曲
、
不
残
一
事
、
伝
受
之
由
申
之
、
加
之
好
方
載
状
、

言
上
其
旨
、
非
譜
第
之
輩
、
雖
不
伝
此
曲
、
随
厳
命
、
悉
以
令
授
之

由
云
々
、

　
　
　
　

�

十
二
日
乙
亥
、
右
近
将
監
多
好
方
承
神
楽
賞
、
今
日
以
飛
騨
国
荒
木

郷
地
頭
職
、
被
成
政
所
御
下
文
訖
、
於
国
衙
之
課
役
者
、
任
先
例
可

致
其
勤
之
由
、
所
被
載
也
、
因
幡
前
司
広
元
、
民
部
大
夫
行
政
等
奉

行
之
云
々
、

（
29�

）『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
二
月
六
日
条

　
　
　
　

�

二
月
大
、
六
日
戊
午
、
鶴（

定

親

）

岡
別
当
法
印
参
御
所
、
奉
盃
酒
、
相（

時
房
）州
、

武（
泰
時
）州
参
給
、
駿（

三
浦
義
村
）

河
前
司
已
下
数
輩
候
座
、
爰
上
綱
具
参
児
童
之
中
有

芸
能
抜
群
之
者
、
依
仰
数
度
翻
廻
雪
袖
、
満
座
催
其
興
、
将
軍
家
又

御
感
之
余
、
令
問
其
父
祖
給
、
法
印
申
云
、
承
久
兵
乱
之
時
、
不
図

被
召
加
官
軍
之
勝
木
七
郎
則
宗
子
也
、
被
収
公
所
領
之
間
、
則
宗
妻

息
従
類
悉
以
離
散
、
其
身
交
山
林
云
々
、
武
州
尤
不
便
之
由
申
給
、

彼
則
宗
者
、正
治
之
比
、与
同
平
景
時
之
間
、被
召
禁
畢
、適
蒙
免
許
、

下
向
本
所
筑
前
国
之
後
、
候
院
西
面
云
々
、

　

�　

   『
吾
妻
鏡
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
二
月
八
日
条

　
　
　
　

�

八
日
庚
申
、
勝
木
七
郎
則
宗
返
給
本
領
筑
前
国
勝
木
庄
也
、
此
所
、

中
野
太
郎
助
能
為
承
久
勲
功
賞
、
雖
令
拝
領
、
依
被
賞
子
息
児
童
、

給
則
宗
畢
、
助
能
又
賜
替
筑
後
国
高
津
包
行
両
名
、
武
州
殊
沙
汰
之
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給
云
々
、

（
30�
）『
吾
妻
鏡
』
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
二
月
二
十
五
日
条

　
　
　
　

�
廿
五
日
丙
申
、
囚
人
渋
河
刑
部
六
郎
兼
守
事
、
明
暁
可
誅
之
旨
、
被

仰（
安
達
景
盛
）

景
盛
訖
、
兼
守
伝
聞
之
、
不
堪
其
愁
緒
、
進
十
首
詠
歌
於
荏
柄
聖

廟
云
々
、

　

�　

   『
吾
妻
鏡
』
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
二
月
二
十
五
日
条

　
　
　
　

�

廿
六
日
丁
酉
、
晴
、
工
藤
藤
三
祐
高
、
去
夜
参
籠
荏
柄
社
、
今
朝
退

出
之
刻
、
取
昨
日
兼
守
所
奉
之
十
首
歌
、
持
参
御
所
、
将（

源
実
朝
）

軍
家
依
賞

翫
此
道
給
、
御
感
之
余
、
則
被
宥
其
過
矣
、
兼
守
愁
虚
名
奉
篇
什
、

已
預
天
神
之
利
生
、亦
蒙
将
軍
之
恩
化
、凡
感
鬼
神
、只
在
和
歌
者
歟
、

（
31�

）
注
（
30
）
に
紹
介
し
た
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
二
月
二
十
五
日
条
に

「
凡
感
鬼
神
、
只
在
和
歌
者
歟
、」
と
あ
る
の
は
、
た
と
え
ば
『
古
今
和
歌

集
』
真
名
序
の
「
動
天
地
、
感
鬼
神
、
化
人
倫
、
和
夫
婦
、
莫
宜
於
和
歌
」

な
ど
と
も
通
ず
る
。
ま
た
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
九
「
歌
読
テ
被
免
罪
事
」

に
は
、
当
座
に
詠
歌
を
作
り
宥
免
さ
れ
た
人
物
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
32�

）『
吾
妻
鏡
』
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
五
月
十
一
日
条

　
　
　
　

�

十
一
日
庚
戌
、
於
将

（
九
条
頼
嗣
）

軍
御
方
有
御
酒
宴
、
大

（
九
条
頼
経
）殿

入
御
、
武

（
北
条
経
時
）

州
、

北（

北

条

時

頼

）

条
左
親
衛
等
被
候
座
、
舞
女
、〈
祗
光
、
今
出
河
殿
白
拍
子
、

年
廿
二
、〉
施
妙
曲
、
大（

結

城

朝

広

）

蔵
権
少
輔
朝
広
、
能（

三

浦

光

村

）

登
前
司
光
村
、

和（

二

階

堂

行

方

）

泉
前
司
行
方
、
佐（

後

藤

基

隆

）

渡
五
郎
左
衛
門
尉
基
隆
等
答
弁
猿
楽
云
々
、

（
33�

）
た
と
え
ば
、『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
九
月
五
日
条
に
見

え
る
後
藤
基
綱
邸
な
ど
。

　
　
　
　

�

九
月
大
、
五
日
戊
申
、
天
霽
、
将
軍
家
入
御
佐
渡
前
司
基
綱
大
倉

家
、
武（

経
時
）州

、
并
北（

時

頼

）

条
左
近
大
夫
将
監
、
前（

政

村

）

右
馬
権
頭
、
遠（

大
仏
朝
直
）

江
守
、

越（
名
越
光
時
）

後
守
、
丹（

足
利
泰
氏
）

後
前
司
、
備（

名
越
時
長
）

前
守
、
陸（

金

沢

実

時

）

奥
掃
部
助
、
遠（

名

越

時

章

）

江
式
部
大
夫
、

相（

北

条

時

直

）

模
式
部
大
夫
、
若（

三
浦
泰
村
）

狭
前
司
、
秋（

安
達
義
景
）

田
城
介
、
能（

三
浦
光
村
）

登
前
司
、
下（

宇
都
宮
泰
綱
）

野
前
司
、

壱（
佐
々
木
泰
綱
）

岐
前
司
、
上（

千
葉
秀
胤
）

総
権
介
以
下
供
奉
、
隠（

佐

々

木

泰

清

）

岐
次
郎
左
衛
門
尉
懸
御
調

度
、
於
彼
所
和
歌
管
絃
等
御
会
、
能
登
前
司
、
壱
岐
前
司
等
弾
琵
琶
、

二（
飛
鳥
井
教
定
）

条
中
将
、
壬
生
侍
従
、
相（

北

条

資

時

）

模
三
郎
入
道
、
河（

源

親

行

）

内
式
部
大
夫
等
参
会
、

此
所
素
属
山
陰
、
閑
寂
幽
棲
也
、
加
之
紅
葉
緑
松
交
枝
之
体
、
黄
菊

青
苔
帯
露
之
粧
、
感
荷
非
一
、
亦
臨
薄
暮
、
舞
女
両
三
輩
参
入
、
翻

廻
雪
之
袖
、
人
々
及
猿
楽
、
鶏
鳴
以
後
還
御
、
基
綱
奉
御
贈
物
云
々
、

（
34�

）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
月
五
日
条

　
　
　
　

�

五
日
丙
子
、
所
被
遣
奥
州
之
雑
色
男
帰
参
、
舞
女
父
為
成
已
亡
云
々
、

彼
女
涕
泣
悶
絶
躄
地
云
々
、

（
35�

）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
月
十
五
日
条

　
　
　
　

�

十
五
日
丙
戌
、
晴
、
鶴
岡
放
生
会
如
例
、
将
軍
家
御
参
宮
、
入
夜
、

舞
女
微
妙
於
栄
西
律
師
禅
坊
遂
出
家
、〈
号
持
蓮
、〉
為
訪
父
夢
後

云
々
、
尼（

北
条
政
子
）

御
台
所
御
哀
憐
之
余
、
賜
居
所
於
深
沢
里
辺
、
常
可
参
御

持
仏
堂
砌
之
由
、
被
仰
含
云
々
、
此
女
、
日
来
古
郡
左
衛
門
尉
保
忠

密
通
、
成
比
翼
連
理
契
之
処
、
保
忠
下
向
甲
斐
国
、
不
待
帰
来
、
有

此
儀
、
不
堪
悲
歎
之
故
也
、

（
36�

）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
月
二
十
四
日
条

　
　
　
　

�

廿
四
日
乙
未
、
入
夜
、
亀
谷
辺
騒
動
、
是
古
郡
左
衛
門
尉
保
忠
為
訪

舞
女
微
妙
出
家
事
、
自
甲
州
到
着
、
而
彼
女
属
栄
西
律
師
門
弟
祖
達

房
、
聞
令
落
餝
之
由
、
先
至
件
室
、
称
可
尋
問
子
細
誓
盟
、
祖
達
怖

畏
之
余
、
奔
参
御
所
門
前
、
此
間
、
保
忠
難
休
欝
憤
兮
、
打
擲
従
僧

等
、
依
之
近
隣
輩
雖
競
集
、
非
異
事
之
間
、
即
分
散
、
又
尼（

北
条
政
子
）

御
台
所

遣
朝（

伊
賀
）光

、
宥
保
忠
給
、

（
37�
）『
吾
妻
鏡
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
八
月
二
十
七
日
条

　
　
　
　

�
廿
七
日
戊
戌
、
今
日
保
忠
蒙
御
気
色
、
是
去
夜
打
擲
祖
達
房
従
僧
之

間
、
依
彼
憤
也
、
僧
徒
之
法
、
以
人
々
帰
善
為
本
意
之
故
、
無
左
右

50

令
除
髪
授
戒
歟
、
而
理
不
尽
所
行
奇
怪
之
由
、
尼（

北
条
政
子
）

御
台
所
以
義（

和
田
）盛

、

朝（
伊
賀
）光

等
被
仰
之
云
々
、

（
38�

）『
吾
妻
鏡
』
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
五
月
四
日
条

　
　
　
　

�

四
日
甲
辰
、
小
雨
降
、
古
郡
左
衛
門
尉
兄
弟
者
、
於
甲
斐
国
坂
東
山

波
加
利
之
東
競
石
郷
二
木
自
殺
矣
、
和
田
新
左
衛
門
尉
常
盛
、〈
年

四
十
二
、〉
并
横
山
右
馬
允
時
兼
、〈
年
六
十
一
、〉
等
者
於
坂
東
山

償
原
別
所
自
殺
云
々
、（
以
下
略
）

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
平
成
二
二
年
度
共
同
研
究
「
中

世
前
期
に
お
け
る
都
鄙
の
文
化
・
社
会
情
況
（
法
然
・
親
鸞
登
場
の
歴
史
的
背

景
に
関
す
る
研
究
Ⅱ
）」
に
よ
る
成
果
の
一
部
、
及
び
京
都
女
子
大
学
宗
教
・

文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
の
成
果
で
あ
る
。
共
同
研
究
を

主
宰
さ
れ
毎
回
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
野
口
実
先
生
と
、
積
極
的
に

参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
る
講
読
会
参
加
者
全
員
へ
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

　

ま
た
、
関
西
学
院
大
学
大
学
院
日
本
史
学
研
究
演
習
の
出
席
諸
氏
、
特
に
西

山
克
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た

い
。

　

執
筆
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
の
野

口
実
先
生
、
編
集
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
山
本
み
な
み
氏
に
、
衷
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。



51

　
　
　

は
じ
め
に

　

鎌
倉
幕
府
歴
代
将
軍
の
御
台
所
に
つ
い
て
は
、
頼
朝
御
台
所
で
あ

る
北
条
政
子
を
は
じ
め
と
し
て（

１
）、

実
朝
御
台
所
で
あ
る
本
覚
尼
に
関

す
る
研
究（

２
）、
竹
御
所
に
関
す
る
研
究（

３
）、
摂
家
将
軍
頼
経
・
頼
嗣
の
御

台
所
に
関
す
る
研
究（

４
）が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
尊
親

王
の
御
息
所
で
あ
る
近
衛
宰
子
を
中
心
に
扱
っ
た
研
究
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
宗
尊
親
王
は
幕
府
念
願
の
親
王
将
軍
で
あ
り
、
そ
の
御
息

所
で
あ
っ
た
近
衛
宰
子
の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
と
考
え
る
。
将

軍
の
正
妻
を
表
す
「
御
台
所
」
で
は
な
く
、親
王
妃
を
表
す
「
御
息
所
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
将
軍
の
正
妻
と
は
異
な

る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
ま
た
、
近
衛
宰
子
に
つ
い
て
論

ず
る
こ
と
は
、
宗
尊
親
王
将
軍
期
の
朝
幕
関
係
や
将
軍
権
力
・
得
宗

権
力
と
い
っ
た
幕
府
の
政
治
構
造
を
考
察
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
宗
尊
親
王
御
息
所
で
あ
る
近
衛
宰
子
に
焦
点
を

当
て
、
そ
の
生
涯
を
辿
る
こ
と
で
彼
女
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
宰
子
の
夫
と
な
る
宗
尊
親
王
に
つ
い
て
触
れ

た
後
、そ
の
婚
姻
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
婚
姻
に
つ
い
て
は
、近
衛
家
・

北
条
氏
（
得
宗
家
）
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
分
析
し
、
な
ぜ
文
応

元
年
（
一
二
六
〇
）
に
宰
子
が
選
ば
れ
て
宗
尊
親
王
に
嫁
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
婚
姻
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
次
に
京
都
送
還
と
な
る
ま
で
の
鎌
倉

で
の
日
々
を
追
う
が
、
公
式
行
事
・
祭
祀
へ
の
参
加
と
出
産
の
二
つ

に
大
別
し
て
宰
子
の
御
息
所
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し
、
最
後
に
、

宰
子
と
夫
の
宗
尊
親
王
も
帰
洛
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
松
殿
法
印

（
後
に
権
僧
正
）良
基
と
の
密
通
事
件
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

ま
た
行
論
上
で
適
宜
、
将
軍
権
力
問
題
や
得
宗
専
制
論
に
も
言
及
し

た
い
。

　
　
　

第
一
章　

婚
姻
ま
で
の
流
れ

　
　
　
　

第
一
節　

宗
尊
親
王
の
関
東
下
向

　

ま
ず
、
宰
子
の
夫
と
な
る
宗
尊
親
王
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い（

５
）。

宗
尊
は
後
嵯
峨
天
皇
の
第
一
子
で
、
母
は
平
棟
子
で
あ
る
。
幼
少
期

は
承
明
門
院
の
も
と
で
育
っ
て
お
り（

６
）、大
宮
院
姞
子（
西
園
寺
実
氏
女
）

を
母
と
す
る
異
母
弟
後
深
草
、
亀
山
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
母

親
の
出
自
が
低
い
宗
尊
が
皇
位
に
就
く
可
能
性
は
な
く
な
っ
た
。
こ

の
場
合
、
出
家
さ
せ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
な
の
だ
が（

７
）、
宗
尊
は
後
嵯

近
衛
宰
子
論　
─
宗
尊
親
王
御
息
所
と
し
て
の
立
場
か
ら
─

山
本
み
な
み
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峨
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
た
め
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
正

月
二
十
八
日
に
は
親
王
宣
下
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
宗
尊
は
宝
治
元

年
（
一
二
四
七
）
に
は
、
式
乾
門
院
利
子
と
猶
子
関
係
を
結
び
、
翌

宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
は
、
室
町
院
暉
子
と
「
父
子
御
契
約
」

を
結
ん
だ
。
菊
地
大
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
宗
尊
が
後
高
倉
皇
統
に
連
な

る
未
婚
の
皇
女
た
ち
と
猶
子
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
、
彼
が
後
高
倉
皇

統
そ
の
も
の
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
後

嵯
峨
天
皇
の
強
力
な
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う（

８
）。
し
か
し
な
が
ら
、
皇

位
に
就
く
可
能
性
の
な
い
親
王
が
在
俗
の
ま
ま
存
在
す
る
に
は
限
界

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
へ
幕
府
か
ら
将
軍
就
任
の
要
請
が
あ

り
、宗
尊
は
源
姓
と
は
な
ら
ず
親
王
の
ま
ま
、下
向
し
た
の
で
あ
っ
た
。

後
高
倉
皇
統
を
後
嵯
峨
皇
統
へ
収
斂
さ
せ
る
役
割
を
宗
尊
に
期
待
す

る
後
嵯
峨
天
皇
に
と
っ
て
も
、
親
王
将
軍
に
価
値
を
見
出
す
北
条
氏

に
と
っ
て
も
、
宗
尊
が
親
王
の
ま
ま
下
向
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

　

建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
二
日
、
宗
尊
は
関
東
へ
と
下
向
し

た（
９
）。

関
東
下
向
の
際
、
後
嵯
峨
天
皇
は
将
軍
御
所
に
仕
え
る
こ
と
と

上
皇
の
御
所
に
仕
え
る
こ
と
は
同
じ
待
遇
に
し
、
官
職
に
つ
い
て
は

如
何
な
る
差
も
設
け
な
い
と
仰
せ
ら
れ
た
、
と
い
う（

（（
（

。
よ
っ
て
関
東

伺
候
廷
臣
と
朝
廷
出
仕
の
廷
臣
は
同
等
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
後
関
東

に
下
向
し
た
彼
ら
は
宗
尊
の
周
辺
で
さ
な
が
ら
天
皇
御
所
の
ご
と
く

文
化
を
開
花
さ
せ
る（

（（
（

。
ま
た
、
幕
府
は
宗
尊
の
将
軍
就
任
に
際
し
て
、

武
家
の
眉
目
、
つ
ま
り
名
誉
で
あ
る
と
し
て
宗
尊
を
貴
ん
だ（

（（
（

。
宗
尊

の
た
め
に
幕
府
は
新
し
い
将
軍
御
所
を
造
営
し
、
ま
た
新
制
を
次
々

と
設
け
た
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
四
月
に
は
、
新
た
に
格
子
番

六
番
を
定
め
、
ま
た
必
ず
将
軍
が
参
加
す
る
こ
と
が
例
で
あ
っ
た
鶴

岡
八
幡
宮
臨
時
祭
は
、
親
王
行
啓
は
容
易
で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、

以
後
奉
幣
使
を
遣
わ
す
こ
と
と
し
た
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
十

二
月
に
は
、宗
尊
の
意
向
を
受
け
た
評
定
の
結
果
、近
臣
に
つ
い
て
は
、

朝
廷
の
要
職
で
な
い
限
り
、
成
功
な
く
し
て
特
別
任
用
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
。
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十
二
月
に
は
、
廂
御

所
に
番
衆
を
置
き
、
御
家
人
に
交
代
結
番
さ
せ
た
。
文
応
元
年
（
一

二
六
〇
）
正
月
に
は
、
昼
番
衆
を
定
め
、
和
歌
、
蹴
鞠
、
管
絃
等
の

う
ち
、
一
芸
に
通
ず
る
者
を
選
任
し
て
、
将
軍
の
側
近
に
さ
せ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
親
王
将
軍
の
就
任
に
合
わ
せ
て
幕
府
の
諸
制
度

も
改
変
が
加
え
ら
れ
る
な
か
、
宰
子
は
関
東
に
下
向
し
、
宗
尊
の
御

息
所
と
な
る
。

　
　
　
　

第
二
節　

婚
姻
の
意
義

　
　
　
　

一　

血
縁
関
係
と
猶
子
関
係

　

次
に
婚
姻
ま
で
の
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
婚
姻
時
期
や
そ
の
歴
史

的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
宰
子
の
出
自
に
つ
い
て
み

て
い
こ
う
。

　

宰
子
は
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
生
ま
れ
で
没
年
は
未
詳
で
あ
る
。
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父
は
近
衛
兼
経
、母
は
九
条
道
家
女
仁
子
で
、弟
に
近
衛
基
平
が
い
る
。

そ
の
他
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
は
系
図
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
衛
家
・
九
条
家
の
両
摂
関
家
に
、
西
園
寺
家
と
い
う
当
時
の
貴
族

社
会
の
中
心
を
な
し
た
家
の
出
身
者
を
尊
属
に
持
ち
、
さ
ら
に
は
源

義
朝
の
子
孫
に
も
あ
た
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
宰
子
が
出

産
し
た
子
は
義
朝
の
血
統
も
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。
北
条
氏
が
そ
こ
ま

で
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
将

軍
の
正
統
性
を
下
支
え
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

血
縁
に
つ
い
て
は
、
青
山
幹
哉
氏
が
あ
く
ま
で
副
次
的
条
件
で
あ

り
、
第
一
に
貴
種
性
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い

る（
（（
（

。
宰
子
自
身
の
貴
種
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
彼
女
は
摂
関

家
の
出
身
で
あ
り
、
歴
代
将
軍
御
台
所
の
誰
よ
り
も
家
格
は
高
い
。

そ
れ
は
、
夫
で
あ
る
将
軍
が
親
王
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
親
王
の
妻
と
な
る
人
物
に
は
、
相
応
の
家
格
を
持
つ
家
出

身
の
女
性
が
望
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

下
向
以
前
の
宰
子
に
つ
い
て
は
、
父
で
あ
る
兼
経
の
記
し
た
『
岡

屋
関
白
記
』
の
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
六
月
二
十
日
条
に
着
袴
の

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
適
宜
、

旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
）。

　
　

�

廿
日
、丁
未
、天
晴
、昨
曉
白
雲
一
條
、経
天
瓦
乾
巽
方
、広
三
尺
、

　
　

��

小
童
六
歳
、
有
着
袴
事
、
右
大
臣
結
其
腰
、
依
為
密
議
不
能
具

記
、
前
物
台
六
本
如
常
、
蘇
芳
織
物
打
敷
、
右
少
将
伊
基
朝
臣

陪
膳
、
諸
大
夫
等
役
送
、
女
房
於
簾
中
伝
取
之
、
則
右
大
臣
被

還
了
、
次
小
童
向
彼
槐
府
、
可
為
猶
子
之
故
也
、
丞
相
被
送
手

本
云
、
今
日
事
正
室
一
向
有
沙
汰
、

　

当
時
六
歳
の
小
童
で
あ
っ
た
宰
子
は
叔
父
の
右
大
臣
鷹
司
兼
平
に

帯
を
結
ん
で
も
ら
い
、
さ
ら
に
兼
平
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
二
か
月
前
、
兼
経
は
当
時
五
歳
で
あ
っ
た
宗

尊
と
初
め
て
面
会
し
、「
容
儀
神
妙
也
」
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。

　

時
は
過
ぎ
二
十
歳
と
な
っ
た
宰
子
は
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
正

月
二
十
一
日
、京
を
出
発
し
た
。宰
子
の
弟
に
あ
た
る
基
平
の
日
記『
深

心
院
関
白
記
』
に
は
「
堀
川
姫
君　

此
院
下
向
関
東
、」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
下
向
の
行
列
の
様
子
は
『
吾
妻
鏡
』
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
二
月
五
日
に
は
鎌
倉
に
到
着
し
た
。
宰

子
の
『
吾
妻
鏡
』
で
の
初
見
は
こ
の
日
の
条
文
で
あ
り
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

五
日
癸
卯
、
晴
、
酉
剋
、
故
岡
屋
禅
定
殿
下
兼
経
公
御
息
女
〈
御

年
二
十
、〉
為
最
明
寺
禅
室
御
猶
子
、御
下
着
。
則
入
御
山
内
亭
。

是
可
令
備
御
息
女
給
云
々
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
や
は
り
宰
子
が
婚
姻
の
準
備
と
し
て
北

条
時
頼
の
猶
子
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
意
義

を
再
検
討
し
、
政
治
史
上
に
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

　

金
永
氏
は
こ
の
猶
子
関
係
に
つ
い
て
、
北
条
氏
に
よ
る
頼
嗣
以
降

の
将
軍
家
と
い
う
「
家
」
へ
の
血
縁
的
介
入
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
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る
と
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
は
、
こ
の
猶
子
関
係
に
よ
り
北
条
氏
を

出
身
と
す
る
御
台
所
は
政
子
と
桧
皮
姫
に
続
い
て
三
人
目
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
頼
嗣
の
正
妻
で
あ
っ
た
桧
皮
姫
の
死
に
よ
っ
て
失
わ
れ

て
い
た
将
軍
家
の
外
戚
の
地
位
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
北
条
氏
（
得
宗
家
）
が
親
王
家
と
姻
戚
関
係
と
も

い
え
る
対
等
な
立
場
に
就
き
、
摂
関
家
と
並
び
得
る
家
格
と
な
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
も
い
え
る（

（（
（

。

　

十
一
歳
で
下
向
し
て
き
た
宗
尊
も
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は

十
九
歳
と
な
っ
て
お
り
、
公
武
合
体
を
よ
り
象
徴
す
る
か
た
ち
と
し

て
婚
姻
相
手
に
摂
関
家
出
身
の
女
性
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

兼
経
は
幕
府
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
し
、
基
平
は
後
嵯
峨
院
院
司
で
、

正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
は
正
二
位
内
大
臣
と
な
っ
て
お
り
、
着

実
に
昇
進
し
て
い
る
。
兼
平
は
ま
た
、
後
深
草
・
亀
山
両
天
皇
の
関

白
を
務
め
氏
長
者
で
も
あ
っ
た
。
幕
府
の
実
質
的
権
力
を
握
っ
た
時

頼
で
あ
っ
て
も
そ
の
位
は
正
五
位
下
で
あ
っ
て
、
幕
府
内
で
従
三
位

以
上
の
公
卿
は
将
軍
と
関
東
伺
候
廷
臣
の
み
で
あ
っ
た
が
、
時
頼
が

宰
子
を
猶
子
と
す
る
こ
と
は
、
武
家
の
時
頼
が
公
家
の
兼
平
に
及
び

得
る
家
格
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
時
頼
は
関
東
伺
候
廷
臣
を
凌
駕
す

る
権
威
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
宰
子
下
向
後
の

翌
年
、『
吾
妻
鏡
』
文
応
二
年
（
一
二
六
一
）
正
月
四
日
条
に
お
い
て

時
頼
の
子
息
た
ち
は
「
最
明
寺
殿
公
達
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
公

達
と
は
す
な
わ
ち
親
王
・
摂
家
・
清
華
家
の
子
弟
・
子
女
を
指
す
言

葉
で
あ
り
、
幕
府
内
に
お
い
て
得
宗
家
は
宰
子
を
猶
子
に
し
た
こ
と

で
摂
関
家
と
同
格
と
み
な
さ
れ
、
宰
子
と
兄
弟
と
な
っ
た
時
宗
や
時

輔
は
公
達
と
評
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
宰
子
は
時
頼
の
猶
子
に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
下
向
時

は
父
兼
経
の
喪
に
服
し
て
お
り
、
道
家
の
息
子
が
亡
く
な
っ
た
際
に

は
、
軽
服
し
て
い
る（

（（
（

。
よ
っ
て
、
九
条
家
・
近
衛
家
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
周
囲
も
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

か
つ
て
鎌
倉
政
権
は
佐
藤
進
一
氏
に
よ
っ
て
、
将
軍
独
裁
・
執
権

政
治
・
得
宗
専
制
の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
開
始
時
期
や
成
立

時
期
が
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
宗

尊
と
宰
子
の
婚
姻
当
時
は
時
頼
が
幕
府
の
実
質
的
権
力
を
握
っ
て
お

り
、
得
宗
専
制
の
出
発
の
時
期
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
村
井
章
介
氏

は
権
力
を
奪
わ
れ
た
皇
族
将
軍
の
出
現
は
「
将
軍
の
後
見
」
と
い
う

執
権
職
の
実
質
的
な
意
義
を
減
退
さ
せ
、
北
条
氏
の
権
力
が
執
権
職

を
離
れ
て
も
存
在
し
得
る
状
況
を
つ
く
り
だ
し
、
ま
た
時
頼
が
時
宗

幼
少
の
た
め
、
中
継
ぎ
と
し
て
長
時
に
執
権
職
を
譲
っ
た
こ
と
か
ら
、

執
権
と
北
条
氏
の
家
督
（
得
宗
）
が
分
離
し
得
宗
へ
の
実
権
が
集
中

し
た
と
説
い
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
時
頼
が
宰
子
を
わ
ざ
わ
ざ

猶
子
と
し
た
の
ち
北
条
氏
の
娘
と
し
て
将
軍
に
嫁
が
せ
た
こ
と
は
、

外
戚
と
な
る
こ
と
で
「
将
軍
の
後
見
」
と
い
う
立
場
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
の
行
動
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
北
条
氏
が
名
実
と
も

に
将
軍
家
の
執
権
と
い
う
公
職
に
い
る
こ
と
を
内
外
に
再
度
示
し
、
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そ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
得
宗
の
権
力
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
す

る
こ
と
も
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
幕
府
の
役
職
が
役
割
だ
け
で
な
く
、
身
分
序
列

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
考
慮
す
べ
き
で
あ

る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
宗
尊
と
宰
子
の
間
に
男
子
が
誕
生
し
、
次
期
将
軍
と

も
な
れ
ば
、
そ
れ
を
後
見
す
る
次
期
得
宗
で
あ
る
時
宗
の
地
位
は
よ

り
安
定
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、時
頼
に
と
っ
て
「
将

軍
の
後
見
」
と
い
う
立
場
は
、
他
氏
族
に
も
北
条
氏
の
他
流
に
も
譲

れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
立
場
を
得
る
こ
と
は
執
権
職
と
得
宗
と

両
方
の
権
力
を
さ
ら
に
補
強
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
権
力
の

集
中
す
る
得
宗
家
に
対
し
て
、
皇
族
将
軍
は
権
力
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
権
威
の
象
徴
に
な
っ
た
と
い
え
そ
う
で
は
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

そ
こ
に
は
「
執
権
の
関
与
し
が
た
い
部
分（

（（
（

」
が
あ
り
、
や
は
り
北
条

氏
に
と
っ
て
将
軍
家
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

さ
ら
に
、
婚
姻
の
意
義
を
考
え
て
い
こ
う
。

　

金
氏
は
頼
経
・
頼
嗣
期
に
お
け
る
北
条
氏
と
源
氏
将
軍
観
に
つ
い

て
、
北
条
氏
が
源
氏
将
軍
家
の
仏
事
を
行
う
こ
と
で
、
源
氏
将
軍
観

を
独
占
・
吸
収
し
、
摂
家
将
軍
家
と
の
分
離
を
図
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
そ
の
点
を
宗
尊
期
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
と
、

摂
家
将
軍
期
と
宗
尊
将
軍
期
に
は
段
階
差
が
認
め
ら
れ
る
。
宗
尊
は

竹
御
所
死
後
、
将
軍
家
と
分
離
さ
れ
、
北
条
氏
主
宰
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
勝
長
寿
院
供
養
や
大
慈
寺
供
養
に
参
加
し
た
り（

（（
（

、
正
嘉

二
年
（
一
二
五
八
）
に
は
栄
西
を
開
山
に
頼
家
が
開
基
と
な
っ
て
創

建
し
た
建
仁
寺
の
伽
藍
の
再
興
を
円
爾
に
命
じ
た
り
と（

（（
（

、
源
氏
将
軍

家
に
関
わ
る
仏
事
へ
積
極
的
に
介
入
し
て
い
る
。
竹
御
所
の
死
後
、

頼
嗣
は
桧
皮
姫
と
婚
姻
を
結
ん
で
も
な
お
、
源
氏
将
軍
家
に
関
わ
る

仏
事
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
宗
尊
は
北
条
氏
を
後
見
に
持
つ
源
氏
出
身
の
娘
、
或
い

は
北
条
氏
出
身
の
娘
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
参
加
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
と

は
し
得
な
い
が
、
宗
尊
に
、
自
身
が
源
氏
将
軍
以
来
脈
々
と
続
く
幕

府
の
首
長
（「
鎌
倉
殿
」）
の
系
譜
に
連
な
る
地
位
に
い
る
こ
と
、
そ

し
て
何
故
北
条
氏
が
将
軍
を
執
権
と
し
て
補
佐
し
て
い
る
の
か
を
示

す
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
条
氏
が
源
氏
将
軍
家
と
分

離
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
御
家
人
に
認
識
さ
せ
、

源
氏
将
軍
家
と
北
条
氏
の
一
体
化
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
宰
子
が
時
頼
の
猶
子
と
な
っ
て
宗
尊
に
嫁
し
た
こ
と
は
、

北
条
氏
に
よ
る
源
氏
将
軍
家
と
親
王
将
軍
家
を
結
ぶ
「
政
策
」
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
青
山
幹
哉
氏
は
摂
家
・
親
王
将
軍
期
の
将
軍
権
力
に
つ
い

て
言
及
し
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
将
軍
と
執

権
と
の
対
立
関
係
を
想
定
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
宗
尊

が
最
終
的
に
北
条
得
宗
家
と
対
立
し
た
後
、
京
都
に
送
還
さ
れ
る
も



57

の
の
、
下
向
当
初
か
ら
両
者
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
幕
府
は
親
王
将
軍
の
誕
生
を
武
家

の
名
誉
と
認
識
し
、
幕
府
の
将
軍
御
所
を
新
造
し
、
宗
尊
が
病
に
か

か
れ
ば
祈
祷
を
行
い
、
時
頼
は
御
所
で
宗
尊
を
招
い
て
酒
宴
を
催
し

た
り
、
最
明
寺
に
宗
尊
を
招
い
て
礼
仏
と
音
楽
・
和
歌
の
会
を
開
催

し
た
り
、
琵
琶
を
贈
る
な
ど（

（（
（

親
し
い
様
子
も
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
重
時
も
宗
尊
の
後
見
人
と
し
て
世
話
を
し
て
い
る（

（（
（

。
北
条
氏

は
確
か
に
将
軍
の
形
骸
化
を
目
指
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
将

軍
と
執
権
の
対
立
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
根
底
は
将
軍
家
と

北
条
氏
（
得
宗
家
）
の
一
体
化
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
初
め
て
親
王
将
軍
を
戴
い
た
当
初
は
、
将
軍
と
執

権
が
何
の
権
力
を
ど
こ
ま
で
行
使
す
る
か
は
、
手
探
り
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、「
東
御
方
」と
い
う
女
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
東

御
方
」
は
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
陪
膳
役
を
勤
め
た
り
、
或
い
は
宗
尊
の

方
違
や
、
宰
子
の
鶴
岡
八
幡
宮
参
籠
の
供
奉
人
と
し
て
の
活
動
が
み

え
る
が
、
宗
尊
の
関
東
下
向
の
行
列
、
京
都
送
還
の
行
列
何
れ
に
も

そ
の
名
は
み
え
な
い
女
性
で
あ
る
。『
史
料
綜
覧
』
の
綱
文
に
は
「
東

御
方
」
は
「
宗
尊
親
王
ノ
夫
人
」・「
御
臺
所
」・「
御
息
所
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
石
井
清
文
氏
は
、「
東
御
方
」
に
つ
い
て
宰
子

下
向
以
前
に
お
い
て
は
正
妻
扱
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、実
名
も
出
自
も
不
明
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
彼
女
が
正
妻
扱
い
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
根
拠
は
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
に
幕
府
に
よ
る

沙
汰
で
里
亭
が
造
作
さ
れ
、
移
徒
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
政
子
の
女
房
で
あ
っ
た
千
手
前
や
頼
経
の
乳

母
で
あ
っ
た
石
山
局
も
里
亭
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
里
亭
を
持
つ
こ

と
が
必
ず
し
も
正
妻
扱
い
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う（
（（
（

。『
吾
妻
鏡
』
に
は
他
に
「
西
御
方
」
が
下
向
の
行
列
に
み
え（

（（
（

、
東

御
方
が
誤
っ
て
記
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
西
御
方
」
は

尼
で
（
吉
川
本
に
依
る
）
源
通
親
女
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
宗
尊
親
王

下
向
記
』
に
も
「
に
し
の
御
方
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
一
人

物
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
宰
子
下
向
の
三
年
前
、
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十

月
一
日
条
の
大
慈
寺
供
養
に
お
い
て
「
西
廊
内
儲
御
聽
聞
所
。〈
繧
繝

端
疊
三
枚
〉
近
習
女
房
少
々
兼
参
候
。
然
而
御
息
所
未
御
坐
之
間
、

不
及
被
出
几
帳
帷
」と
あ
る
。こ
の
条
文
か
ら
は
御
息
所
が
い
な
い（
宗

尊
は
未
婚
者
）、
或
い
は
御
息
所
は
ま
だ
そ
の
場
に
来
て
い
な
い
（
宗

尊
は
既
婚
者
）
と
の
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
宰
子
下
向
以

前
に
御
息
所
が
い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
東
御
方
で
あ
っ
た
の
か
否

か
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
、
宰

子
下
向
以
前
に
「
東
御
方
」
が
正
妻
扱
い
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
正
妻

が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
時
頼
の
猶
子
と
し
て
宗
尊
に
嫁
し
た
宰
子
の

婚
姻
が
、
よ
り
意
図
的
な
も
の
と
評
価
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
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二　

婚
姻
時
期

　

次
に
、
婚
姻
が
行
わ
れ
た
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
の
社
会
情
勢

を
み
て
い
き
た
い
。

　

か
つ
て
渡
辺
晴
美
氏
は
、
時
頼
政
権
の
実
態
に
関
す
る
一
視
角
と

し
て
文
応
元
年
に
注
目
し
て
い
る（

（（
（

。
渡
辺
氏
は
当
該
期
の
社
会
情
勢

に
つ
い
て
、
後
深
草
天
皇
譲
位
の
翌
年
で
あ
り
、
京
都
に
お
い
て
は

寺
門
三
摩
耶
戒
壇
勅
許
事
件
に
端
を
発
し
た
山
門
勢
力
に
よ
る
院
御

所
の
火
災
等
が
あ
り
、
鎌
倉
に
お
い
て
は
市
中
大
火
が
あ
り
、
全
国

的
に
は
相
次
ぐ
大
風
に
よ
る
民
衆
の
被
害
が
起
こ
り
、
社
会
不
穏
は

尋
常
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
幕
府
権
力
は
山
門

の
嗷
訴
の
激
発
に
よ
っ
て
存
亡
の
危
機
に
み
ま
わ
れ（

（（
（

、
さ
ら
に
幕
府

は
宗
尊
が
自
己
の
恣
意
を
政
治
に
反
映
さ
せ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
や
、

重
時
系
と
時
頼
系
と
の
北
条
氏
の
内
部
矛
盾
か
ら
危
機
意
識
を
持
た

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

婚
姻
直
前
、
朝
廷
と
幕
府
は
共
通
し
て
山
門
衆
徒
に
手
を
焼
き
、

幕
府
は
園
城
寺
出
身
で
、
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
と
し
て
時
頼
の
信
頼
厚

い
隆
弁
を
京
へ
送
り（

（（
（

、
寺
門
派
を
支
援
す
る
こ
と
で
事
態
の
収
拾
を

図
ろ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
宗
尊
と
宰
子
の
婚
姻
は
寺
門
三

摩
耶
戒
壇
勅
許
事
件
の
最
中
で
あ
り
、
宰
子
は
公
武
合
体
の
象
徴
と

し
て
鎌
倉
に
嫁
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
時
期
の
近
衛
家
と
幕
府
の
関
係
を
詳
し
く
み
て
い
こ

う
。
宰
子
の
父
で
あ
る
兼
経
は
宰
子
の
下
向
の
前
年
に
す
で
に
亡
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
上
横
手
雅
敬
氏
は
宰
子
が
御
息
所
に
選
ば
れ

た
の
は
兼
経
に
対
す
る
幕
府
の
信
頼
の
厚
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

す
る（

（（
（

。以
下
、兼
経
と
幕
府
の
関
係
を
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

兼
経
は
九
条
家
と
近
衛
家
が
長
く
対
立
す
る
中
、
西
園
寺
公
経
の
仲

介
に
よ
っ
て
九
条
道
家
女
と
婚
姻
し
、
道
家
か
ら
四
条
天
皇
の
摂
政
・

氏
長
者
の
座
を
譲
ら
れ
た
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
は
四
条
天

皇
の
死
没
に
よ
り
後
嵯
峨
天
皇
の
関
白
に
転
じ
る
も
の
の
、
西
園
寺

公
経
の
圧
力
に
よ
り
二
条
良
実
に
関
白
の
地
位
を
譲
っ
た
。
寛
元
四

年
（
一
二
四
六
）、
道
家
が
関
東
申
次
を
更
迭
さ
れ
、
と
も
に
失
脚
し

た
後
深
草
天
皇
の
摂
政
で
あ
る
一
条
実
経
の
後
を
埋
め
る
形
で
、
宝

治
元
年（
一
二
四
七
）に
は
幕
府
の
計
ら
い
に
よ
り
、再
び
摂
政
と
な
っ

た
。
幕
府
は
兼
経
に
期
待
し
、
朝
政
へ
の
干
渉
を
強
め
、
兼
経
が
摂

政
を
弟
の
兼
平
に
譲
る
こ
と
に
も
賛
成
し
な
か
っ
た（

（（
（

。
建
長
三
年（
一

二
五
一
）
に
頼
嗣
が
廃
さ
れ
、九
条
家
が
衰
退
す
る
と
、建
長
四
年
（
一

二
五
二
）
に
は
つ
い
に
兼
平
に
摂
政
を
譲
り
、正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）

に
は
出
家
し
、正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
翌
年
、

宰
子
は
宗
尊
に
嫁
し
た
の
で
あ
っ
た
。
兼
経
の
死
に
よ
り
近
衛
家
の

家
長
と
な
っ
た
の
は
宰
子
の
弟
に
あ
た
る
基
平
で
あ
る
。
本
郷
和
人

氏
は
近
衛
家
に
つ
い
て
、
幕
府
と
の
結
び
つ
き
も
薄
く
、
朝
廷
の
訴

訟
を
主
導
し
た
実
績
も
な
か
っ
た
こ
と
が
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
た

朝
廷
訴
訟
制
度
の
確
立
を
目
指
す
後
嵯
峨
院
に
と
っ
て
か
え
っ
て
好

都
合
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る（

（（
（

。
関
東
申
次
で
あ
っ
た
西
園
寺
公
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経
の
死
後
、
幕
府
は
権
勢
を
誇
る
九
条
道
家
と
の
距
離
を
置
こ
う
と

し
、
そ
の
結
果
、
相
対
的
に
近
衛
兼
経
と
の
距
離
は
縮
ま
っ
た
と
い

え
よ
う
。生
前
の
兼
経
も
、近
衛
家
の
家
長
と
な
っ
た
基
平
と
し
て
も
、

今
後
の
近
衛
家
の
立
場
を
模
索
し
た
時
、
自
家
か
ら
将
軍
の
御
息
所

を
出
し
、
幕
府
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
に
は
な
る
ま

い
と
捉
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
宰
子
の
養
父
で
あ
る
兼
平
も
同

じ
考
え
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

宰
子
の
実
父
近
衛
兼
経
と
養
父
鷹
司
兼
平
と
宗
尊
の
関
係
に
も
触

れ
て
お
き
た
い
。
兼
経
が
宗
尊
に
始
め
て
面
会
し
た
時
の
こ
と
は
先

述
し
た
。
幕
府
か
ら
の
親
王
将
軍
の
要
請
に
対
し
て
は
、
摂
政
で
あ

る
兼
経
の
立
ち
会
い
の
も
と
朝
廷
で
協
議
を
経
て
受
諾
さ
れ
た（

（（
（

。
宗

尊
の
元
服
は
兼
経
の
見
守
る
中
、
兼
平
を
烏
帽
子
親
と
し
て
行
わ
れ
、

三
品
親
王
と
な
っ
た（

（（
（

。
ま
た
、
関
東
下
向
の
際
に
は
兼
経
か
ら
宗
尊

下
向
の
警
固
を
務
め
る
北
条
長
時
に
馬
が
贈
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
宗
尊
と

兼
経
・
兼
平
は
充
分
に
面
識
が
あ
り
、
し
か
も
兼
平
は
烏
帽
子
親
で

も
あ
っ
た
か
ら
、
他
家
と
比
較
し
て
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

三　

婚
姻

　

次
に
婚
姻
の
様
子
を
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。

　

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
二
月
五
日
に
鎌
倉
に
下
着
し
、
時
頼
の

猶
子
と
な
り
北
条
重
時
の
山
内
亭
に
入
御
し
た
宰
子
は
同
十
四
日
、

武
藤
景
頼
の
奉
行
で
除
服
の
儀
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
先
述
し
た
通
り
、

前
年
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
五
月
四
日
に
父
兼
経
が
五
十
歳
で
亡

く
な
っ
た
た
め
、
軽
服
し
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
翌
三
月
二
十

一
日
に
は
始
め
て
御
所
に
入
御
し
た
。
こ
の
時
は
ま
ず
、
東
御
方
・

長
時
・
政
村
の
控
え
る
時
宗
の
東
御
亭
に
向
い
、
西
門
よ
り
出
て
、

次
い
で
町
大
路
を
南
へ
と
進
み
、
御
所
の
東
門
か
ら
入
り
、
東
北
の

庭
を
通
っ
て
中
御
所
へ
と
入
っ
た
。
そ
の
様
子
を
宗
尊
は
密
か
に
東

侍
か
ら
見
物
し
て
い
た
。
こ
れ
以
後
、
宰
子
は
「
中
御
所
」
と
も
呼

ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
中
御
所
の
場
所
に
つ
い
て
藤
田
盟
児
氏
は
未

確
定
と
し
な
が
ら
も
、
鞠
御
壺
の
西
側
と
推
定
し
て
い
る（

（（
（

。
宰
子
の

御
所
入
御
に
伴
っ
て
は
、
中
御
所
番
衆
が
定
め
ら
れ
、
番
衆
の
着
到

場
所
は
廂
御
所
と
さ
れ
た（

（（
（

。
前
年
に
は
廂
番
衆
が
結
番
さ
れ
て
お
り（

（（
（

、

中
御
所
番
衆
は
そ
れ
に
準
ず
る
番
衆
と
考
え
ら
れ
る
。
廂
衆
は
院
御

所
の
廂
衆
の
制
を
勅
許
を
え
て
採
用
し
た
も
の
で
、
関
東
伺
候
廷
臣

を
各
番
の
番
頭
と
し
て
い
る（

（（
（

。
将
軍
の
御
台
所
の
伺
候
人
の
結
番
は
、

宗
尊
期
の
遥
か
以
前
よ
り
御
前
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て（
（（
（

、
宰
子
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
宰
子
の
周
囲
に
は
関
東
伺
候

廷
臣
や
御
家
人
が
一
昼
夜
交
替
で
伺
候
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

三
月
二
十
二
日
、
宗
尊
は
中
御
所
に
入
御
し
た
が
、
密
儀
で
あ
っ

た
た
め
「
御
儲
等
沙
汰
」
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
同
二
十
七
日
に
は

露
顕
の
儀
が
行
わ
れ
、
こ
の
婚
姻
が
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

政
村
以
下
の
人
々
が
参
候
し
、
進
物
が
あ
っ
た
。
御
所
入
御
と
露
顕
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の
儀
、
何
れ
も
時
頼
・
重
時
の
参
加
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
執
権
長

時
と
連
署
政
村
の
沙
汰
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
二
十
八
日
に
は

二
階
堂
行
方
が
「
御
台
所
御
服
月
別
充
注
文
」
を
持
参
し
、
宗
尊
が

そ
れ
を
覧
じ
た
。
そ
の
内
容
は
宰
子
の
衣
裳
調
達
に
つ
い
て
重
時
が

七
カ
月
分
、
時
頼
が
五
か
月
分
を
沙
汰
し
て
お
り
、
時
頼
と
重
時
の

宗
尊
夫
妻
へ
の
奉
仕
と
そ
の
富
裕
さ
が
窺
え
る（

（（
（

。

　

『
吾
妻
鏡
』
に
は
他
に
、
将
軍
御
台
所
で
は
竹
御
所
・
桧
皮
姫
の

婚
儀
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宰
子
と
同
様
密
儀
で
あ
り
、
供

奉
人
を
数
名
連
れ
て
御
所
に
入
御
し
て
い
る（

（（
（

。
政
村
は
竹
御
所
が
御

所
に
入
御
す
る
際
の
供
奉
人
を
勤
め
て
お
り
、
宰
子
の
婚
姻
で
は
そ

の
経
験
を
活
か
し
て
長
時
を
補
佐
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
ま
で
婚
姻
の
意
義
と
そ
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

時
頼
が
摂
関
家
の
娘
を
猶
子
と
し
た
こ
と
、
北
条
氏
の
猶
子
と
な
っ

た
娘
が
将
軍
家
に
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
得
る
こ
と
を
述
べ
、

婚
姻
時
期
の
社
会
情
勢
や
近
衛
家
と
幕
府
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
摂
関
家
の
娘
を
猶
子
と
す
る
北
条
氏（
得
宗
家
）の
家
格
の
高
さ
、

親
王
将
軍
家
へ
の
血
縁
的
介
入
に
よ
る
将
軍
家
と
北
条
氏
（
得
宗
家
）

の
一
体
化
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
婚
姻
の
意
義
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
北
条
氏
の
猶
子
と
な
っ
た
宰
子
が
将
軍
家

に
嫁
い
だ
こ
と
は
北
条
氏
（
得
宗
家
）
の
親
王
将
軍
家
へ
の
血
縁
的

介
入
を
可
能
と
し
、
親
王
将
軍
家
と
得
宗
家
、
王
家
と
幕
府
の
多
元

的
一
体
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
婚
姻
は
時
頼
に

よ
る
「
政
治
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
婚
姻
に
か
か
わ

る
事
柄
は
す
べ
て
得
宗
家
の
権
力
集
中
へ
と
収
斂
し
て
ゆ
く
も
の
と

い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
こ
の

婚
姻
が
、
幕
府
政
治
史
、
特
に
北
条
氏
に
対
す
る
評
価
を
論
じ
る
上

で
の
好
材
料
と
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　
　
　

第
二
章　

御
息
所
の
役
割

　
　
　
　

第
一
節　

公
式
行
事
・
祭
祀
へ
の
参
加

　

次
に
宰
子
の
鎌
倉
で
の
日
々
を
追
っ
て
ゆ
こ
う
。
表
に
し
て
み
る

と
、
そ
れ
は
幕
府
の
重
要
な
公
式
行
事
・
祭
祀
へ
参
加
す
る
こ
と
と

後
継
ぎ
を
生
む
こ
と
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は

同
時
に
そ
の
二
つ
が
宰
子
の
御
息
所
と
し
て
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ

た
こ
と
も
示
す
。

　

金
永
氏
は
御
台
所
の
正
月
の
鶴
岡
八
幡
宮
参
詣
は
ほ
ぼ
定
例
で
あ

り
、
将
軍
が
鶴
岡
・
二
所
奉
幣
を
行
う
こ
と
は
、
将
軍
の
重
要
な
祭

祀
権
の
行
使
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
台
所
の
固
有
の
役
割
は
、
幕
府

の
重
要
な
祭
祀
を
将
軍
と
補
完
し
あ
う
と
こ
ろ
に
見
出
せ
る
と
す
る（

（（
（

。

で
は
、
宰
子
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
公
式
行
事
・
仏
事
祭
祀

へ
の
参
加
の
様
子
を
み
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
鶴
岡
参
詣
に
つ
い
て
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
二
月
七

日
条
に
み
え
る
。
宰
子
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
参
詣
で
、
ま
ず
居
所
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で
あ
る
中
御
所
で
御
祓
が
行
わ
れ
、
供
奉
人
は
浄
衣
を
着
し
た
。
鶴

岡
八
幡
宮
参
詣
で
浄
衣
を
着
て
参
詣
す
る
こ
と
は
京
都
風
で（

（（
（

、
宰
子

は
鎌
倉
の
あ
か
ぬ
け
な
い
感
覚
を
い
や
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る（

（（
（

。
宗
尊
は
当
日
二
所
精
進
始
の
た
め
同
行
し
て
い
な
い
も
の

の
、
前
月
の
二
十
五
日
に
は
供
奉
人
数
を
選
定
し
、
不
足
し
た
人
数

を
加
え
る
よ
う
御
所
奉
行
の
二
階
堂
行
方
を
介
し
て
小
侍
所
に
命
じ

て
い
る
。
そ
の
際
に
は
二
所
精
進
参
籠
の
者
が
宰
子
の
参
宮
の
供
奉

人
も
兼
ね
る
こ
と
、「
於
如
田
舎
人
」
は
書
き
加
え
な
い
よ
う
と
の
細

か
い
指
示
も
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
が
自
身
だ
け
で
な
く
御
息
所
の
供

奉
人
の
選
定
権
を
も
持
ち
、
宗
尊
が
自
身
の
意
思
を
反
映
さ
せ
よ
う

と
す
る
姿
勢
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
文
永
二
年
（
一
二
六

五
）
三
月
七
日
か
ら
七
日
間
女
房
三
名
を
連
れ
て
鶴
岡
八
幡
宮
に
参

籠
し
て
い
る
。
御
所
奉
行
の
中
原
師
連
が
奉
行
を
し
、
鶴
岡
別
当
の

隆
弁
に
命
じ
て
宰
子
の
御
局
、
御
寝
所
、
御
念
誦
所
を
は
じ
め
女
房

三
人
の
局
、
台
所
、
湯
殿
を
つ
く
ら
せ
た
。
宗
尊
は
そ
の
功
績
に
感

心
し
、
中
原
師
連
を
介
し
て
隆
弁
に
銀
や
砂
金
等
の
恩
賞
を
与
え
て

い
る
。
宰
子
自
身
が
恩
賞
を
与
え
る
記
事
は
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
ず
、

彼
女
に
関
す
る
供
奉
人
の
選
定
権
や
恩
賞
権
は
宗
尊
が
持
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
親
王
将
軍
家
と
い
う
イ
エ
の
家
長
と
し
て

の
権
限
の
行
使
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
所
精
進
に
つ
い
て
は
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
十
一
月
二
十
一

日
条
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
二
月
二
日
条
、
文
永
三
年
（
一
二

六
六
）
正
月
二
十
九
日
条
に
み
え
る
。
宗
尊
は
宰
子
下
向
の
前
年
か

ら
奉
幣
使
を
遣
わ
さ
ず
、
自
ら
二
所
に
出
向
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

宰
子
は
二
所
詣
に
は
同
行
し
て
い
な
い
も
の
の
、
進
発
前
に
行
わ
れ

る
浜
出
を
見
物
し
て
い
る
。
二
所
詣
は
正
月
・
二
月
に
行
わ
れ
る
も

の
だ
が
、
こ
の
年
は
二
月
に
婚
姻
が
あ
っ
た
た
め
か
十
一
月
に
行
わ

れ
た
。
宰
子
は
内
々
に
小
山
長
村
の
若
宮
大
路
の
家
に
赴
い
て
お
り
、

供
奉
に
は
長
時
の
下
知
に
よ
り
二
所
詣
の
供
奉
人
以
外
の
適
当
な
者

が
つ
い
た
。
弘
長
元
年（
一
二
六
一
）に
は
ま
た
奉
幣
使
が
遣
わ
さ
れ
、

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
に
は
宗
尊
自
ら
参
詣
を
行
っ
て
い
る
も
の

の
、
宰
子
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
は

宗
尊
の
二
所
精
進
の
た
め
政
村
亭
に
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
に

は
若
君
（
惟
康
王
）
と
姫
君
（
掄
子
女
王
）
を
連
れ
て
政
村
の
小
町

亭
に
渡
っ
て
い
る
。
浜
出
の
見
物
は
歴
代
の
御
台
所
に
は
み
ら
れ
ず
、

宰
子
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
京
生
ま
れ
の
宰
子
に
と
っ
て
、

鎌
倉
の
海
は
珍
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

放
生
会
に
つ
い
て
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
八
月
十
五
日
条
、

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
八
月
十
五
日
条
に
み
え
る
。
文
応
元
年
（
一

二
六
〇
）
に
は
宰
子
の
放
生
会
の
供
奉
人
を
選
定
し
て
い
る
が
、
当

日
宗
尊
が
赤
痢
に
よ
り
参
加
し
な
か
っ
た
た
め
、
宰
子
も
不
参
加
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
は
ま
ず
、
宰
子

が
舞
楽
を
観
る
た
め
に
渡
御
し
、
そ
の
後
宗
尊
が
出
発
し
て
い
る
。

宰
子
の
供
奉
人
に
つ
い
て
は
平
盛
時
が
奉
行
を
し
、
宗
尊
の
供
奉
人

62

の
よ
う
に
直
垂
を
着
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
、
帯
剣
す
べ
き
か
否
か
の

沙
汰
が
あ
り
、
帯
剣
は
し
な
い
と
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
弘
長
三
年

（
一
二
六
三
）は
宗
尊
よ
り
先
に
出
発
す
る
の
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

供
奉
人
は
直
垂
を
着
し
帯
剣
し
て
い
る
。
な
ぜ
前
年
の
決
定
が
守
ら

れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
に
は

第
二
子
を
妊
娠
し
て
い
た
た
め
参
加
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
宗
尊
も

参
加
せ
ず
奉
幣
使
も
遣
わ
し
て
い
な
い
。
幕
府
の
公
式
行
事
は
ま
た

親
王
将
軍
家
と
い
う
イ
エ
の
行
事
で
も
あ
り
、
そ
の
イ
エ
を
構
成
す

る
宗
尊
や
宰
子
の
体
調
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

御
行
始
に
つ
い
て
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
正
月
一
日
条
、
弘

長
三
年
（
一
二
六
三
）
正
月
一
日
条
に
み
ら
れ
る
。
弘
長
元
年
（
一

二
六
一
）
に
は
宗
尊
の
御
行
始
が
ま
ず
行
わ
れ
、
そ
の
終
了
後
に
宰

子
の
御
行
始
が
同
じ
く
時
宗
亭
（
時
頼
の
小
町
亭
）
で
行
わ
れ
た
。

弘
長
三
年（
一
二
六
三
）に
も
同
じ
く
時
宗
亭
に
御
行
始
が
行
わ
れ
た
。

　

弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
と
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
は
『
吾
妻
鏡
』

の
記
事
が
欠
落
の
た
め
、
そ
の
年
の
状
況
は
分
か
り
得
な
い
が
、
以

上
の
こ
と
か
ら
宰
子
は
将
軍
家
の
公
式
行
事
や
祭
祀
に
宗
尊
と
共
に

参
加
し
、
出
産
後
も
、
子
ど
も
を
連
れ
て
同
行
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
金
氏
の
指
摘
す
る
通
り
宰
子
も
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
将

軍
の
妻
た
ち
と
同
様
に
、幕
府
の
重
要
な
祭
祀
を
将
軍
と
補
完
し
あ
っ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　

第
二
節　

出
産

　

次
に
出
産
の
様
子
を
み
て
い
こ
う
。
宰
子
は
宗
尊
と
の
間
に
一
男

一
女
を
儲
け
て
お
り
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
四
月
二
十
九
日
に

若
君
（
惟
康
王
）、
次
い
で
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
九
月
二
十
一
日

に
は
姫
君
（
掄
子
女
王
）
を
出
産
し
て
い
る
。

　
　
　
　

一　

若
君
誕
生

　

ま
ず
、
若
君
の
誕
生
か
ら
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。
弘
長
三
年
（
一

二
六
三
）
十
一
月
十
六
日
に
着
帯
の
儀
が
行
わ
れ
、
二
十
六
日
に
は

出
産
・
祈
祷
以
下
の
事
が
沙
汰
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
十
二
日
に
は

時
頼
が
卒
去
し
た
た
め
、
験
者
や
医
師
は
宰
子
の
出
産
・
祈
祷
の
辞

退
を
申
し
出
、
奉
行
の
武
藤
景
頼
も
時
頼
の
死
を
機
に
出
家
し
た
た

め
、
中
原
師
連
へ
と
代
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
翌
月
に
は
産
所
に
決
ま
っ

て
い
た
長
井
時
秀
の
家
が
荏
柄
社
前
か
ら
の
失
火
に
巻
き
込
ま
れ
て

焼
亡
し
、
評
定
の
結
果
、
名
越
公
時
亭
に
方
違
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

方
違
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
宰
子
以
外
の
女
性
で
は
、
政
子
と
竹

御
所
の
み
に
み
ら
れ
る
。
方
違
は
北
条
氏
を
後
見
に
持
ち
、
将
軍
に

嫁
い
だ
女
性
の
み
に
み
ら
れ
る
行
為
で
あ
り
、
宰
子
の
存
在
の
大
き

さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

時
頼
の
死
に
よ
っ
て
出
家
を
禁
ず
る
御
教
書
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
、

多
く
の
御
家
人
が
出
家
す
る
と
い
う
政
権
の
動
揺
す
る
な
か
、
さ
ら
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に
失
火
も
重
な
り
、
宰
子
は
不
安
な
情
勢
の
中
で
日
々
を
過
ご
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
肝
心
の
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
は
『
吾
妻
鏡
』

欠
落
の
た
め
、
出
産
の
詳
し
い
様
子
は
分
か
ら
な
い
が
、
験
者
は
後

に
宰
子
と
の
密
通
の
疑
惑
が
持
た
れ
る
松
殿
法
印
良
基
と
清
尊
、
医

師
は
丹
波
時
長
で
あ
っ
た
。
男
子
の
誕
生
に
幕
府
の
人
々
は
随
喜
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

二　

姫
君
誕
生

　

次
い
で
姫
君
の
誕
生
を
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。
若
君
誕
生
の
翌
文

永
二
年
（
一
二
六
五
）
二
月
七
日
、
宰
子
は
俄
か
に
御
悩
し
、
人
々

が
群
参
す
る
も
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

悪
阻
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
月
二
十
日
に
は
懐
妊
が
分
か

り
、
御
祈
が
始
ま
る
。
七
月
十
日
に
は
産
所
の
宗
政
亭
へ
若
君
を
連

れ
て
入
御
し
、
九
月
二
十
一
日
に
姫
君
を
出
産
し
た
。
こ
の
時
の
験

者
は
松
殿
法
印
良
基
・
良
瑜
・
尊
家
、
医
師
は
丹
波
長
世
で
あ
っ
た
。

十
一
月
十
七
日
に
は
若
君
・
姫
君
を
連
れ
て
御
所
に
戻
っ
て
い
る
。

　

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
正
月
二
十
九
日
に
は
宗
尊
の
二
所
精
進

の
た
め
、
政
村
の
小
町
亭
へ
と
若
君
・
姫
君
を
連
れ
て
入
御
し
、
二

月
九
日
の
還
御
の
際
に
は
政
村
か
ら
若
君
に
引
出
物
が
送
ら
れ
た
。

　

以
上
、
出
産
の
様
子
を
『
吾
妻
鏡
』
に
則
し
て
み
て
き
た
。
宰
子

の
若
君
の
出
産
は
幕
府
に
と
っ
て
は
次
期
将
軍
誕
生
と
い
う
歴
史
的

意
義
を
見
出
せ
る
が
、
朝
廷
に
と
っ
て
は
姫
君
の
方
が
後
に
与
え
た

影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
姫
君
掄
子
は
宰
子
と
共
に
上

洛
し
た
後
、
亀
山
・
後
宇
多
両
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
、
後
宇
多
天
皇

と
の
間
に
禖
子
内
親
王
（
崇
明
門
院
）
を
儲
け
る
。
両
統
分
裂
が
決

定
的
に
な
る
と
、
宗
尊
の
母
棟
子
や
掄
子
の
身
分
は
急
激
に
上
昇
し
、

禖
子
に
至
っ
て
は
皇
子
邦
良
登
極
の
暁
に
は
皇
后
に
冊
立
す
る
と
い

う
構
想
が
後
宇
多
天
皇
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
大
覚
寺
統
は
棟
子

や
宗
尊
の
家
に
連
な
る
者
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
御
門
・

後
嵯
峨
皇
統
の
直
系
が
自
分
た
ち
に
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の

で
あ
る（

（（
（

。
鎌
倉
末
期
に
お
こ
る
両
統
迭
立
問
題
を
考
え
た
時
、
掄
子

誕
生
は
後
の
歴
史
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

第
三
章　

松
殿
法
印
良
基
と
の
密
通
事
件

　

本
章
で
は
宗
尊
追
放
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
宰
子
と
松
殿
法
印

良
基
と
の
密
通
事
件
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
良
基
は
日
月
蝕
や
祈

雨
の
祈
祷
を
は
じ
め
と
し
て
宗
尊
・
時
頼
の
病
の
祈
祷
や
、
先
に
も

み
た
通
り
宰
子
の
出
産
の
祈
祷
を
も
行
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
祖

父
に
基
房
、
父
に
忠
房
を
持
つ
摂
関
家
（
松
殿
家
）
の
出
身
で
あ
る
。

ま
た
、
北
条
時
政
女
で
宇
都
宮
頼
綱
に
嫁
し
た
女
性
が
、
後
に
良
基

の
伯
父
で
あ
る
師
家
の
妻
室
と
な
っ
て
お
り（

（（
（

、
北
条
氏
と
松
殿
家
は

婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
。

　

宗
尊
が
将
軍
を
廃
さ
れ
る
ま
で
の
事
情
に
つ
い
て
は
既
に
い
く
つ

も
研
究
が
あ
る
た
め
、
先
学
に
学
び
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い（

（（
（

。
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『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
宰
子
と
良
基
の
密
通
を
匂
わ
せ
る
よ
う
な
記

述
は
な
く
、
密
通
事
件
は
文
永
三
年
（
一
二
六
六
年
）
六
月
五
日
、

京
か
ら
帰
参
し
た
木
工
権
頭
親
家
が
、
宰
子
の
こ
と
に
つ
い
て
後
嵯

峨
院
か
ら
内
々
に
あ
っ
た
御
諷
詞
を
持
参
し
た
と
こ
ろ
か
ら
突
然
始

ま
る
。
こ
の
親
家
は
同
年
三
月
六
日
、
宗
尊
が
内
々
に
上
洛
さ
せ
た

使
者
で
あ
っ
た
。
親
家
は
約
三
カ
月
も
の
間
、
京
に
滞
在
し
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
小
倉
秀
貫
氏
は
親
家
の
こ
の
長
期
滞
在
に
つ
い
て
宰

子
の
密
通
が
露
顕
し
、
離
婚
し
た
場
合
、
宰
子
の
弟
で
あ
る
基
平
が

面
目
を
損
な
う
こ
と
を
憂
慮
し
、
容
易
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
も
こ

の
点
に
賛
意
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。
親
家
が
京
に
滞
在
中
で
あ
る
五
月
十

五
日
に
は
、
後
嵯
峨
院
の
使
者
と
し
て
左
少
弁
経
任
が
下
向
し
て
い

る（
（（
（

。
悩
ん
だ
後
嵯
峨
院
は
、
宰
子
と
良
基
密
通
の
疑
い
に
関
す
る
よ

り
詳
細
な
情
報
を
得
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
六
月
十
九
日
、
今
度
は
得
宗
被
官
で
あ
る
諏
訪
盛
綱
が
飛
脚
と

し
て
上
洛
し
た
。
盛
綱
が
な
ぜ
遣
わ
さ
れ
た
の
か
史
料
か
ら
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
後
嵯
峨
院
と
宗
尊
が
内
々
に
交
渉
し
て
い
る

様
子
を
察
知
し
た
、
或
い
は
そ
の
内
容
が
宰
子
に
関
わ
る
こ
と
で
あ

る
と
知
っ
た
得
宗
家
が
急
ぎ
、
現
状
把
握
の
た
め
に
後
嵯
峨
院
の
許

へ
と
被
官
を
遣
わ
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

同
六
月
二
十
日
に
は
、
密
通
事
件
の
張
本
人
で
あ
る
良
基
が
逐
電

し
た
。
ま
た
、
得
宗
で
あ
る
時
宗
邸
で
時
宗
・
政
村
・
実
時
・
安
達

泰
盛
に
よ
る
「
深
秘
御
沙
汰
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
、
宗
尊
の
京

都
送
還
が
決
定
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。「
深
秘
沙
汰
」
と
良
基
逐
電
の

前
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
幕
府
首
脳
部
が
良
基
逐
電
を
将
軍

勢
力
の
謀
反
の
一
端
と
受
け
と
り
、
急
遽
「
深
秘
御
沙
汰
」
に
及
ん

だ
の
か
、
良
基
が
幕
府
首
脳
部
の
密
議
を
耳
に
し
、
嫌
疑
・
処
罰
を

受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
逐
電
し
た
の
か
明
白
で
は
な
い
。
宰
子
の
密

通
は
宗
尊
に
と
っ
て
は
私
的
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
内
々
に
父

後
嵯
峨
院
か
ら
の
指
示
を
仰
ご
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
そ

の
行
動
が
時
宗
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
首
脳
部
に
と
っ
て
は
（
宰
子

の
密
通
を
宗
尊
が
疑
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
お

さ
ら
）
疑
惑
の
目
を
向
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
六
月
二
十
三
日
、
宰
子
と
掄
子
は
山
内
殿
へ
、
惟
康
は
時
宗
亭
に

移
さ
れ
、
同
六
月
二
十
四
日
に
は
、
左
大
臣
法
印
厳
恵
が
姿
を
晦
ま

し
た
。
厳
恵
は
藤
原
高
実
の
子
で（

（（
（

、
良
基
と
同
じ
く
宗
尊
の
護
持
僧

の
一
人
で
あ
り
、
鎌
倉
明
王
院
及
び
御
所
持
仏
堂
の
別
当
で
あ
っ
た

人
物
で
あ
る（

（（
（

。
永
塚
昌
仁
氏
は
、
宗
尊
親
王
期
の
護
持
僧
は
良
瑜
・

隆
弁
・
尊
家
・
良
基
・
厳
恵
の
五
人
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
良
瑜
・

隆
弁
・
尊
家
が
宗
尊
追
放
後
も
鎌
倉
で
活
動
し
た
の
に
対
し
、
良
基
・

厳
恵
が
逐
電
し
た
こ
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に

そ
の
理
由
を
、
前
者
は
幕
府
全
体
と
の
関
係
が
深
く
、
後
者
は
宗
尊

個
人
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
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厳
恵
の
逐
電
に
関
し
て
は
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
「
謀
反
計
画
の
中
心

人
物
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
中
心
人
物
と
の
風
聞
を
た
て
ら
れ
て
、

幕
府
の
追
及
を
受
け
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
に
わ
か
に
遁
世
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。（
中
略
）
ひ
そ
か
に
得
宗
呪
詛
の
祈
祷
を
行
っ
た
り

し
た
事
実
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘

に
対
し
、永
塚
氏
は
「
九
条
頼
経
が
鎌
倉
に
い
た
頃
に
明
王
院
に
『
有

権
知
法
高
僧
及
陰
陽
道
之
類
』
を
集
め
て
得
宗
調
伏
の
祈
祷
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
が
、
宗
尊
の
安
泰
を
目
的
と
す
る
祈
祷
を
行
う
事

が
得
宗
権
力
の
交
替
を
意
味
す
る
の
な
ら
ば
、
良
基
と
厳
恵
が
護
持

僧
と
し
て
行
な
っ
た
祈
祷
を
も
っ
て
『
将
軍
御
謀
反
』
と
認
識
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

御
所
持
仏
堂
は
宗
尊
の
個
人
的
な
宗
教
空
間
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
持
仏
堂
別
当
を
務
め
た
厳
恵
は
、
宗
尊
と
個
人
的
に
深
い
関
係

に
あ
っ
た
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
密
通
事
件
に
直
接
関
わ
っ
て
い
な

く
と
も
、
頼
嗣
が
追
放
さ
れ
た
時
の
記
憶
は
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
宗
尊
と
親
交
が
深
く
、
幕
府
と
は
関
わ
り
の
少
な
い
自
身
の

将
来
を
不
安
に
思
い
姿
を
晦
ま
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
二
十
六
日
に
は
、
鎌
倉
は
大
き
な
騒
ぎ
と
な
り
、
近
国
の
御
家

人
が
馳
せ
集
っ
た
。
七
月
に
入
る
と
民
衆
の
中
に
は
戦
場
と
な
る
こ

と
を
心
配
し
て
家
屋
を
壊
し
、
資
材
を
運
び
出
す
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。

甲
冑
の
軍
士
は
東
西
か
ら
馳
せ
来
て
、時
宗
亭
の
門
外
に
窺
い
集
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
時
宗
の
使
者
と
し
て
武
藤
景
頼
・
二
階
堂
行
忠
が
将

軍
御
所
と
時
宗
亭
を
三
度
往
還
し
、
宗
尊
は
政
村
亭
に
渡
っ
た
が
、

守
護
す
る
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
将
軍
御
所
に
は
島
津
忠
景
・

二
階
堂
行
章
・
伊
東
祐
頼
・
鎌
田
行
俊
・
渋
谷
清
重
の
み
が
残
り
、

「
朝
馴
暮
老
近
臣
之
類
」
は
皆
出
て
行
っ
た
。
七
月
四
日
、
名
越
教
時

が
軍
兵
数
十
騎
を
率
い
て
薬
師
堂
谷
の
亭
か
ら
塔
辻
の
宿
所
に
や
っ

て
き
た
が
、
時
宗
は
武
力
の
衝
突
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
そ
の
動
き

を
制
し
た
。
お
そ
ら
く
、
名
越
教
時
は
宗
尊
派
の
人
物
で
、
将
軍
の

上
洛
を
制
止
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
年
若
く
盤
石
な
体
制
を
築

け
て
い
な
い
時
宗
に
と
っ
て
、
武
力
行
使
は
回
避
す
べ
き
こ
と
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戌
の
剋
、
宗
尊
は
北
条
時
盛
の
佐
介
亭

に
入
り
、
同
八
日
鎌
倉
を
出
発
し
た
。
同
九
日
に
は
関
東
の
飛
脚
が

「
将
軍
家
御
謀
反
事
」
の
知
ら
せ
を
携
え
て
上
洛
し（

（（
（

、
朝
廷
か
ら
の
使

者
と
し
て
左
少
弁
経
任
が
翌
日
に
は
六
波
羅
へ
、
十
五
日
に
は
関
東

に
下
向
し
て
い
る（

（（
（

。
後
嵯
峨
院
が
事
態
を
把
握
す
る
た
め
に
使
者
と

し
て
派
遣
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
宗
尊
は
同
二
十
日
子
の
刻
に
入
京
し
、

六
波
羅
北
方
北
条
時
茂
邸
に
入
っ
た
。
宰
子
に
最
も
近
し
い
人
物
で

あ
る
弟
の
基
平
で
さ
え
「
関
東
将
軍
子
刻
上
洛
、
被
坐
六
波
羅
云
々
、

上
洛
不
知
何
故（

（（
（

」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
事
が
ど
れ
ほ
ど

速
や
か
且
つ
、
隠
密
に
運
ば
れ
た
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

そ
の
後
、
鎌
倉
に
残
っ
た
宰
子
も
、
同
十
一
月
十
七
日
に
は
娘
の

掄
子
を
連
れ
て
帰
洛
し
、
近
衛
殿
に
入
っ
た
。
京
都
で
は
良
基
は
高

野
山
で
断
食
し
て
果
て
た
な
ど
と
噂
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
に
は
良
基
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の
弟
子
た
ち
は
十
三
回
忌
の
供
養
ま
で
修
め
た
が
、
良
基
は
宰
子
と

夫
婦
に
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
の
が
露
見
し
、
宰
子
の
所
領
で
あ
る

越
前
国
坂
北
庄
が
関
東
よ
り
召
し
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
噂
も
あ
っ
た（

（（
（

。

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）、
幕
府
は
宰
子
の
私
領
で
あ
っ
た
越
前
国
坂

北
庄
を
後
深
草
院
に
返
付
し
た
記
事
が
あ
り（

（（
（

、
坂
北
庄
が
召
し
上
げ

ら
れ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

　

帰
洛
し
た
宰
子
の
許
に
は
母
で
あ
る
仁
子
が
訪
れ（

（（
（

、
翌
年
宰
子
は

出
家
し
た
。
戒
師
は
兼
平
の
同
腹
の
弟
で
あ
る
浄
土
寺
前
大
僧
正
慈

禅
が
つ
と
め
、
す
べ
て
が
仁
子
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
広
橋

経
光
は
「
誠
可
然
」
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
残
念
な
が
ら
出
家
後
、
宰
子

が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
た
の
か
は
史
料
に
見
出
せ
ず
、
不
明
で

あ
る
。

　

帰
洛
後
の
宗
尊
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
帰
洛
直
後
は
、

幕
府
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
父
で
あ
る
後
嵯

峨
院
や
母
で
あ
る
平
棟
子
か
ら
も
義
絶
さ
れ
謁
見
を
許
さ
れ
な
か
っ

た（
（（
（

。
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
七
月
二
十
三
日
に
は
息
子
の
惟
康
が

征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
十
月
に
は
宗
尊
は
六
波
羅
を
出
て
、
故
承
明

門
院
の
旧
跡
土
御
門
殿
に
移
っ
た（

（（
（

。
宗
尊
の
義
絶
が
解
か
れ
る
の
は
、

十
一
月
に
入
り
宰
子
と
掄
子
が
鎌
倉
を
出
発
し
た
後
で
、
幕
府
は
宗

尊
に
領
地
五
カ
所
を
献
じ
、
後
嵯
峨
院
に
義
絶
を
解
く
よ
う
要
請
し

た
。
幕
府
の
要
請
に
よ
っ
て
義
絶
は
解
か
れ
、
十
二
月
に
は
後
嵯
峨

院
と
仙
洞
に
お
い
て
対
面
を
果
た
し
た（

（（
（

。
そ
の
後
は
、
嵯
峨
殿
に
参

上
し
た
り（

（（
（

、
内
々
で
は
あ
る
が
後
嵯
峨
院
の
五
十
賀
試
楽
に
兄
弟
と

共
に
参
入
し
た
り
と（

（（
（

、
親
兄
弟
と
交
流
を
持
ち
、
宮
廷
に
復
帰
し
た

様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
将
軍
時
代
に
関
わ
っ
た
人
々
と
の
交
流
も

歌
の
贈
答
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。
文
永
九
年（
一
二
七
二
）に
は
、

後
嵯
峨
院
死
没
を
機
に
三
十
一
歳
で
出
家
し
た（

（（
（

。
ま
た
、
こ
の
年
に

は
源
具
教
女
と
の
間
に
瑞
子
女
王
（
永
嘉
門
院
）
が
誕
生
し
た
。
具

教
は
故
土
御
門
通
親
の
孫
で
あ
る
か
ら
、
宗
尊
は
鎌
倉
追
放
後
も
土

御
門
家
の
人
々
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
文

永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
七
月
二
十
九
日
に
荒
痢
を
病
み
死
去
し
た
。

亡
骸
は
平
生
の
出
行
の
如
く
御
車
を
用
い
、
山
科
へ
渡
さ
れ
た
。
見

る
者
は
涙
を
流
し
た
と
い
う（

（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
宗
尊
の
使
者
と
し
て
上
洛
し
た
親
家
の
長
期
滞
在
は
、

後
嵯
峨
院
が
基
平
を
気
遣
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
先

述
し
た
。
宰
子
も
上
洛
し
、
密
通
露
顕
か
ら
将
軍
追
放
の
一
連
の
事

件
が
落
ち
着
い
た
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
に
は
、
後
嵯
峨
院
は
基

平
と
数
刻
雑
談
に
及
び
、「
前
途
間
事
」
に
つ
い
て
重
大
な
仰
せ
が
あ

り
、
基
平
は
「
恐
悦
相
半
也
」
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
具
体
的
な
内

容
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
亀
山
天
皇
の
関
白
と

氏
長
者
を
宣
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ

な
い
。
後
嵯
峨
院
は
、
宰
子
上
洛
後
も
基
平
に
信
頼
を
寄
せ
て
お
り
、

こ
の
記
事
は
先
述
し
た
指
摘
を
補
強
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
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摂
家
将
軍
の
失
脚
は
九
条
道
家
の
失
脚
と
九
条
家
の
衰
退
を
引
き

起
こ
し
、
北
条
氏
も
そ
れ
を
目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今

回
は
宗
尊
の
失
脚
に
よ
り
後
嵯
峨
院
や
後
深
草
・
亀
山
天
皇
が
退
位

さ
せ
ら
れ
朝
幕
関
係
が
悪
化
す
る
、
或
い
は
基
平
が
失
脚
す
る
等
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た（

（（
（

。
宗
尊
が
謀
反
を
企
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と

は
先
行
研
究
で
も
意
見
が
一
致
し
て
い
る（

（（
（

。
で
は
、
得
宗
勢
力
が
宗

尊
追
放
を
目
論
ん
だ
の
は
何
故
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
一
つ
に
宗
尊
が
政
権
実
務
を
主
導
で
き
る
壮
年
に
達
し
て

い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
宗
尊
は
和
歌
に
陶
酔
し
、
傀
儡
政
権

で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が（

（（
（

、
番
衆
や
供
奉
人
の
選
定

と
い
う
人
事
権
や
官
途
推
挙
権
、
護
持
僧
や
工
匠
に
対
す
る
恩
賞
権

は
宗
尊
が
掌
握
し
て
い
た
権
限
で
あ
る
。
宗
尊
は
御
家
人
統
制
の
要

で
あ
る
賞
罰
権
を
主
体
的
に
行
使
し
得
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
つ
に
、
右
の
動
向
と
の
関
わ
り
で
、
宗
尊
の
周
り
に
反
得
宗
勢

力
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
宗
尊
が
望
も
う
と
望

む
ま
い
と
将
軍
に
は
求
心
力
が
あ
る
。
宗
尊
の
成
人
と
共
に
一
部
の

近
習
御
家
人
と
の
間
に
は
親
近
関
係
が
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

し（
（（
（

、
ま
た
宗
尊
が
和
歌
を
詠
み
、
た
び
た
び
和
歌
会
を
開
き
、
歌
集

を
製
作
し
た
こ
と
は
得
宗
側
と
っ
て
不
都
合
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
歌

会
を
通
じ
て
宗
尊
と
御
家
人
間
に
は
親
近
関
係
が
生
ま
れ
た
し
、
御

家
人
に
と
っ
て
宗
尊
の
推
薦
に
よ
り
勅
選
集
に
入
集
す
る
こ
と
は
、

将
軍
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
る
恩
給
を
意
味
し
た（

（（
（

。
将
軍
と
御
家
人
の

密
着
は
得
宗
家
に
と
っ
て
、
反
得
宗
勢
力
を
生
む
た
め
に
危
険
視
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
時
宜
的
連
帯
が
政
治
的
連
帯
に
転
化
す
る
こ

と
を
阻
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
宗
尊

と
宰
子
だ
け
に
対
す
る
処
分
が
行
わ
れ
、
宗
尊
側
近
者
に
処
罰
さ
れ

た
者
が
い
な
い
の
は
、
処
分
の
性
質
が
宗
尊
の
み
に
対
す
る
予
防
検

束
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。

　

三
つ
に
、
今
後
息
子
の
惟
康
が
成
長
し
、
宗
尊
が
将
軍
職
を
譲
っ

た
場
合
、
宗
尊
の
権
力
が
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
宗
尊
を
将
軍

と
し
て
鎌
倉
に
迎
え
、
後
見
人
と
し
て
厚
く
世
話
し
て
い
た
時
頼
と

重
時
が
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
に
は
、
ま
だ
十
五
歳
に
す
ぎ
な

か
っ
た
時
宗
を
残
し
て
、
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
、
宗
尊
の

追
放
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
宗
尊
は
時
宗
よ
り
九

歳
も
年
上
で
あ
り
、
時
宗
の
烏
帽
子
親
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
先

時
宗
が
政
治
の
主
導
権
を
持
つ
こ
と
は
、
困
難
を
き
た
す
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
宗
尊
が
出
家
す
れ
ば
あ
た
か
も
鎌
倉
に
院
政
の
ご
と

き
体
制
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り（

（（
（

、
宗
尊
が
将
軍
の
後
見
と
し
て
政

治
を
主
導
す
る
得
宗
家
と
対
立
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
実
際
、
前

将
軍
頼
嗣
期
に
は
大
殿
頼
経
・
将
軍
頼
嗣
に
よ
る
二
元
体
制
が
敷
か

れ
た
が（

（（
（

、
道
家
・
頼
経
と
北
条
氏
は
対
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
摂
家

将
軍
家
は
廃
さ
れ
た
過
去
が
あ
る
。
二
元
体
制
の
再
来
は
北
条
氏
と

し
て
は
何
と
し
て
も
回
避
し
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
将
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軍
の
父
親
と
い
う
立
場
は
、
将
軍
家
と
い
う
「
家
」
の
政
所
別
当
や

或
い
は
将
軍
の
外
戚
で
あ
る
と
い
う
立
場
、
す
な
わ
ち
北
条
氏
（
得

宗
家
）
の
立
場
を
も
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
得
宗
家
の

権
力
は
低
下
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
将

軍
は
一
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
密
通
事
件
の
際
、
惟
康
だ

け
が
時
宗
亭
に
囲
わ
れ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い

る
と
思
う
。
惟
康
と
い
う
次
期
将
軍
候
補
の
誕
生
は
、
皮
肉
に
も
宗

尊
と
宰
子
が
北
条
氏
に
よ
っ
て
鎌
倉
を
追
放
さ
れ
得
る
状
況
を
招
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

宗
尊
が
追
放
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
三
点
に
分
け
て
検
討
し
た
が
、

三
点
に
共
通
す
る
の
は
宗
尊
自
身
、
或
い
は
宗
尊
を
介
し
て
生
ま
れ

る
人
間
関
係
が
得
宗
権
力
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
幕
府
の
根
幹
は
主
従
制
で
あ
る
が
、
将
軍
と
御

家
人
の
親
密
関
係
は
北
条
氏
に
と
っ
て
危
険
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
反
得
宗
勢
力
が
生
ま
れ
、
得
宗
権
力

を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
の
な
か
で
、

時
頼
・
重
時
の
相
次
ぐ
死
に
よ
っ
て
年
若
い
時
宗
が
残
さ
れ
、
宰
子

と
良
基
の
密
通
事
件
と
い
う
突
発
的
な
事
件
に
、宗
尊
と
御
家
人
（
特

に
歌
会
に
参
加
し
て
い
る
者
）
の
関
係
が
密
に
な
る
度
合
い
を
増
し

て
き
た
こ
と
な
ど
得
宗
家
に
と
っ
て
の
不
安
定
要
素
が
重
な
っ
た
時
、

宗
尊
は
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

最
後
に
本
稿
の
論
点
を
確
認
し
よ
う
。
第
一
章
で
は
、
第
一
節
に

お
い
て
宗
尊
の
出
自
や
下
向
ま
で
の
動
向
に
触
れ
、
第
二
節
か
ら
宰

子
の
婚
姻
に
つ
い
て
猶
子
関
係
や
婚
姻
の
時
期
を
検
討
し
た
。
婚
姻

の
意
義
と
し
て
、
①
北
条
氏
（
得
宗
家
）
の
親
王
将
軍
家
へ
の
血
縁

的
介
入
を
可
能
に
し
、
親
王
将
軍
家
と
得
宗
家
、
王
家
と
幕
府
と
い

う
多
元
的
一
体
化
（
公
武
合
体
）
を
意
味
し
た
こ
と
、
②
摂
関
家
の

娘
を
猶
子
と
す
る
こ
と
が
北
条
氏
の
家
格
の
高
さ
を
示
し
た
こ
と
、

③
御
息
所
の
実
家
と
し
て
親
王
将
軍
家
を
補
佐
す
る
こ
と
が
、
北
条

氏
の
将
軍
家
政
所
の
執
権
た
る
正
統
性
を
補
完
す
る
働
き
を
持
つ
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。宰
子
が
時
頼
の
猶
子
と
な
っ

た
こ
と
で
、
時
頼
も
ま
た
執
権
職
の
実
質
的
意
義
を
増
進
さ
せ
、
得

宗
権
力
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
宰
子
が

鎌
倉
幕
府
政
治
史
上
、
果
た
し
た
役
割
の
一
つ
に
、
時
頼
の
猶
子
と

し
て
宗
尊
に
嫁
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
よ
い
と
思
う
。

　

第
二
章
で
は
、
宰
子
の
幕
府
内
で
の
果
た
し
た
役
割
と
し
て
、
公

式
行
事
・
祭
祀
へ
の
参
加
と
出
産
に
分
け
て
検
討
し
た
。
宰
子
は
儀

式
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
宗
尊
と
共
に
幕
府
の
重
要
な
祭
祀
権
を
補

完
し
合
っ
て
お
り
、
ま
た
宗
尊
は
宰
子
の
供
奉
人
の
選
定
も
行
っ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宰
子
が
北
条
氏
の
猶
子
と
な
っ
た
が
故
の

独
自
の
行
動
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
出
産
に
つ
い
て
は
そ
の
様
子
を

み
た
後
、
特
に
掄
子
が
そ
の
後
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
強
調
し
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て
述
べ
た
。

　

第
三
章
で
は
松
殿
法
印
良
基
と
の
密
通
事
件
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

宗
尊
帰
洛
ま
で
の
流
れ
を
『
吾
妻
鏡
』『
外
記
日
記
』
等
か
ら
確
認
し
、

後
嵯
峨
院
と
基
平
の
親
密
関
係
故
に
木
工
権
頭
親
家
の
京
都
滞
在
期

間
が
長
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
宗
尊
か
ら
後
嵯
峨
院
へ
の
内
々
の
使
者

が
幕
府
首
脳
部
の
疑
心
を
か
え
っ
て
煽
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
時

頼
は
す
で
に
関
東
申
次
の
指
名
権
を
有
し
て
お
り
、
公
家
政
権
と
の

交
渉
権
も
得
宗
が
把
握
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
後
嵯
峨
院
と
宗
尊
の
個
人
的
な
交
渉
は
、
時
宗
の
警

戒
心
を
煽
る
の
に
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。宗
尊
と
宰
子
に
と
っ

て
、
下
向
当
初
か
ら
後
見
人
と
し
て
世
話
を
し
て
く
れ
た
時
頼
・
重

時
の
死
が
こ
の
事
件
の
結
末
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
い

え
よ
う
。
結
局
、
宰
子
が
起
し
た
密
通
事
件
は
得
宗
家
に
上
手
く
利

用
さ
れ
、
宗
尊
は
帰
洛
さ
せ
ら
れ
、
宰
子
自
身
も
帰
洛
し
、
若
く
し

て
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
出
家
後
の
宰
子
の
動
向
は
全
く
分
か

ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
母
仁
子
の
庇
護
の
も
と
、
静
か
な
余
生
を
送
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
自
身
が
か
け
ら
れ
た
疑
惑
に
よ
っ
て
近

衛
家
が
衰
退
す
る
こ
と
も
な
く
、
娘
の
掄
子
が
亀
山
・
後
宇
多
両
天

皇
の
寵
愛
を
得
た
こ
と
が
、
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
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文応1.2.5 時頼の猶子となり、重時亭に渡る
文応1.2.14　 除服の儀（武藤景頼奉行）
文応1.3.21 御所に入御
文応1.3.27 露顕の儀
文応1.3.28　 行方、宰子の御服月別充注文を宗尊に進覧
文応1.4.3 宗尊と共に重時亭に入御
文応1.6.18 宗尊、宰子の放生会参宮の際の御供を時宗・時輔とする

文応1.7.29 中御所番衆は廂御所に着到すると決める（二階堂行方奉行）
時頼亭に入御

文応1.8.15 放生会（宗尊は赤痢のため不参加）おそらく宰子も不参加
文応1.11.21　 二所詣の精進始のため重時亭に入御
文応1.11.22 宗尊、潮浴のため浜出し、宰子、見物のため小山長村の若宮大路亭に入御
文応1.12.26 宗尊と共に方違のため時頼亭に入御
弘長1.1.1　 宗尊御行始。還御の後、時頼亭に御行初
弘長1.1.25 鶴岡八幡宮御参の供奉人数表を進覧し、田舎人の如きは書き加えぬよう行方を通じて小侍所に仰す
弘長1.1.26 宗尊の二所御精進の参籠衆は宰子の参宮供奉を兼ねると決める
弘長1.2.7 初めて鶴岡宮へ参詣
弘長1.4.24 宗尊と共に重時の新造山庄に渡御。翌日、還御
弘長1.7.12 宗尊と共に時頼亭に入御し、弓鞠競馬相撲等勝負を観る。管弦詠歌以下の御遊宴もある
弘長1.7.13　 夕方より護身を始める
弘長1.8.14 放生会供奉人を定める（平盛時奉行）宗尊の御共のように直垂を着すが帯剣はなし
弘長1.8.15 放生会。舞楽を観るため渡御。宗尊、その後御出
弘長1.8.16 放生会により参宮。流鏑馬以下例の如し
弘長1.9.19 明日の御服薬のための山内亭出御に際し、供奉人の散状を廻らす
弘長1.9.20 時頼亭に入御
弘長1.10.4 先月より時頼亭にいる宰子の許を宗尊が尋ね、晩に及び共に還御
弘長1.10.5 山内より宗尊と共に還御
弘長3.1.1 宗尊と共に御行始
弘長3.8.14 宗尊、宰子の放生会供奉人を選定する
弘長3.8.15 放生会のため、まず宰子御出。次いで宗尊御出
弘長3.10.25 外戚太政法印澄圓（道家息子）入滅の軽服のため長時亭に出御
弘長3.11.16 着帯
弘長3.11.22 時頼卒
弘長3.11.23 出産・祈祷以下の事を施行（中原師連奉行）
弘長3.12.17 荏柄社前から出火し、産所に定まっていた長井時秀邸も被災
弘長3.12.24 評定衆、相州亭（政村亭）において産所・方違等の事を沙汰
弘長3.12.28 名越公時の名越亭に方違
弘長3.12.29 名越より還御
文永1.4.29 惟康を出産 （験者松殿法印良基・清尊、医師丹波時長）
文永2.2.2 宗尊の二所精進のため、相州亭（政村亭）に渡御
文永2.2.7 俄かに御悩。人々群集するが、大事には至らず
文永2.3.7 七日間鶴岡に参籠（中原師連奉行）
文永2.3.13 宗尊、宰子参籠の局以下の事を丁寧沙汰するよう中原師連を通して鶴岡別当隆弁に命ず
文永2.5.10 懐妊のため、御祈を始める
文永2.6.13 出産の御祈のため御所において放光仏を供養する。七瀬祓を行う
文永2.7.10 産所の北条宗政亭に入御
文永2.8.15 宗尊、宰子懐妊のため、放生会に出御せず。奉幣使なし
文永2.8.16 土御門顕方、平産の御祈を行う。業昌、由比浦において霊気祭を奉仕する
文永2.9.1 産気づきて人々群集し、占いを行うも治まる（中原師連・伊賀光政奉行）
文永2.9.21 掄子を出産（験者松殿法印良基・良瑜・尊家、医師丹波長世）
文永2.11.17 惟康・掄子と共に産所の北条宗政亭より還御
文永3.1.29 明日、宗尊二所精進のため、惟康・掄子と共に初めて北条政村の小町亭に入御
文永3.2.9 惟康と共に政村亭から御所に入御。還御の際、政村から引出物
文永3.6.5 宗尊が宰子の事で後嵯峨院に使いとして出した木工権頭親家が帰参
文永3.6.23 掄子と共に俄かに山内殿に入御（惟康は時宗亭に入御）
文永3.7.4 宗尊、鎌倉を出発

宰子関連記事（出典はすべて『吾妻鏡』）
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注（
１�
）
野
村
育
世
『
北
条
政
子
─
尼
将
軍
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
。

関
幸
彦『
北
条
政
子
─
母
が
嘆
き
は
浅
か
ら
ぬ
こ
と
に
候
─
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
〇
四
年
等
。

（
２�

）細
川
涼
一「
源
実
朝
室
本
覚
尼
と
遍
照
院
」脇
田
晴
子
、Ｓ
・
Ｂ
・
ハ
ン
レ
ー

編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
史 

上
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
。

（
３�

）野
口
実「
竹
御
所
小
論
─
鎌
倉
幕
府
政
治
史
上
に
お
け
る
再
評
価
─
」『
青

山
史
学
』
十
三
、
一
九
九
二
年
。

（
４�

）
金
永
「
摂
家
将
軍
家
の
「
家
」
の
形
成
と
妻
た
ち
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一

七
八
、
二
〇
〇
二
年
。
金
氏
は
摂
家
将
軍
家
の
「
家
」
形
成
に
お
い
て
妻

た
ち
の
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
て
い
る
。

（
５�

）
中
川
博
夫
・
小
川
剛
生
「
宗
尊
親
王
年
譜
」『
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
言

語
文
化
研
究
』
第
一
巻
、
一
九
九
四
年
二
月
は
生
涯
の
年
譜
と
若
干
の
補

注
を
付
す
。

（
６�

）
野
中
和
孝
「
宗
尊
親
王
の
幼
少
期
」『
日
本
文
藝
研
究
』
五
〇
（
三
）、

一
九
九
八
年
。

（
７�

）
河
内
祥
輔
『
頼
朝
の
時
代
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
二
頁
。
河
内

氏
は
「
皇
位
継
承
候
補
者
と
そ
の
同
母
弟
は
親
王
に
さ
れ
る
が
、
そ
れ
例

外
の
皇
子
は
す
べ
て
幼
期
に
出
家
さ
せ
る
」
と
い
う
原
則
が
白
河
天
皇
以

来
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
８�

）
菊
地
大
樹
「
宗
尊
親
王
の
王
孫
と
大
覚
寺
統
の
諸
段
階
」『
歴
史
学
研
究
』

七
四
七
、
二
〇
〇
一
年
。
菊
池
氏
は
宗
尊
が
式
乾
門
院
・
室
町
院
暉
子
と

猶
子
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
後
嵯
峨
天
皇
は
宗
尊
に
後
高

倉
院
の
娘
・
孫
と
の
猶
子
関
係
を
結
ば
せ
る
こ
と
で
彼
女
た
ち
が
継
承
し

た
王
家
領
を
伝
領
さ
せ
、
後
高
倉
皇
統
そ
の
も
の
を
自
身
の
後
嵯
峨
皇
統

へ
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
９�

）『
吾
妻
鏡
』
建
長
四
年
四
月
二
日
条
。
以
下
、『
吾
妻
鏡
』
同
日
条
の
も

の
は
い
ち
い
ち
表
記
し
な
い
。
ま
た
、
特
に
史
料
の
表
記
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
『
吾
妻
鏡
』
で
あ
る
。

（
10�

）『
増
鏡
』
内
野
の
雪
。

（
11�

）
宗
尊
は
そ
の
才
能
と
境
遇
か
ら
当
時
の
人
々
に
光
源
氏
の
再
来
と
受
け

取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
平
家
滅
亡
と
共
に
鎌
倉
将
軍
家
の
手
に
渡
っ
た

源
氏
物
語
絵
巻
が
文
献
に
再
度
登
場
す
る
の
は
宗
尊
の
時
代
で
、
宗
尊
自

身
も
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
て
か
「
源
氏
物
語
色
紙
絵
屏
風
」
を
製
作
し
た
り
、

源
親
行
に
よ
る
源
氏
物
語
談
義
を
行
っ
た
り
、「
源
氏
物
語
系
図
」
を
作

成
し
た
り
と
「
源
氏
物
語
」
に
熱
中
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
三

田
村
雅
子
氏
は
「
源
氏
将
軍
家
の
正
統
を
担
い
得
る
の
は
宮
で
し
か
な
い

こ
と
、
宮
の
子
孫
の
源
氏
に
よ
っ
て
将
軍
位
は
受
け
継
が
れ
て
い
く
だ

ろ
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、「
源
氏
」
幻
想
と
い
う
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
三
田
村
雅

子
「
鎌
倉
宮
将
軍
の
源
氏
物
語
絵
─
宗
尊
親
王
の
源
氏
物
語
色
紙
絵
屏
風
」

三
谷
邦
明
・
三
田
村
雅
子
著
『
源
氏
物
語
の
謎
を
読
み
解
く
』
角
川
書
店
、

一
九
九
八
年
）。

（
12�

）
建
長
四
年
八
月
八
日
条
。

（
13�

）
青
山
幹
哉
「
鎌
倉
将
軍
の
三
つ
の
姓
」『
年
報
中
世
史
研
究
』
十
三
、

一
九
八
八
年
。

（
14�

）『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年
四
月
二
十
四
条
。

（
15�

）
金
永
前
掲
注
（
４
）。
金
氏
は
近
衛
兼
経
の
娘
が
選
ば
れ
た
の
は
近
衛

家
が
親
王
将
軍
に
見
合
う
家
柄
で
あ
り
、
当
該
期
の
摂
関
家
と
幕
府
と
の

関
係
を
考
慮
し
た
場
合
、
そ
れ
が
最
も
無
難
な
選
択
で
あ
っ
た
た
め
と
考

え
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
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（
16�

）
野
口
実
「
村
井
章
介
『
中
世
の
国
家
と
在
地
社
会
』
書
評
」『
史
学
雑
誌
』

一
一
七
（
六
）、
二
〇
〇
八
年
。
野
口
氏
は
「
在
庁
」
と
い
う
低
い
出
自

と
認
識
さ
れ
る
北
条
氏
が
、
逆
に
な
ぜ
幕
府
の
執
権
の
地
位
に
就
き
、
専

制
支
配
を
行
い
得
た
の
か
を
身
分
の
側
面
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
論
点
の
一
つ
と
し
て
宰
子
が
時
頼
の
猶
子
と
し
て

宗
尊
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

（
17�

）
弘
長
三
年
十
月
二
十
五
日
条
。
ち
な
み
に
、
宰
子
は
時
頼
死
去
の
際
は

軽
服
し
て
い
な
い
。
軽
服
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
妊
娠
中
で
あ
っ
た
た
め

か
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
18�

）村
井
章
介「
執
権
政
治
の
変
質
」『
中
世
の
国
家
と
在
地
社
会
』校
倉
書
房
、

二
〇
〇
五
年
（
初
出
は
一
九
八
四
年
）。
村
井
氏
が
時
頼
か
ら
長
時
へ
の

執
権
職
譲
位
が
執
権
と
北
条
氏
の
家
督
（
得
宗
）
が
分
離
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
と
述
べ
る
の
は
佐
藤
進
一
氏
の
意
見
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
19�

）
保
永
真
則
「
鎌
倉
幕
府
の
官
僚
制
化
─
合
理
化
・
効
率
化
の
必
要
と
組

織
運
営
の
変
化
─
」『
日
本
史
研
究
』
五
〇
六
、
二
〇
〇
四
年
。

（
20�

）
佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
。

（
21�

）
し
か
し
、
勝
長
寿
院
も
大
慈
寺
も
宗
尊
の
鎌
倉
下
向
後
す
ぐ
に
焼
亡
し

て
お
り
、
北
条
一
門
の
沙
汰
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
焼
亡
し
て
い
な
け
れ
ば
宗
尊
は
供
養
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
頼
朝
法
華
堂
で
行
わ
れ
て
い
た
頼
朝
の
月
忌
は
、
建

長
四
年
正
月
十
三
日
の
五
十
四
回
忌
を
最
後
に
そ
の
後
『
吾
妻
鏡
』
に
み

え
な
い
。
当
時
は
ま
だ
弔
い
上
げ
の
習
俗
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
（
榎
本
栄
一
「『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
仏
典
と
法
会
・
修
法
に
つ
い
て
」

『
東
洋
学
研
究
』
二
四
、
一
九
八
九
年
）、
あ
え
て
行
わ
な
く
な
っ
た
の
だ

と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
北
条
氏
に
よ
る
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
金
氏
は
逆
に
五
十
四
回
忌
ま
で
続
い
た
の
は
、
御
家
人
統
合
論
理
と

し
て
、
頼
朝
へ
の
記
憶
を
喚
起
し
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
す
る
（
金
永
「
摂
家
将
軍
期
に
お
け
る
源
氏
将
軍
観
と
北
条
氏
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
七
四
、
二
〇
〇
一
年
）。
な
ら
ば
、
宗
尊
将
軍
期
に
は

そ
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
北
条
氏
は
あ
え
て
頼

朝
へ
の
記
憶
を
喚
起
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
親
王
将
軍
就
任
を
機
と
し
て
宗

尊
の
も
と
に
御
家
人
統
合
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
22�

）『
元
享
釈
書
』。
円
爾
は
建
長
六
年
か
ら
七
年
、
次
い
で
正
嘉
元
年
（
一

二
五
七
）
に
も
時
頼
の
招
き
に
よ
り
鎌
倉
に
下
向
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

間
命
じ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
時
頼
も
伽
藍
再
興
の
翌
年

正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
に
は
円
爾
の
後
に
蘭
渓
道
隆
を
住
持
さ
せ
、
建

仁
寺
を
建
長
寺
と
同
じ
く
禅
寺
と
し
て
純
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
（
竹

貫
元
勝
『
新
日
本
禅
宗
史
─
時
の
権
力
者
と
禅
僧
た
ち
─
』
禅
文
化
研
究

所
、
一
九
九
九
年
）。

（
23�

）
青
山
幹
哉
「
鎌
倉
幕
府
将
軍
権
力
試
論
─
将
軍
九
条
頼
経
〜
宗
尊
親
王

期
を
中
心
と
し
て
─
」『
年
報
中
世
史
研
究
』
八
、
一
九
八
三
年
。

（
24�

）『
文
机
談
』。
時
頼
が
素
暹
の
進
上
し
た
鴨
長
明
作
の
琵
琶
を
自
身
が
持

つ
に
は
不
似
合
で
あ
る
と
し
て
宗
尊
に
献
上
す
る
話
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。

（
25�

）
森
幸
夫
『
北
条
重
時
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。
森
氏
は
六
波
羅

探
題
時
代
、
重
時
は
後
嵯
峨
皇
統
の
守
護
者
で
あ
り
、
重
時
が
幕
府
連
署

で
あ
っ
た
ゆ
え
、
後
嵯
峨
も
安
心
し
て
愛
息
を
鎌
倉
に
送
る
こ
と
が
で
き

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
後
嵯
峨
─
宗
尊
─
重
時
の
太
い
つ
な
が
り
を
指

摘
す
る
。
重
時
の
正
室
は
平
基
親
女
で
あ
り
、
宗
尊
の
母
の
平
棟
子
と
は

父
親
が
従
兄
弟
同
士
（
高
棟
流
平
氏
）
で
あ
り
、
ま
た
宗
尊
の
勅
別
当
の

権
大
納
言
源
顕
定
は
重
時
の
義
理
の
甥
（
村
上
源
氏
）
で
あ
っ
た
。

（
26�

）
石
井
清
文
「
最
明
寺
時
頼
入
道
の
卒
去
と
宗
尊
親
王
上
洛
計
画
の
頓
挫
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（
Ⅱ
）」『
政
治
経
済
史
学
』
三
二
六
、
一
九
九
三
年
八
月
。

　
　
　

東
御
方
に
関
す
る
『
吾
妻
鏡
』
記
事
は
以
下
の
七
例
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

�
①
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
七
月
八
日　

宗
尊
方
違
に
供
奉

　
　
　
　

�
②�
正
元
二
年
（
一
二
六
〇
）
三
月
二
十
一
日　

時
宗
の
東
御
亭
に
「
参

儲
」、
宰
子
に
随
っ
て
御
所
へ
入
り
、
陪
膳
に
候
す

　
　
　
　

�

③�

弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
三
月
二
十
一
日　

里
亭
造
作
の
沙
汰
有

り

　
　
　
　

�

④
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
四
月
十
六
日　

里
亭
の
上
棟

　
　
　
　

�

⑤
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
六
月
二
日　

里
亭
の
柱
立

　
　
　
　

�

⑥
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
七
月
十
三
日　

里
亭
に
移
徒

　
　
　
　

�

⑦�

文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
三
月
七
日　

宰
子
の
鶴
岡
八
幡
宮
七
日

間
参
籠
に
供
奉

　
　
　
　

�

ま
た
、「
東
御
方
」
と
号
す
る
女
性
を
調
べ
て
み
る
と
、

　
　
　
　

�

・�

藤
原
全
子
（
一
〇
六
〇
─
一
一
五
〇
）
右
大
臣
藤
原
俊
家
の
娘
、

関
白
藤
原
師
通
室
、
藤
原
忠
実
の
母
（『
中
右
記
』）。

　
　
　
　

�

・�

洞
院
愔
子
／
玄
輝
門
院（
一
二
四
六
─
一
三
二
九
）洞
院
実
雄
の
娘
、

後
深
草
天
皇
の
妃
、
伏
見
天
皇
・
性
仁
法
親
王
・
久
子
内
親
王
の
母
。

　
　
　
　

�

・�

左
大
臣
徳
大
寺
藤
原
実
定
の
娘
。
宜
秋
門
院
（
九
条
兼
実
の
娘
、

後
鳥
羽
天
皇
中
宮
）
女
房
御
匣
殿
、
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
に

は
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

�

・�

藤
原
実
泰
の
娘
。
永
福
門
院
女
房
、
恒
良
親
王
妾
、
後
嫁
関
白
藤

原
師
平
（『
尊
卑
分
脈
』）。

　
　
　
　

�

・�

正
親
町
守
子
。
大
納
言
正
親
町
実
明
の
娘
、
伏
見
天
皇
女
房
、
後

伏
見
天
皇
の
妃
（
前
田
侯
爵
本
『
女
院
次
第
』・『
尊
卑
分
脈
』）。

　
　
　
　

�

・�

比
丘
尼
了
覚
。
太
政
大
臣
洞
院
公
賢
の
娘
、
徽
安
門
院
女
房
（『
園

大
暦
』・『
尊
卑
分
脈
』）。

　
　
　
　

�

・�

長
慶
天
皇
皇
子
玉
川
宮
の
娘
。
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
征
夷
大

将
軍
足
利
義
教
の
私
邸
に
迎
え
ら
れ
「
東
御
方
」
と
称
す
（『
皇

親
系
』
六
）。

　
　
　
　

�

・�

大
納
言
日
野
資
俊
の
娘
（『
迎
陽
記
』
応
永
十
四
年
（
一
四
〇
七
）

三
月
二
十
三
日
条
）。

　
　
　
　

�

・�

内
大
臣
正
親
町
三
条
実
継
の
娘（『
看
聞
日
記
』応
永
二
十
三
年（
一

四
一
六
）
十
一
月
二
十
日
条
）。

　
　
　
　

�

が
あ
げ
ら
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
見
え
る
東
御
方
に
該
当
す
る
人
物

は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
彼
女
と
同
時
代
に
東
御
方
と
号
し
て
い
た

女
性
は
何
れ
も
閑
院
流
（
徳
大
寺
家
・
洞
院
家
）
を
出
自
と
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
東
御
方
と
は
あ
く
ま
で
空
間
的
な
呼

称
で
あ
り
、
こ
の
時
期
西
園
寺
家
の
娘
が
後
室
を
占
め
て
い
た
状
況

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

�　

近
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
巻
之
八

十
八
に
は
里
亭
の
小
町
亭
を
一
条
局
の
も
の
と
し
、「
局
は
大
納
言

通
房
が
女
に
て
東
御
方
と
稱
す
、
建
長
四
年
宗
尊
親
王
に
從
て
京
師

よ
り
下
向
せ
り
、
弘
長
三
年
三
月
此
亭
造
立
の
沙
汰
あ
り
て
六
月
に

至
り
落
成
し
、
七
月
此
に
移
る
」
と
あ
る
。
一
条
局
と
東
御
方
を
同

一
人
物
と
し
て
記
し
て
い
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
い
て
は
、
両
者

の
名
は
同
じ
場
面
に
並
立
し
て
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
建
長
四
年
七
月

八
日
条
・
文
永
二
年
三
月
七
日
条
）、
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
両

者
が
同
一
人
物
と
し
て
記
さ
れ
た
経
緯
は
分
か
ら
な
い
。

（
27�

）
弘
長
三
年
七
月
十
三
日
・
四
月
十
六
日
・
六
月
二
日
・
三
月
二
十
一
日
条
。

（
28
）
文
治
四
年
四
月
二
十
二
日
条
。
仁
治
二
年
七
月
二
十
六
日
条
。

（
29�
）
下
向
の
行
列
に
名
の
見
え
る
女
房
は
美
濃
局
、
別
当
局
、
一
条
局
、
西

御
方
の
四
人
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
美
濃
局
は
土
御
門
顕
方
の
母
で
、
通
方
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女
の
一
条
局
は
宗
尊
の
乳
母
で
あ
っ
た
（『
関
東
往
還
記
』）。

（
30�

）
通
親
の
娘
に
は
他
に
幼
少
の
宗
尊
を
養
育
し
て
い
た
承
明
門
院
（
通
親

養
女
、実
父
能
円
、母
藤
原
範
子
、後
鳥
羽
天
皇
の
妃
、土
御
門
天
皇
の
母
）、

後
嵯
峨
天
皇
乳
母
の
大
納
言
二
位
源
親
子
が
い
る
。
通
親
の
男
通
方
の
娘

二
人
は
後
嵯
峨
天
皇
の
女
房
大
納
言
の
局
（
典
侍
）
と
高
倉
局
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
川
博
夫
氏
は
同
家
の
女
子
が
、
宗
尊
家
に
出
仕
す
る

由
縁
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
と
述
べ
て
い
る
（
中
川
博
夫
「
宗
尊
親
王

将
軍
家
の
女
房
歌
人
達
」『
中
世
文
学
研
究
』二
二
、一
九
九
六
年
）。
ま
た
、

幼
少
の
邦
仁
王
（
後
の
後
嵯
峨
天
皇
）
の
養
育
者
で
あ
り
、「
我
ま
た
武

士
な
り
」
の
発
言
で
知
ら
れ
る
通
親
の
男
定
通
は
義
時
の
娘
と
婚
姻
し
て

い
た
か
ら
（『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
六
月
三
日
条
に
よ
る
と
、
少
な
く
と

も
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
ま
で
に
は
定
通
に
嫁
い
で
い
る
）
重
時
や
朝

時
か
ら
す
れ
ば
義
理
の
弟
に
あ
た
る
。
よ
っ
て
西
御
方
は
ま
た
北
条
氏
と

も
繋
が
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
宗
尊
の
側
近

で
あ
っ
た
土
御
門
顕
方
は
定
通
の
猶
子
で
あ
る
。

　
　

�　

ま
た
、
東
御
方
は
西
御
方
よ
り
も
家
格
が
上
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
根

拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

御
か
た
〳
〵
の
名
の
事
。
北
東
御
か
た
は
上
な
り
。
南
西
は
聊
方
角

に
て
は
を
と
り
た
る
也
。
か
た
名
と
む
き
名
と
は
。
か
た
名
は
あ
が

り
た
る
や
う
に
申
傳
へ
た
る
な
り
。

　

�

『
女
房
の
官
志
な
の
事
』
群
書
類
従
第
五
輯
巻
第
七
十
三　
　

（
31�

）
渡
辺
晴
美
「
文
応
元
年
に
お
け
る
社
会
不
穏
と
鎌
倉
幕
府
権
力
の
危
機

意
識
─
最
明
寺
入
道
北
条
時
頼
政
権
の
実
態
に
関
す
る
一
視
角
─
」『
政

治
経
済
史
学
』
七
五
、
一
九
六
九
年
四
月
。

（
32�

）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
門
の
嗷
訴
の
激
発
は
朝
廷
で
は
処
理
し
き
れ

ず
、
そ
の
た
め
幕
府
に
判
断
を
仰
ぐ
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
幕
府
権
力
を
脅
か
す
ほ
ど
の
も
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

（
33�

）
文
応
元
年
三
月
一
日
条
。

（
34�

）
上
横
手
雅
敬
「
鎌
倉
幕
府
と
摂
関
家
」『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
（
初
出
は
一
九
七
四
年
）。

（
35�

）
上
横
手
雅
敬
前
掲
注
（
34
）。

（
36�

）
本
郷
和
人
『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
五
年
。

（
37�

）
建
長
四
年
三
月
五
日
条
。

（
38�

）
建
長
四
年
正
月
八
日
条
。

（
39�

）
建
長
四
年
三
月
十
八
日
条
。

（
40�

）『
経
俊
卿
記
』
正
元
元
年
五
月
四
日
条
。
ち
な
み
に
、
弟
の
基
平
は
同

年
五
月
十
七
日
に
除
服
し
て
い
る
（『
深
心
院
関
白
記
』
文
応
元
年
五
月

十
七
日
条
）。

（
41�

）
藤
田
盟
児
「
鎌
倉
武
士
住
宅
の
空
間
構
成
─
幕
府
御
所
を
中
心
と
し
て

─
」『
建
築
史
の
空
間
─
関
口
欣
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集
─
』
中
央
公

論
美
術
出
版
、
一
九
九
九
年
。

（
42�

）
文
応
元
年
七
月
二
十
九
日
条
。

（
43�

）
正
嘉
元
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。

（
44�

）
五
味
克
夫
「
鎌
倉
幕
府
の
番
衆
と
供
奉
人
に
つ
い
て
」『
鹿
児
島
大
学

文
科
報
告
』
七
号
史
学
篇
四
、
一
九
六
一
年
。

（
45�

）
建
保
三
年
六
月
七
日
条
。

（
46�

）
森
幸
夫
前
掲
注
（
25
）。

（
47�

）
寛
喜
二
年
十
二
月
九
日
条
、
寛
元
三
年
七
月
二
十
六
日
条
。

（
48�

）
金
永
前
掲
注
（
４
）。

（
49�

）『
問
は
ず
語
り
』
巻
四
に
「
大
名
ど
も
浄
衣
な
ど
に
は
あ
ら
で
、
い
ろ

い
ろ
の
ひ
た
た
れ
に
て
ま
ゐ
り
つ
る
も
や
う
変
り
た
り
」
と
あ
る
。

（
50�

）
貫
達
人
『
鶴
岡
八
幡
宮
寺
─
鎌
倉
の
廃
寺
』
有
隣
堂
、
一
九
九
六
年
。
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（
51�
）
菊
地
大
樹
前
掲
注
（
８
）。
宗
尊
お
よ
び
そ
の
家
族
と
鎌
倉
末
期
に
い

た
る
大
覚
寺
統
の
諸
段
階
と
の
関
係
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
52�
）
菊
地
大
樹
前
掲
注
（
８
）。

（
53�

）『
尊
卑
分
脈
』
四
巻
、
二
二
頁
。

（
54�

）
小
倉
秀
貫
「
鎌
倉
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
」『
史
学
会
雑
誌
』
二
四
、
一

八
九
一
年
。
三
浦
周
行『
鎌
倉
時
代
史
』第
六
十
章
、早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
〇
七
年
。
山
岸
徳
平
「
宗
尊
親
王
と
其
の
和
歌
」『
国
語
と
国
文
学
』

二
四
（
一
二
）、
一
九
四
七
年
。
竜
粛
「
鎌
倉
時
代
概
観
」『
鎌
倉
時
代
・

下
』
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
。
樋
口
芳
麻
呂
「
宗
尊
親
王
の
和
歌
─
文
永

三
年
後
半
期
の
和
歌
を
中
心
に
─
」『
文
学
』
三
六
（
六
）、
一
九
六
八
年
。

網
野
善
彦
『
蒙
古
襲
来
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
。
新
田
英
治
「
鎌
倉
後

期
の
政
治
過
程
」
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
６
』
中
世
２
、
岩
波
書
店
、
一

九
七
五
年
。
川
添
昭
二
Ａ
「
北
条
時
宗
の
連
署
時
代
」『
金
沢
文
庫
研
究
』

二
六
三
、
一
九
八
〇
年
。
川
添
昭
二
Ｂ
「
北
条
時
宗
の
研
究
─
連
署
時
代

ま
で
─
」『
日
蓮
と
そ
の
時
代
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
九
年
（
初
出

は
一
九
八
二
年
）
等
。

（
55�

）
小
倉
秀
貫
・
樋
口
芳
麻
呂
前
掲
注
（
54
）。

（
56�

）『
外
記
日
記
』
文
永
三
年
五
月
月
十
五
日
条
。

（
57�

）『
尊
卑
分
脈
』
一
巻
、
八
九
頁
。

（
58�

）『
血
脈
類
集
記
』。

（
59�

）
永
塚
昌
仁
「
鎌
倉
殿
護
持
僧
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
源
家
三
代
期
か
ら

宗
尊
親
王
期
ま
で
を
中
心
に
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』

第
八
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
60�

）『
外
記
日
記
』
文
永
三
年
七
月
九
日
条
。

（
61�

）『
外
記
日
記
』
文
永
三
年
七
月
十
日
・
十
五
日
条
。

（
62�

）『
深
心
院
関
白
記
』
文
永
三
年
七
月
二
十
日
条
。

（
63�

）『
外
記
日
記
』
文
永
四
年
二
月
十
四
日
条
。

（
64�

）『
勘
仲
記
』
弘
安
四
年
閏
七
月
八
日
条
。

（
65�

）『
深
心
院
関
白
記
』
文
永
三
年
十
二
月
二
十
九
日
条
。

（
66�

）『
民
経
記
』
文
永
四
年
九
月
四
日
条
。

（
67�

）
弓
削
繁
編
『
五
代
帝
王
物
語
』
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
和
泉
書
院
、

一
九
八
九
年
。

（
68�

）『
武
家
年
代
記
』『
外
記
日
記
』
文
永
三
年
十
月
九
日
条
。

（
69�

）『
外
記
日
記
』
文
永
三
年
十
二
月
十
六
日
条
。

（
70�

）『
外
記
日
記
』
文
永
四
年
二
月
十
一
日
条
。

（
71�

）『
深
心
院
関
白
記
』
文
永
五
年
正
月
二
十
四
日
条
。
兄
弟
と
は
性
助
法

親
王
と
円
助
法
親
王
で
あ
る
。
性
助
法
親
王
は
宗
尊
の
弟
に
あ
た
る
人
物

で
、
母
は
三
条
公
房
女
で
あ
る
。
五
歳
で
仁
和
寺
に
入
り
、
そ
の
後
出
家

し
た
。
円
助
法
親
王
は
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
生
ま
れ
で
後
嵯
峨
天
皇

が
即
位
す
る
以
前
に
一
条
能
保
女
と
の
間
に
誕
生
し
た
子
で
あ
る
。
宗
尊

の
兄
に
あ
た
り
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
円
満
院
で
出
家
し
、
そ
の

後
園
城
寺
長
吏
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
宗
尊
に
は
も
う
一
人
一
歳
違
い

の
兄
、
高
峰
顕
日
が
い
る
。
高
峰
顕
日
は
南
浦
紹
明
と
共
に
天
下
の
二
甘

露
門
と
称
さ
れ
た
禅
僧
で
あ
る
。
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）、
十
六
歳
で

東
福
寺
の
円
爾
に
よ
っ
て
出
家
し
、
宰
子
と
宗
尊
の
婚
姻
が
な
さ
れ
た
文

応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は
鎌
倉
に
下
向
し
、
宋
よ
り
来
日
し
た
兀
庵
普

寧
に
随
時
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
鎌
倉
を
早
々
に

去
り
、
後
に
那
須
に
向
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
鎌
倉
に
拠
点
を
置
か
な

か
っ
た
の
は
、後
嵯
峨
院
の
皇
子
で
あ
り
、現
将
軍
の
宗
尊
と
兄
弟
で
あ
っ

た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
竹
貫

元
勝
前
掲
注
（
22
））。

（
72�

）
隆
弁
と
の
歌
の
贈
答
（
閑
月
集
三
六
〇
・
三
六
一
。
玉
葉
集
一
〇
三
六
）。
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後
藤
基
綱
女
で
女
房
歌
人
と
し
て
仕
え
て
い
た
三
河
と
の
贈
答
（
新
後
撰

集
五
六
三
・
五
六
四
）。
三
河
に
つ
い
て
は
松
岡
伸
子
「
勅
選
集
の
女
流

歌
人
─
中
務
卿
宗
尊
将
軍
家
三
河
」『
学
苑
』
一
六
〇
、
昭
和
女
子
大
学

近
代
文
化
研
究
所
、
一
九
五
四
年
三
月
に
詳
し
い
。

（
73�

）『
鎌
倉
年
代
記
』『
武
家
年
代
記
』
文
永
九
年
二
月
三
十
日
条
。

（
74�

）『
勘
仲
記
』
文
永
十
一
年
七
月
二
十
七
・
二
十
九
日
・
八
月
一
日
条
。

ち
な
み
に
、
翌
月
に
は
三
代
将
軍
実
朝
の
正
妻
で
あ
っ
た
西
八
条
禅
尼
も

亡
く
な
っ
て
い
る
。

（
75�

）『
深
心
院
関
白
記
』
文
永
四
年
二
月
二
十
八
日
条
。

（
76�

）
基
平
は
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
十
二
月
九
日
に
は
亀
山
天
皇
関
白
と

氏
長
者
と
な
っ
て
い
る
。

（
77�

）
前
掲
注
（
54
）。

（
78�

）
三
山
進
「
第
六
代
将
軍　

宗
尊
親
王
」
安
田
元
久
編
『
鎌
倉
将
軍
執
権

列
伝
』
秋
田
書
店
、
一
九
七
四
年
。

（
79�

）
五
味
克
夫
前
掲
注
（
44
）。

（
80�

）
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
─
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま

で
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
。

（
81�

）
川
添
昭
二
Ａ
前
掲
注
（
54
）。

（
82�

）
永
井
晋
「
鎌
倉
幕
府
将
軍
家
試
論
─
源
家
将
軍
と
摂
家
将
軍
の
関
係
を

中
心
に
─
」『
国
史
学
』
一
七
六
、
二
〇
〇
二
年
。

（
83�

）
永
井
晋
前
掲
注
（
82
）。

（
84�

）
美
川
圭
「
関
東
申
次
と
院
伝
奏
の
成
立
と
展
開
」『
史
林
』
六
七
（
三
）、

一
九
八
四
年
。

〔
付
記
〕

　

本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
吾

妻
鏡
』『
小
右
記
』
両
講
読
会
の
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
毎
回
熱
心
に

ご
指
導
下
さ
っ
た
野
口
実
先
生
、
岩
田
慎
平
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
輩
方
、
ま

た
共
に
学
ん
だ
同
回
生
の
仲
間
た
ち
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。
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一
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
建
長
四
年
〜
）（
十
九
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
長
和
四
年
〜
）（
十
八
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
養
和
元
年
〜
）（
十
四
日
）

二
月

　

二
十
七
・
二
十
八
・
三
月
一
日　

鎌
倉
ゼ
ミ
旅
行

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
二
・
九
・
十
六
日
）

三
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
九
・
十
六
・
二
十
三
・
三
十
日
）

四
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
十
三
・
二
十
・
二
十
七
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
十
四
・
二
十
八
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
九
・
二
十
三
・
三
十
日
）

五
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
十
一
・
十
八
・
二
十
五
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
十
二
・
十
九
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
七
・
十
四
・
二
十
八
日
）

六
月

　

二
十
六
日　

研
究
所
公
開
講
座
・
懇
談
会
・
懇
親
会

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
一
・
八
・
十
五
・
二
十
二
・
二
十
九
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
二
・
九
・
十
六
・
二
十
三
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
四
・
十
一
・
二
十
五
日
）

七
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
六
・
十
三
・
二
十
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
七
・
十
四
・
二
十
一
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
二
・
九
・
二
十
三
日
）

九
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
二
十
一
・
二
十
八
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
二
十
四
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
十
七
・
二
十
四
日
）

二
〇
一
〇
年

　
　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
記
録
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十
月

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
五
・
十
二
・
十
九
・
二
十
六
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
六
・
十
三
・
二
十
・
二
十
七
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
一
・
八
・
二
十
二
日
）

十
一
月

　

二
十
七
日　

例
会
（�

公
開
研
究
会
）大
田
壮
一
郎
氏「
北
条（
桜
田
）

師
頼
と
伊
賀
国
平
等
寺
の
禅
院
化
─
得
宗
一

門
・
守
護
・
禅
宗
─
」

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
二
・
九
・
三
十
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
十
・
二
十
四
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
五
・
十
二
日
）

十
二
月

　

七
日　

臨
時
例
会　

�

岩
田
慎
平
氏
「
舞
女
微
妙
と
そ
の
周
辺
─
中

世
前
期
の
職
能
民
を
め
ぐ
っ
て
─
」

　

十
五
日　

臨
時
例
会　

�

山
本
み
な
み
氏
「
東
御
方
に
つ
い
て
─
宗

尊
親
王
妻
室
構
造
の
一
側
面
─
」

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ａ
（
七
・
十
四
日
）

　

『
小
右
記
』
講
読
会
（
一
・
八
・
十
五
日
）

　

『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
Ｂ
（
三
・
十
日
）

公開講座懇親会の風景（6月26日）
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二
月
二
十
七
日
【
稲
村
ヶ
崎
・
極
楽
寺
・
御
霊
神
社
・
高
徳
院
・
光
則
寺
・

長
谷
観
音
・
甘
縄
神
明
社
・
妙
本
寺
】

　

江
ノ
電
藤
沢
駅
か
ら
、
寒
さ
と
曇
り
空
の
下
ゼ
ミ
旅
行
は
始
ま
り

ま
し
た
。『
吾
妻
鏡
』
の
講
読
を
始
め
て
か
ら
「
い
つ
か
必
ず
行
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
鎌
倉
。
野
口
先
生
や
先
輩
方
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
旅
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
江
ノ
電
に
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
す
で
に
興
奮
し
て
い
た
の
で
す
が
、

車
窓
か
ら
海
が
見
え
た
時
に
は
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
（
私
た
ち
が
海
無
し
県
民
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
）。
天
候
と
は
裏
腹

に
初
め
て
の
ゼ
ミ
旅
行
に
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
し
た
。
天
気
が
良

け
れ
ば
富
士
山
を
望
む
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
稲
村
ヶ
崎
。
鎌
倉
の

西
の
境
界
で
あ
り
、
鎌
倉
へ
の
入
口
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地

か
ら
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
鎌
倉
の
地
を
眺
め
ま
し
た
。『
太
平
記
』
が

伝
え
る
、
新
田
義
貞
の
徒
渉
伝
説
に
も
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
港
湾

を
管
理
し
た
と
い
わ
れ
る
極
楽
寺
、
鎌
倉
の
重
要
な
入
口
の
一
つ
極

楽
寺
坂
切
通
し
、
後
三
年
合
戦
で
の
故
事
で
有
名
な
鎌
倉
権
五
郎
景

政
を
祀
っ
た
御
霊
神
社
、
と
見
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
名
物
の
力
餅

を
野
口
先
生
に
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
高
徳
院
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

高
徳
院
で
は
、あ
の
、鎌
倉
大
仏
を
見
学
し
ま
し
た
。空
を
背
景
に
ど
っ

し
り
と
鎮
座
す
る
大
仏
を
鑑
賞
し
、
そ
の
内
部
ま
で
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
鎌
倉
大
仏
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。
こ
の
雄
大
な

姿
と
優
し
い
顔
立
ち
に
、
鎌
倉
の
人
々
は
救
わ
れ
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
次
に
訪
れ
た
光
則
寺
で
は
、
日
蓮
の
門
弟
日
朗
が
監
禁
さ

れ
て
い
た
と
伝
わ
る
土
牢
を
、
恐
る
恐
る
覗
き
見
ま
し
た
。
長
谷
寺

で
は
、
長
谷
観
音
と
鎌
倉
の
町
を
見
渡
す
美
し
い
景
色
を
楽
し
み
ま

し
た
。そ
し
て
安
達
盛
長
邸
跡
を
通
っ
て
、甘
縄
明
神
に
行
き
ま
し
た
。

北
条
時
頼
の
母
・
松
下
禅
尼
は
安
達
氏
出
身
で
あ
る
た
め
、
こ
の
地

に
は
時
宗
の
産
湯
の
井
戸
と
伝
わ
る
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。『
吾
妻
鏡
』

治
承
四
年
十
二
月
二
十
日
条
に
は
、
源
頼
朝
が
「
今
日
御
行
始
之
儀
、

入
御
藤
九
郎
盛
長
甘
縄
之
家
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
甘
縄

の
地
は
鎌
倉
の
中
で
も
重
要
な
地
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
甘

縄
の
地
名
は
『
吾
妻
鏡
』
に
し
ば
し
ば
出
て
き
ま
す
。
甘
縄
明
神
も

源
氏
の
崇
敬
を
受
け
た
神
社
と
し
て
登
場
し
、
頼
朝
が
社
殿
を
修
理

し
た
こ
と
や
、
頼
朝
と
政
子
が
参
詣
し
た
こ
と
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
再
び
江
ノ
電
に
乗
り
こ
の
日
最
後
の
目
的
地
、
妙
本
寺
に

到
着
し
た
頃
に
は
日
も
傾
き
辺
り
は
暗
く
な
り
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。

鎌
倉
旅
行
記　

二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
七
日
〜
三
月
一
日

井
草
温
子
・
尾
田
沙
祐
里
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こ
こ
は
比
企
一
族
の
邸
跡
と
言
わ
れ
、
一
族
の
墓
塔
が
あ
り
ま
し
た
。

比
企
の
尼
は
頼
朝
の
乳
母
と
し
て
『
吾
妻
鏡
』
で
は
お
な
じ
み
の
人

物
で
す
。
境
内
に
は
源
頼
家
の
女
、
竹
御
所
の
墓
も
あ
り
ま
し
た
。

　

『
吾
妻
鏡
』
に
登
場
す
る
場
所
や
ゆ
か
り
の
人
々
の
地
を
訪
れ
る

こ
と
は
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
講
読
会
で
の
学
び
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
す
る
一
日
で
し
た
。

二
月
二
十
八
日
【
円
覚
寺
・
東
慶
寺
・
浄
智
寺
・
明
月
院
・
建
長
寺
・

鶴
岡
八
幡
宮
・
畠
山
重
忠
邸
跡
・
大
倉
幕
府
跡
・
源
頼
朝
法
華
堂
跡
・

北
条
義
時
法
華
堂
跡
・
荏
柄
天
神
・
永
福
寺
跡
・
鎌
倉
宮
・
勝
長
寿
院
跡
・

宝
戒
寺
・
若
宮
大
路
幕
府
跡
・
宇
都
宮
辻
子
幕
府
跡
・
段
葛
】

　

懸
念
し
て
い
た
雨
が
降
り
始
め
、
一
段
と
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
北
鎌
倉
を
起
点
に
行
動
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
北
条

時
宗
と
ゆ
か
り
の
深
い
円
覚
寺
に
行
き
ま
し
た
。
国
宝
で
あ
る
舎
利

殿
も
見
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
遠
く
か
ら
眺
め
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、

期
待
し
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。
東
慶
寺
に
は
明
治
・
大
正
・

昭
和
に
活
躍
し
た
人
々
の
墓
が
多
く
あ
り
、
雨
の
中
趣
深
く
佇
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
浄
智
寺
や
、
あ
じ
さ
い
寺
と
し
て
有
名
な
明
月
院

に
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
鎌
倉
五
山
第
一
位
で
あ
る
建
長
寺
の
境
内

に
入
る
と
巨
大
な
三
門
が
私
た
ち
を
待
ち
構
え
て
お
り
、
そ
の
荘
厳

な
趣
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
は
鎌
倉
を
代
表
す
る
有
名

な
神
社
で
す
が
、
正
面
か
ら
堂
々
の
参
拝
と
は
い
か
ず
、
裏
か
ら
と

い
う
変
わ
っ
た
入
り
方
を
し
ま
し
た
が
、
源
氏
や
鎌
倉
武
士
た
ち
の

信
仰
を
集
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
様
子
で
し
た
。
こ
こ
で
お
み
く
じ
を

引
い
た
と
こ
ろ
、
凶
の
出
た
人
が
数
名
…
。
し
っ
か
り
と
お
清
め
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
鶴
岡
八
幡
宮
に
着
く
こ
ろ
に
は
太
陽
が
顔
を
出

し
始
め
、
黙
々
と
歩
い
て
い
た
私
た
ち
の
足
取
り
も
軽
快
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
午
後
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
東
方
の
史
跡
を
中
心
に
ま
わ

り
ま
し
た
。
源
頼
朝
法
華
堂
跡
は
高
所
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
幕
府
の

あ
っ
た
辺
り
が
見
渡
せ
ま
す
。
ま
た
段
葛
は
政
子
の
安
産
祈
願
の
際

に
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
宮
大
路
の
真
ん
中
を
南
北
方

向
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
重
要
性
を
再
確
認
で

き
ま
し
た
。

　

解
散
後
、
江
ノ
電
の
鎌
倉
駅
に
向
か
っ
た
私
た
ち
で
す
が
、
チ
リ

で
起
こ
っ
た
地
震
の
影
響
で
津
波
警
報
が
出
さ
れ
、江
ノ
電
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
た
た
め
、
や
む
な
く
Ｊ
Ｒ
で
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
で
の
帰

宿
。
そ
の
日
の
夜
は
藤
沢
駅
の
近
く
で
懇
親
会
を
行
い
、
お
酒
を
片

手
に
お
い
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
月
一
日
【
寿
福
寺
・
浄
光
明
寺
・
相
馬
師
常
墓
所
・
い
わ
や
堂
】

　

最
終
日
は
扇
ヶ
谷
方
面
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
じ
め
の
見

学
地
は
寿
福
寺
で
し
た
。
政
子
と
実
朝
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
て
き
た

場
所
は
、
印
象
的
で
し
た
。
政
子
の
墓
に
は
美
し
い
花
が
た
く
さ
ん

供
え
て
あ
り
、
現
在
も
多
く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
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か
が
え
ま
し
た
。
こ
の
お
墓
は
や
ぐ
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
に

は
や
ぐ
ら
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
お
墓
の
形
態
で
す
。
岩
盤
を
く
り
抜
い
て
造
ら
れ
た
や
ぐ
ら
は
、

鎌
倉
の
歴
史
と
あ
い
ま
っ
て
独
特
の
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て
い
ま
し

た
。
次
に
訪
れ
た
浄
光
明
寺
は
、
北
条
氏
・
足
利
氏
に
ゆ
か
り
の
深

い
寺
で
、
そ
の
境
内
は
と
て
も
静
か
で
し
た
。
続
い
て
、
相
馬
師
常

の
墓
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
彼
の
父
は
千
葉
常
胤
で
す
が
、
親
子
共
に

活
躍
の
様
子
が
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
墓
所
を
見
学
し

た
こ
と
で
、
講
読
の
際
に
、
実
感
を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
に
い
わ
や
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕

府
が
開
か
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

小
さ
な
茶
屋
の
裏
庭
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
す
が
、
鎌
倉
の
中

心
地
か
ら
関
東
北
部
へ
抜
け
る
重
要
な
道
に
面
し
て
い
る
の
で
、
当

時
は
有
名
な
信
仰
の
対
象
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

以
上
で
ゼ
ミ
旅
行
の
全
日
程
を
終
え
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
鎌
倉
ゼ
ミ
旅
行
は
『
吾
妻
鏡
』
を
勉
強
し
て
い
る
私
た

ち
に
と
っ
て
大
変
実
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
足
で
実

際
に
歩
き
、
地
形
や
距
離
感
を
掴
む
こ
と
で
、
歴
史
は
い
き
い
き
と

語
り
か
け
て
き
ま
す
。
表
面
的
に
は
鎌
倉
時
代
と
現
在
と
で
は
、
全

く
様
子
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
『
吾
妻
鏡
』
講
読
を
通
し
て

当
時
の
人
々
の
行
動
や
考
え
を
追
い
、
さ
ら
に
現
地
に
足
を
運
ん
だ

私
た
ち
は
、
歴
史
を
よ
り
現
実
味
を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
余
談
で
す
が
、
実
朝
暗
殺
の
舞
台
と
い
わ
れ
て
い
る
鶴
岡
八
幡

宮
の
大
銀
杏
が
、
旅
行
直
後
の
三
月
一
〇
日
に
強
風
の
た
め
倒
壊
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
ゼ
ミ
旅
行
で
大
銀
杏
を
拝
む
こ
と
が
で

き
た
私
た
ち
は
と
て
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
普

段
か
ら
の
行
い
が
良
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
三
日
間
を
通
し
丁
寧
な
解
説
を
し
て
下

さ
っ
た
野
口
実
先
生
を
始
め
、
岩
田
慎
平
さ
ん
、
米
沢
隼
人
さ
ん
、

藪
本
勝
治
さ
ん
、
小
野
翠
さ
ん
、
伊
藤
明
日
香
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
ゼ
ミ
生
の
中
心
と
な
り
今

回
の
旅
行
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
山
本
み
な
み
さ
ん
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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執
筆
者
紹
介

　
　
　

大
谷
久
美
子
・
・
・
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
修
者

　
　
　

粟
村　

亜
矢
・
・
・
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期

　
　
　

岩
田　

慎
平
・
・
・
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員

　
　
　

山
本
み
な
み
・
・
・
・
本
学
文
学
部
史
学
科
三
回
生

　
　
　

井
草　

温
子
・
・
・
・
本
学
文
学
部
史
学
科
三
回
生

　
　
　

尾
田
沙
祐
里
・
・
・
・
本
学
文
学
部
国
文
学
科
三
回
生
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『
紫
苑
』
投
稿
規
定

一
、（
資
格
）

　
　

�

投
稿
資
格
者
は
、
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
並
び
に
ゼ
ミ
主
宰
者
の
認

定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

二
、（
枚
数
）

　
　

�

注
を
含
め
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
七
〇
枚
以
内

と
し
ま
す
。但
し
、分
量
に
つ
い
て
は
適
宜
相
談
に
応
じ
ま
す
。

三
、（
原
稿
）

　

①�

種
類
は
、
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
な
ど
。
縦
書
き
・
完
全
原
稿

と
し
ま
す
。

　

②�

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
四
〇
〇
字
の
倍
数
、
縦
書
き
で

打
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。
投
稿
の
際
は
、
原
稿
を
保
存
し
た

メ
デ
ィ
ア
（
フ
ロ
ッ
ピ
ー
、Ｃ
Ｄ
─
Ｒ
、な
ど
）
一
部
を
添
え
、

使
用
ワ
ー
プ
ロ
の
機
種
名
・
ソ
フ
ト
名
を
明
示
し
て
下
さ
い
。

　

③�

手
書
き
原
稿
の
場
合
は
、
四
〇
〇
字
詰
ま
た
は
二
〇
〇
字
詰

原
稿
用
紙
に
、
本
文
・
注
と
も
一
マ
ス
一
字
、
縦
書
き
、
楷

書
で
、
鉛
筆
書
き
は
不
可
と
し
ま
す
。

　

④�

注
は
本
文
末
に
一
括
し
て
、（
１
）、（
２
）、
…
の
よ
う
に
付

け
て
下
さ
い
。

　

⑤�

年
号
を
用
い
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
西
暦
併
用
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

⑥�

図
表
・
写
真
（
い
ず
れ
も
鮮
明
な
も
の
に
限
り
ま
す
）
の
添

付
は
刷
り
上
が
り
時
の
大
き
さ
を
勘
案
し
て
字
数
に
換
算
し

ま
す
。
こ
れ
ら
を
添
付
す
る
場
合
は
、
お
お
ま
か
な
掲
載
場

所
を
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

⑦�

編
集
作
業
の
迅
速
化
の
た
め
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

目
次
を
記
し
た
別
紙
一
枚
を
添
え
て
下
さ
い
。

四
、（
採
否
）

　
　

編
集
担
当
者
が
掲
載
の
可
否
を
審
査
い
た
し
ま
す
。

五
、（
著
作
権
・
公
開
の
確
認
）

　
　

�

本
誌
掲
載
の
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
等
の
著
作
権
は
著
者
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
等

を
電
子
化
ま
た
は
複
製
の
形
態
な
ど
で
公
開
す
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
執
筆
者
は
こ
れ
に
同
意
し
て
、
投
稿

さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
電
子

化
ま
た
は
複
製
に
よ
る
公
開
に
つ
い
て
許
諾
で
き
な
い
場
合

は
、
採
用
が
決
定
し
た
段
階
で
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

六
、（
備
考
）

　

①
他
誌
へ
の
二
重
投
稿
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

②�

掲
載
後
一
年
以
内
の
他
へ
の
転
載
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＊�

ご
不
明
な
点
は
宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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二
〇
一
〇
年
の
ゼ
ミ
の
活
動
で
ま
ず
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
久
し

ぶ
り
に
ゼ
ミ
旅
行
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

津
波
が
押
し
寄
せ
た
り
、
京
都
に
戻
っ
た
直
後
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
大

銀
杏
が
倒
れ
て
し
ま
っ
た
り
、な
か
な
か
に
思
い
出
深
い
旅
行
に
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

史
料
講
読
会
は
毎
週『
吾
妻
鏡
』が
二
回（
火
曜
と
金
曜
）、『
小
右
記
』

が
一
回
（
水
曜
）
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
曜
の
『
吾
妻
鏡
』

は
岩
田
慎
平
君
が
、水
曜
の
『
小
右
記
』
は
大
谷
久
美
子
さ
ん
が
リ
ー

ド
し
て
く
れ
て
、
私
と
し
て
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
は
、
史
学
専
攻
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
で
し
た
が
、
最
近
の
傾
向
と

し
て
は
、『
吾
妻
鏡
』
講
読
会
に
藪
本
勝
治
君
（
火
曜
）・
粟
村
亜
矢

さ
ん
（
金
曜
）、『
小
右
記
』
講
読
会
に
は
大
谷
さ
ん
、
と
い
う
よ
う

に
国
文
専
攻
の
院
生
以
上
の
方
た
ち
の
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
発
表
の
場
と
し
て
の
例
会
は
、
研
究
所
共
同
研
究
の
公
開
研

究
会
に
便
乗
し
た
り
、史
料
講
読
会
が
実
質
的
に
研
究
報
告
会
に
な
っ

た
り
と
い
っ
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
が
卒
論
や

修
論
執
筆
の
学
年
だ
と
、
中
間
報
告
の
形
で
計
画
的
に
実
施
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
積
極
的
に
ゲ
ス
ト
報
告
者
を
お
呼
び
す

る
こ
と
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
動
静
で
す
が
、『
小
右
記
』
の
講
読
会
に
国
文
四
回
生

の
谷
口
か
の
子
さ
ん
、
史
学
科
二
回
生
の
髙
田
あ
さ
こ
さ
ん
、
そ
れ

に
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
四
回
生
の
中
村
祐
美
さ
ん
が
加
わ
り

ま
し
た
。
谷
口
さ
ん
は
御
卒
業
、
中
村
さ
ん
は
院
に
進
学
で
す
。『
吾

妻
鏡
』（
火
曜
）
の
方
に
は
、
社
会
人
の
大
森
奈
菜
子
さ
ん
、
そ
し
て

久
し
ぶ
り
に
立
命
館
大
学
か
ら
杉
谷
理
沙
さ
ん
と
松
井
直
人
君
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
本
学
史
学
科
の
学
生
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
履
修
科
目
の
講
義
時
間
と
の
兼
ね

合
い
で
断
念
さ
れ
ま
し
た
。
昔
の
よ
う
に
、
史
料
講
読
会
以
外
の
活

動
が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

こ
の『
紫
苑
』も
は
や
九
号
。古
手
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、こ
の
春
、

い
よ
い
よ
博
士
号
を
取
得
す
る
人
が
現
れ
そ
う
で
す
。
そ
の
ご
当
人

に
言
わ
せ
る
と
、「
野
口
先
生
に
初
め
て
遇
っ
た
頃
は
お
父
さ
ん
の
よ

う
だ
っ
た
の
が
、
最
近
は
オ
ジ
イ
サ
ン
に
な
っ
て
き
た
」
の
だ
そ
う

で
す
。
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
、
若
い
み
ん
な
と
連
れ
だ
っ
て
旅
行

に
出
た
り
、
し
ば
し
ば
史
跡
見
学
会
を
開
い
た
り
と
い
う
こ
と
が
し

づ
ら
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
も
学
部
生
か
ら
研
究

者
ま
で
幅
が
広
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
新
し
い
態
勢
作

り
を
考
え
る
べ
き
段
階
が
来
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
号
も
、
山
本
み
な
み
さ
ん
が
一
生
懸
命
に
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

執
筆
し
て
く
れ
た
諸
姉
兄
に
も
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
野
口
）

あ
と
が
き
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風
光
る
春
日
の
候
、
今
年
も
こ
う
し
て
『
紫
苑
』
第
九
号
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

本
号
も
『
吾
妻
鏡
』・『
小
右
記
』
講
読
会
の
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ

り
執
筆
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
こ
の
よ
う
に
発
表
で
き
ま
す
こ
と
を
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
特
筆
す
べ
き
は
、
二
月
に
鎌
倉
ゼ
ミ
旅
行
を
実
現
で
き

た
こ
と
で
す
。
鎌
倉
を
実
際
に
自
ら
の
脚
で
歩
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

高
低
差
や
地
形
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、『
吾
妻
鏡
』
を
講
読
す
る
際
に
は
、
今
回
の
旅
行
で

得
た
鎌
倉
の
空
間
の
地
理
的
認
識
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

早
い
も
の
で
、
来
年
度
は
一
回
生
の
こ
ろ
か
ら
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
私
た
ち
も
い
よ
い
よ
卒
業
回
生
で
す
。
講
読
会

の
他
に
卒
論
準
備
報
告
会
な
ど
、
互
い
に
刺
激
し
あ
え
る
機
会
を
積

極
的
に
設
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
、
講
読
会
・
例
会
に
お
い

て
い
つ
も
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
る
野
口
実
先
生
に
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
出
版
に
際
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
ゼ
ミ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

感
想
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
山
本
み
な
み
）

紫　

苑　
　

第
九
号

　
　
　

二
〇
一
一
年
三
月
十
五
日　
　

印
刷

　
　
　

二
〇
一
一
年
三
月
三
十
一
日　

発
行

編　

集　

京
都
女
子
大
学

　
　
　
　

宗
教
・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
本
み
な
み
）

発
行
所　

京
都
女
子
大
学　

宗
教
・
文
化
研
究
所

　
　
　
　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

電　

話　

（
〇
七
五
）
五
三
一
─
七
二
二
一

Ｈ　

Ｐ　

http://donkun.ath.cx/~sion/
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